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はじめに 

我が国では，人口減少・少子高齢化を背景とした生産年齢人

口の減少の加速とともに，社会基盤（インフラ）の高齢化・老

朽化が急速に進展しています。全国には約 72万橋（国道3割，

市町村道7割）の橋梁ストックがあり，このうち架設後50年以

上経過する橋梁が10年後には5割を超える等，インフラの安

全・機能確保対策の必要性は大きく，維持管理・修繕等の需要

は今後確実に増大します。一方，地方では，多くの自治体（町

の3割，村の6割）で橋梁保全業務に携わる土木技術者が不在

であると同時に，地元企業には高等教育を受けた技術者が非常

に少なく，実務者のインフラメンテナンス分野での経験も乏し

いのです。また，建設技術者の ICTスキル不足から建設現場の

生産性が低く，建設業界への入職者は減少傾向が続いています。

将来にわたって，インフラの機能劣化により経済競争力の低下

や安全・安心が脅かされる事態が生じないよう適切に対策を実

施していくには，インフラメンテナンスの担い手の確保と技術

力の維持・向上が必須です。更に，大きな社会の変革として

Society5.0が訪れようとしており，インフラメンテナンスにお

いても人工知能（AI），ビックデータ，IoT,ロボティクス等の先

端技術の活用が本格化する中，ICTスキルの修得は不可欠です。

建設技術者は，現場でインフラの維持管理・修繕に携わりながら，技術力の維持・向上や新たなス

キル修得のための学びを続ける必要がありますが，時間や費用の制約，キャリアとの関係等が学び

の障害となっています。このため，働きながら学びを続けるための環境整備や，職業能力の向上と

キャリア・アップに繋がる教育プログラムの構築等，社会人のための学び（リカレント教育システ

ム）を設計することは喫緊の課題です。 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）では，地域インフラを守

る建設技術者のためのメンテナンス技術力向上プログラムとして，働きながら学ぶことを前提に，

ｅラーニングと短期の講習会を組合せた“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”を実施しています。このうち，橋

梁点検技術者育成のための講習会は，令和4年3月末迄に延べ1,412名が受講し，橋梁点検に関す

る技術資格認定登録者数は504名に上ります。本事業では，ｉＭｅｃの教育コンテンツを充実，発

展，体系化することで，建設技術者のスキル・キャリア向上の道筋を示すリカレント教育プログラ

ム“橋梁メンテナンス技術者育成のステップアップ型教育プログラム”を開発するとともに，高専

のスケールメリットを活かしてリカレント教育プログラムを全国へと普及するために，ｉＭｅｃの

仕組みの全国展開として，各地域の高専にインフラメンテナンス技術者育成のためのリカレント教

育拠点を整備します。また，本事業で連携する産学共同により，リカレント教育プログラムの講師

となる実務家教員を育成する研修プログラムを開発・実施し，ｉＭｅｃ（リカレント教育中核拠点）

から各地域の連携高専（リカレント教育拠点）へ育成した実務家教員を派遣し，活用する仕組みを

構築します。 

事業責任者 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

センター長 玉田 和也



共同教育の場をベースとしたKOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムをバック 

アップする組織（公益法人等）の創設を視野に入れ，将来にわたり，各地域の高専が核となって安

全・安心な生活を支えるインフラメンテナンス人材育成や，建設技術者のスキル・キャリア向上支

援を推進する体制の実現を目指します。 

本事業を通じて，私たち高専は全国一丸となって，少子高齢化・人口減少時代における社会基盤

の高齢化・老朽化という国家的重要課題の解決の鍵となるインフラメンテナンス人材育成システム

を構築し，良質な社会資本としてのインフラを将来の世代に継承するための道筋を築きたいと考え

ます。そして，全国で約 5万人が在籍する高等専門学校の課程教育において，若き技術者たちに建

設業界の50年後100年後を目を輝かせて語り続けたいと思います。 

令和４年３月吉日 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

玉田 和也 
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第１章 事業概要 

１．１ 取組の概要 

本事業では，産学と地域による緊密な連携体制として，インフラメンテナンスのリカレント教育

推進のための産学連携コンソーシアムを形成し，KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成

システムの構築を行う。本事業は，実務家教員の育成だけでなく，活躍の場の創出を含めて実施す

る点に特徴がある。まず，建設技術者のスキル・キャリア向上のためのリカレント教育プログラム

「橋梁メンテナンス技術者育成のステップアップ型教育プログラム」を開発するとともに，連携高

専（福島，長岡，福井，香川）に新たに教育拠点を整備する。同時に，リカレント教育プログラム

の講師となる実務家教員を育成する研修プログラムを開発・実施し，舞鶴工業高等専門学校（舞鶴

高専）社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）から各地域の教育拠点へ実務家教員を派遣・

活用する仕組みを構築することで，実務家教員によるリカレント教育を全国の高専に展開すること

を目指す。更に，本事業終了後のリカレント教育事業の継続性確保のため，構築した人材育成シス

テムをバックアップする組織（公益法人等）の創設を視野に，将来にわたり，各地域の高専が核と

なってインフラメンテナンス人材育成を推進する体制の実現を目指す。 

-1-



１．２ 取組の内容 

１．２．１ 本事業の実施概要 

本事業は，各地域の高専（KOSEN）がリカレント教育の拠点となる KOSEN型産学共同インフラメン

テナンス人材育成システムの構築を行うものであり，舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター

を中核として産学共同でインフラメンテナンス人材育成を推進するコンソーシアムを形成し，次の

３つの取組を実施する。 

 

（取組みの３本柱） 

・実務家教員育成研修プログラムを開発し，産学連携でリカレント教育プログラムの講師を育成

する。 

・職務を離れることなく受講可能なリカレント教育プログラムを開発・実施する。 

・全国5カ所のリカレント教育拠点に育成した実務家教員を配置し，リカレント教育プログラム

を全国展開する。 

 

１．２．２ 本事業における連携体制 

本事業は，舞鶴高専が申請代表校となり，橋の老朽化対策研究会や高専研究ネットワーク等を通

じて既に連携している４つの高専（福島工業高等専門学校，長岡工業高等専門学校，福井工業高等

専門学校，香川高等専門学校）と今回新たに連携する放送大学学園を共同申請校（連携校）として

申請するものである。事業申請に当たり，（一社）近畿建設協会，西日本高速道路株式会社，及び，

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部を連携企業とする他，京都府北部社会基盤メンテナンス

推進協議会（会長：舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター長，構成員：京都府中丹広域振興

局，丹後広域振興局，京都府北部７市町，（一財）京都技術サポートセンター，京都府測量設計業協

会，宮津建設業協会）を通じて地域とも連携し，産学共同教育の場として，ＲＥＩＭ産学連携コン

ソーシアム（以降，コンソーシアムという）を形成する。従前より高専と連携関係にある長岡技術

科学大学が，協力校としてこれに加わる。 

※ＲＥＩＭは，インフラメンテナンスのリカレント教育：Recurrent Education of 

Infrastructure Maintenanceの構成英単語の頭文字をとったもの。 

 

本事業の実施にあたり，コンソーシアムが効果的に機能するよう，コンソーシアム合同会議（議

長は舞鶴高専校長）設置し，連携校，企業，地域等との定期的な対話の場とする。また，コンソー

シアム合同会議に，実務家教員育成研修プログラム開発部会，リカレント教育プログラム開発部会，

及び，人材育成・活用システム設計部会を設置し，開発段階からの産学連携体制を構築する。 

本事業の運営体制としては，舞鶴高専ｉＭｅｃにリカレント教育推進委員会を設置し，事業全体

の進捗状況やスケジュール管理を行う他，コンソーシアムの事務局機能を担い，コンソーシアム合

同会議の連絡調整等を行う他，コンソーシアムに設置する各部会においても事務局となり，研修プ

ログラムや教育プログラムの開発及び人材育成システム設計を先導する。リカレント教育推進委員

会は，舞鶴高専，連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専），及び，（独）国立高等専

門学校機構（本部）のメンバーで構成する。 
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図1.1は，本事業における連携体制図である。 

 

図1.1 本事業における連携体制図 

 

（１）申請代表校と各連携校の間の連携と役割分担 

本事業では，舞鶴高専をリカレント教育中核拠点，連携高専をリカレント教育拠点として，KOSEN

型産学連携インフラメンテナンス人材育成システムを構築する。連携高専は，リカレント教育拠点

としての体制・学修環境の整備を行い，舞鶴高専ｉＭｅｃから連携高専に対してアクティブ・ラー

ニングの教材として実物劣化部材等を提供する。 

実務家教員育成研修プログラム（必要に応じ，研修プログラムと略す）の開発は，コンソーシア

ムの実務家教員育成研修プログラム開発部会において実施するが，舞鶴高専がこの部会の中心とな

り，連携高専と放送大学学園が共同開発として参画する。このうち，放送大学学園は，主に教育・

研究者としての教養の養成に係るオンライン講座を構築し，受講者に提供する。開発した研修プロ

グラムは，舞鶴高専において実施し，リカレント教育プログラムの講師となる実務家教員を育成す

る。 

リカレント教育プログラム（必要に応じ，教育プログラムと略す）の開発は，コンソーシアムの

リカレント教育プログラム開発部会において実施するが，舞鶴高専がこの部会の中心となり，連携

高専は共同開発として参画する。開発したリカレント教育プログラムは，まず，舞鶴高専で実証講

座として実施・検証した上で，連携高専に展開する。連携高専は，舞鶴高専での実証講座を支援す

るとともに，自校での実証講座実施に向けた準備を進め，次いで，連携高専がそれぞれ自校で実証

講座を実施する。舞鶴高専は，各校に講師となる実務家教員を派遣して実証講座を支援するととも

に，実務家教員の授業等を評価する。 
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また，舞鶴高専は，リカレント教育中核拠点として，実務家教員育成研修プログラム及びリカレ

ント教育プログラムの受講者情報や学修履歴，実務家教員の指導実績等を集約的に記録・管理し，

学修履歴証明や指導実績証明を発行するためのシステムを構築する。 

上記も含め，申請代表校と連携校の具体的な役割分担は次のとおりである。 

① 申請代表校（舞鶴高専） 

・リカレント教育中核拠点としての体制・環境整備 

・リカレント教育プログラムの開発・実施 

・ｅラーニングシステムの開発・運用・管理 

・実務家教員育成研修プログラムの開発・実施 

・リカレント教育プログラム受講者の技術資格認定 

・新規技術資格創設と国土交通省登録資格への登録申請 

・学修履歴と指導実績の記録・管理・証明（システムの開発を含む） 

・職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の認定申請 

・リカレント教育拠点への実務家教員の派遣 

・リカレント教育拠点への教育コンテンツの提供（ｅラーニングシステムを含む） 

② 連携校（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専） 

・リカレント教育拠点としての体制・環境整備 

・実務家教員育成研修プログラムとリカレント教育プログラムの共同開発 

・実務家教員を講師として活用するリカレント教育プログラムの実施 

③連携校（放送大学学園） 

・研修プログラム構成講座「教育・研究者の教養講座」の作成・提供 

・AI,IoT,ICTの基礎的な知識を修得するｅラーニングコンテンツの作成・提供 

なお，協力校として参画する長岡技術科学大学は，リカレント教育プログラムを修了した社会人

の修士課程受入れを推進し，特に，高専卒（准学士）の技術者については，修士課程への社会人入

学一般試験における出願資格審査を省略する等の積極的な支援を検討する。 

 

（２）企業等との連携 

本事業における連携構築に向けた企業等との対話を通じ，申請の背景にあるインフラメンテナン

スに関する現状や問題・課題認識の共有度は極めて高く，今後を担うインフラメンテナンス人材育

成のためのリカレント教育の重要性は，各連携企業の現場職員から経営層まで深く共感されている

ことが明らかとなった。各連携企業からは，本事業におけるコンソーシアムの形成，教育プログラ

ムや研修プログラムの開発・実施等について，業務多忙・人員不足の現状を押して，積極的に参画

する意向が示されている。 

連携企業は，コンソーシアム合同会議に委員として参加し，事業全体の推進に関わるとともに，

コンソーシアム合同会議の下に設置する各部会に所属し，リカレント教育プログラムの開発，実務

家教員育成研修プログラムの開発，及び，人材育成システム設計に参画する。実証講座等の実施に

おいては，実務家教員候補やリカレント教育プログラム受講者を派遣する他，会議室や現場実習場

所の提供等の協力を行う。 

また，連携企業において，本事業を担う舞鶴高専及び連携高専の特任教員等を社内研修や社会人

インターン等として一定期間受入れ，現場の技術力や実課題，実務内容に直に触れる機会を設ける
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など，より実践的で魅力ある教育プログラムや研修プログラムの開発に繋げるための取組みを行う。 

更に，本事業では，リカレント教育の受講者や講師（実務家教員）について，学修履歴や指導実

績等をシステム上で記録・管理し，証明書を発行する仕組みを構築する。連携企業は，これを社内

技術開発目標のエビデンスの一つに設定したり，人事評価の一部に反映する等，リカレント教育活

動への参加を促す環境整備に取組む。 

連携企業の主な構成企業の具体的な協力内容を，表 1.1に示す。 

 

表1.1 各連携企業の具体的な協力内容 

主な連携企業名 具体的な協力内容 

(一社)近畿建設協会 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手職員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の紹介 

（シビル・ベテランズ＆ボランティアズ（CVV）等） 

・研修・会議等への開催場所（会議室）の提供 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

西日本高速道路株式会社 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・特任教員等への研修実施（茨木技術研修センター） 

・リカレント教育活動の指導実績等の活用 

(一社)建設コンサルタンツ協会 

近畿支部 

   

 

・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手社員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・特任教員等の社会人インターン等での受入れ検討 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

(一社) 橋梁調査会 近畿支部 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

国土交通省 近畿地方整備局 

企画部 

   

 

・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手職員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

 

（３）地域との連携 

インフラメンテンナンス人材育成において，地域のインフラの維持管理を担う地方自治体や建設

業界との連携は欠かせない。本事業では，京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（メンテ協

議会）と連携し，地域における課題やインフラ維持管理に関する工事・業務等の発注者サイドのニ
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ーズを抽出し，コンソーシアム合同会議で共有することで，研修プログラムや教育プログラムの開

発に反映する。また，教育プログラムの実施にあたり，地方自治体職員のメンテナンス技術力向上

のために若手技術職員を中心に受講者を積極的に派遣する他,現場実習フィールドの提供等を行う。 

 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会の構成は次のとおり。 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会 

会 長：舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター長 

副会長：京都府中丹広域振興局建設部長，舞鶴市建設部長 

会 員：京都府丹後広域振興局建設部長 

    福知山市建設交通部長，綾部市建設部長，宮津市建設部長，京丹後市建設部長， 

    与謝野長建設課長，伊根町地域整備課長 

    （一財）京都技術サポートセンター土木課長 

    （一社）京都府測量設計業協会会長 

    宮津建設業協会会員 

 

１．２．３ リカレント教育プログラムの開発・実施 

本事業において，橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラムとして，『橋梁メンテナン

ス技術者育成のためのステップアップ型教育プログラム』を開発・実施する。開発においては，ｉ

Ｍｅｃでの実績がある橋梁点検技術者育成講座等の教育コンテンツを活用し，これを充実，発展，

体系化することで効率化を図り，教育プログラムの熟度を高める。 

 

（１）リカレント教育プログラムの目的と特徴 

本事業で開発する教育プログラムは，アクティブ・ラーニングをふんだんに取り入れたカリキュ

ラムにより，橋梁メンテナンスに必要な ICTスキル，及び，橋梁の点検及び診断に必要な知識及び

技術を，効率的かつ効果的に修得することを目的とする。また，この教育プログラムに対応する新

規技術資格として『橋梁診断技術者』を創設し，リカレント教育による学びとキャリア向上の好循

環に繋げることを目的とする。 

本事業で開発する教育プログラムは，技術レベルや学修テーマが異なる複数の講座で構成し，各

講座は，ｅラーニングと超短期の講習会（最長３日間）からなる独立した講座とすることで，現場

での職務を続けながら，段階的かつ体系的に橋梁メンテナンスに必要なスキルを修得できる点に特

徴がある。体系図を図1.2に，ステップアップ型イメージを図1.3に示す。 
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図1.2 リカレント教育プログラムの体系図 

 

 

 

図1.3 ステップアップ型教育プログラムのイメージ図 
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（２）リカレント教育プログラムの開発方針と流れ 

教育プログラムの開発は，コンソーシアム合同会議に設置するリカレント教育プログラム開発部

会において，産学プラス地域連携により行う。 

 

教育プログラムは，次の９つの講座で構成する。 

リカレント教育プログラムの構成講座 ※は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】（橋梁診断技術者認定講座） 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】（橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】（准橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【導入編（橋梁点検）】 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【コンクリートの品質管理】（専門特修講座） 

 

既存教育コンテンツのうち，橋梁点検に関する技術者育成講座（導入編，基礎編，応用編とコン

クリートの品質管理については，原則そのままの形で講座として組み込み，その他の講座は，リカ

レント教育プログラムの開発に合わせて再編し，新たな講座として構築する。 

リカレント教育プログラムの開発と，これに対応する技術資格の創設・運用の流れを，図1.4に

示す。 

 

 

図1.4 リカレント教育プログラム開発と技術資格の創設・運用の流れ 
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１．２．４ 実務家教員育成研修プログラムの開発・実施 

本事業において，橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラム『橋梁メンテナンス技術

者育成のためのステップアップ型教育プログラム』を構成する各講座の講師となる実務家教員を育

成するための研修プログラム『橋梁メンテナンスに関する実務家教員育成研修プログラム』を開発・

実施する。開発においては，カリキュラムに舞鶴高専の本科・専攻科の教育課程を活用したプレゼ

ンテーションや模擬授業を組み込む他，ｉＭｅｃの准橋梁点検技術者育成講座“ｅ＋ｉＭｅｃ講習

会【基礎編（橋梁点検）】”での教育補助実習，実証講座での教育実習の学修時間の割合を高める等，

自ら講座を設計・指導するための実践力養成に重点を置く。  

 

（１）研修プログラムの目的と特徴 

本事業で開発する研修プログラムは，高専のスケールメリットを活かして橋梁メンテナンスに関

するリカレント教育を全国展開するにあたり，『橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップア

ップ型教育プログラム』を構成する各講座の講師となる実務家教員を育成することを目的とする。

また，この研修プログラムの受講を通じ，現役バリバリの実務家には，マネジメントクラスへの登

用やキャリア転換の機会を，職歴を重ねたベテラン層の実務家には，技術継承や社会貢献の機会を

創出することを目的とする。 

本事業で開発する研修プログラムは，学修テーマ毎の複数の講座と教育実習で構成する。各講座

では，ｅラーニングの積極的活用により講習会での座学を短縮し，アクティブ・ラーニングを充実

させるとともに，各講習会日程を短期間に抑えることで，職務と学びの両立について可能な限り配

慮している点に特徴がある。 

 

（２）実務家教員の定義 

本事業で育成する実務家教員について，次のとおり定義する。 

＜実務家教員の定義＞ 

橋梁メンテナンスに関する高度な実務能力を有するとともに，自らの実務経験が体系化・構造化

されており，リカレント教育プログラム『橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアップ

型教育プログラム』を構成する各講座の講師として必要な能力（学修設計能力，学修指導能力，

学修評価能力）を有するとともに，教育・研究者としての教養と能力を兼ね備えた人材。 

 

（３）研修プログラムの受講資格 

リカレント教育プログラムは，橋梁点検・診断に関する技術資格認定講座と，専門分野を重点的

に学ぶ専門特修講座から構成されることから，各講座の講師に求められる技術や能力，経験等を考

慮し，受講資格を以下のとおり設定する。 

実務家教員育成研修プログラムの受講資格 

次のいずれかに該当すること． 

・技術士（建設部門）に相当する資格を有し，橋梁の点検又は診断業務において管理技術者の業

務実績を有すること。 

・各専門分野における技術士に相当する資格を有し，専門特修講座の学修内容に直接関連する調

査・業務・工事等において主任技術者以上の業務実績を有すること。 
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（４）研修プログラムの開発方針と流れ 

研修プログラムの開発は，コンソーシアム合同会議に設置する実務家教員育成研修プログラム開

発部会において，産学連携により行う。 

研修プログラムの構成講座・実習と開発担当機関について，表1.2に示す。 

また，研修プログラムの開発の流れについて，図1.5に示す。 

表1.2 研修プログラムの構成講座・実習と開発担当機関 

講座・実習名称 開発担当機関 

実務家教員の教養講座 舞鶴高専 

連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専） 

放送大学学園（連携大学），長岡技術科学大学（協力大学） 

連携企業 

実務経験と専門性の棚卸講座 

実践講義力養成講座 

教養能力養成講座 

リカレント教育体験講座 舞鶴高専 

実証講座教育実習 

プログラム終了評価 

 

 

図1.5 研修プログラムの開発の流れ 
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１．２．５ 実施環境の整備と運営体制の構築 

舞鶴高専ｉＭｅｃにリカレント教育中核拠点としての実施環境を追加整備・拡充するとともに，

各連携高専にも実習フィールド等を整備し，リカレント教育拠点としての実施環境を整備する。ま

た，教育／研修プログラムの開発・実施，及び，人材育成システムの構築・運用に必要となる専任

教員と事務スタッフを各拠点に配置し，運営体制を構築する。具体的な整備内容と各拠点で実施す

る内容を表1.3，各拠点に配置する専任教員及び事務スタッフの人数を表1.4，実習環境の整備イメ

ージを写真1.1，舞鶴高専ｉＭｅｃの概要を図1.6に示す。 

 

表1.3 各拠点における実施環境の整備内容 

対象 整備内容 舞鶴高専（中核拠点） 連携高専（拠点） 
施設 講義棟 ―（整備済み） 学校施設を利用 

事務室 学校施設を利用 学校施設を利用 
屋外実習棟 ―（整備済み） 整備 
実物劣化部材実習フィールド ―（整備済み） 学校施設を利用 
ｅラーニングシステム 再整備（容量拡大のため） ―（中核拠点のみ） 

備品 什器・事務機器類 追加整備（増員のため） 整備 
非破壊検査等機器類 追加整備（プログラム開発のため） 整備 
現場実習装備類 追加整備（受講者増のため） 整備 
ｉＰａｄ，ＭａｃＢｏｏｋ ―（整備済み） 整備 

教材 実物劣化部材 搬出 運搬・設置 
初期欠陥・損傷サンプル ―（整備済み） 整備 
鉄筋探査用サンプル 追加整備（必要教材の追加） 整備 

表1.4 各拠点に配置する専任教員及び事務補佐員の人数 

配置校【拠点】 専任教員 事務スタッフ 

舞鶴高専（ｉＭｅｃ） 

【リカレント教育中核拠点】 

特命准教授：1名 

特命助教：1名 

事務補佐員：3名 

連携高専（福島，長岡，福井，香川高専） 

【リカレント教育拠点】 

特命助教： 

福島，長岡，福井各1名 

助教：長岡，香川各1名 

事務補佐員：長岡，福

井各1名，香川2名 

合計 

（本事業で配置する専任教員及び事務スタッフの人数） 

特命准教授：1名 

特命助教：4名，助教：2名 

事務補佐員：7名 

 

写真1.1 整備イメージ（舞鶴高専ｉＭｅｃの整備例） 
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図1.6 舞鶴高専ｉＭｅｃの概要 

  

-12-



１．３ 普及策及びファカルティ・ディベロップメント 

（１）リカレント教育プログラムの普及策 

本事業で開発したリカレント教育プログラムは，高専のスケールメリットを活かし，段階的に全

国へ普及し，舞鶴高専ｉＭｅｃはリカレント教育中核拠点としてこれを支援する。 

普及の第一段階として，本事業では，連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専）に

おいてリカレント教育拠点の整備と実施体制の整備を行う。舞鶴高専は，各連携高専に実物劣化部

材を提供する他，初期欠陥サンプル等の製作を支援する。ｅラーニング教材については，ＬＭＳに

より全学で共有し，舞鶴高専ｉＭｅｃがＬＭＳの管理者となって連携高専を支援する。各連携高専

は，2022年度からのリカレント教育プログラム自校開催に向け，連携高専のスタッフは，実際に舞

鶴高専のｅ＋ｉＭｅｃ講習会の実施・運営に参加し，講習会の進め方，ＬＭＳの操作方法，学修到

達度試験実施方法等のノウハウを修得するための研修を行う。なお，2021年度は実証講座として開

催し，2022年度に本講座を開設する。 

第二段階として，橋の老朽化対策研究会や高専研究ネットワーク等の所属高専へ，第三段階とし

て，建設系学科のある高専（全国 35高専）へとリカレント拠点整備を展開し，最終的には，全国で

各地域の高専が核となり，インフラメンテナンスのリカレント教育を実施することを目指している。 

 

（２）実務家教員育成研修プログラムの普及策 

本事業で開発した研修プログラムは，リカレント教育中核拠点において，橋梁メンテナンスに関

するリカレント教育プログラムの講師の育成を目的とするものであり，分野汎用的なものではない。

しかし，研修プログラムの詳細なシラバス（全体＋コマシラバス），学修内容に対する指導・教育方

法，成績評価基準等をまとめたレポートを作成する他，講習会の様子を動画として記録することは，

インフラメンテナンス分野の実務家教員育成講座の普及の一助となると考えており，建設技術展，

フォーラム，学会誌・論文等において，本事業の成果を積極的に発信していく。 

 

（３）ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の実施 

本事業で開発した教育／研修プログラムは，アクティブ・ラーニングやＰＢＬをふんだんに取り

入れ，実践力の養成に重点をおいたものであり，高専本科課程教育におけるＰＢＬ等の実践教育推

進において，大いに参考となる。このため，舞鶴高専及び連携高専において，既存の学内教員によ

る e＋ｉＭｅｃ講習会の参観を定期的に開催する他，全国高専フォーラム等において，研修プログ

ラムの一部を体験するセッションを実施する等，高専教員の実践教育の指導力養成に努める。 
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１．４ アウトプットとアウトカムの設定 

本事業のアウトプット指標を以下のとおり設定し，各年度の数値目標を表1.5～1.7に示す。 

＜リカレント教育プログラム（中核施設＋連携高専）＞ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の開催回数及び受講・修了者数 

・技術資格登録者数 

＜実務家教員育成研修プログラム（中核施設のみ）＞ 

・研修プログラムの受講者数及び修了者数 

・育成した実務家教員による指導講座数 

 

表1.5 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会（リカレント教育プログラム）の開催回数，受講者・修了者数 

e+iMec講座名 ［人］ 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

導入編 

（橋梁点検） 

開催回数 1 1 1 1 1 5 

受講・修了者数 20 20 20 20 20 100 

基礎編 

（橋梁点検） 

開催回数 11 10 10 12 12 55 

受講・修了者数 110 100 100 120 120 550 

応用編 

（橋梁点検） 

開催回数 2 2 2 2 2 10 

受講・修了者数 20 20 20 20 20 100 

橋梁診断 開催回数 - - 1 1 1 3 

受講・修了者数 - - 10 10 10 30 

橋梁長寿命化 

対策 

開催回数 - - 2 2 2 6 

受講・修了者数 - - 20 20 20 60 

構造物の 

詳細調査 

開催回数 - 2 2 2 2 8 

受講・修了者数 - 20 20 20 20 80 

施工技術と 

施工管理 

開催回数 - 2 2 2 2 8 

受講・修了者数 - 20 20 20 20 80 

建設ＩＣＴ 開催回数 - - 2 2 2 6 

受講・修了者数 - - 20 20 20 60 

コンクリート 

の品質管理 

開催回数 1 1 1 1 1 5 

受講・修了者数 12 12 12 12 12 60 

 

表1.6 技術資格登録者数（単位：人） 

e+iMec講座名 2018迄 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

准橋梁点検技術者 269 66 60 60 72 72 599 

橋梁点検技術者 17 10 10 10 10 10 67 

橋梁診断技術者 - - - 8 8 8 24 

登録者計 286 76 70 78 90 90 690 

 

-14-



表1.7 研修プログラムの開催回数，受講者・修了者数，派遣・活用した実務家教員数 

e+iMec講座名 ［人］ 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

実務家教員育成研

修プログラム 

開催回数 - - 10 10 10 30 

受講・修了者数 - - 10 10 10 30 

派遣・活用した実務家教員累計  - - - 20 40 60 

 

１．５ 事業推進体制 

（１）リカレント教育推進委員会 

 

リカレント教育推進委員会 開催要領 

１．設置目的 

文部科学省が「Society5.0に対応した高度技術人材育成事業」として実施する「持続的な産学共同

人材育成システム構築事業」において，舞鶴工業高等専門学校が申請代表校となった『KOSEN 型産

学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』が，中核拠点の取組として選定された。令

和元年度から５カ年をかけて，舞鶴高専，共同申請校である福島，長岡，福井，香川の国立４高専，

及び，放送大学により，高専を中心としたインフラメンテナンス分野におけるリカレント教育の推

進，及び，実務家教員育成・活用システムの全国展開に向けた取組を実施する。 

本委員会は，本取組を主導・先導することを目的に設置する。 

 

２．委員会の構成等 

 リカレント教育推進委員会（以下「委員会」という。）は，別表の顧問及び委員により構成する。 

委員会には，委員長及び副委員長を置く。委員長は，舞鶴工業高等専門学校長，副委員長は，舞鶴

工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター長とする。 

 

３．実施・検討事項 

（１）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム（別添）に係る活動の企画・運営 

（２）リカレント教育プログラムと実務家教員育成研修プログラムの開発 

（３）人材育成システムの設計 

（４）開発プログラムの実証・検証 

（５）本取組に係る評価（受講者評価，内部評価，外部評価等） 

（６）リカレント教育拠点の実施環境整備と運営 

（７）本取組成果の普及とファカルティ・ディベロップメントへの活用 

（８）その他，本取組の実施にあたり必要な事項 

 

４．庶務 

  委員会の庶務は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターにおいて処理する。 

 

５．その他 

  この要領に定めるほか，必要な事項については，委員会において定める。 
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 （別表） リカレント教育推進委員会顧問及び委員 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

顧問 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 

委員 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 

顧問 長岡工業高等専門学校 校長 竹茂 求 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

委員 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 

委員 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 

顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 蓑輪 圭祐 

委員 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

副委員長 

教授 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長兼財

務係長 

増永 武夫 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務係長 芦田 康弘 

顧問 香川高等専門学校 校長 田中 正夫 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 長谷川 雄基 

委員 香川高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

入江 正樹 

委員 独立行政法人国立高等専門学校機構 

研究推進課 

研究総括参事 佐藤 貴哉 
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（２）専任教員打合せ 

［２０２１年４月前半］ 令和３年４月９日（金）13:30～15:30 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発について 
（３） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発につ

いて 
（４） 実務家教員育成研修プログラムの開発について 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２１年４月］ 令和３年４月３０日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発状況 
（３） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 
（４） 実務家教員育成研修プログラムの開発について 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２１年５月］ 令和３年５月２８日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発状況 
（３） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 
（４） 実務家教員育成研修プログラム実証講座について 
（５） ６月の会議，委員会の議事について 
 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２１年８月］ 令和３年８月２０日（金）15:00～16:30 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発状況 
（３） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 
（４） 実務家教員育成研修プログラム実証講座について 
（５） プログラム試行ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋

梁点検）】について 
 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生
  

［２０２１年９月］ 令和３年９月２４日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発状況 
（３） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 
（４） 実務家教員育成研修プログラム実証講座について 
（５） プログラム試行ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋

梁点検）】について 
（６） 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 
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［２０２１年１０月］ 令和３年１０月２９日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発状況 
（３） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 
（４） 実務家教員育成研修プログラム実証講座について 
（５） 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会 
（６） 予算執行状況について 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２１年１１月］ 令和３年１１月２６日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発状況 
（２） 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 
（３） 実務家教員育成研修プログラム実証講座について 
（４） 各校の活動状況について 
（５） ｉＭｅｃフォーラムについて 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２２年１月］ 令和４年１月１１日（火）10:00～11:30 
議事 参加者 
（１） 年度内の予定確認 
（２） 橋梁診断，専門特修講座について 
（３） 学修到達度確認試験（基礎編）について 
（４） 予算執行状況について 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２２年１月］ 令和４年１月２８日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 年度内の予定確認 
（２） 橋梁診断技術者認定講座について 
（３） 専門特修講座について 
（４） 学修到達度確認試験（基礎編）について 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２２年２月］ 令和４年２月１８日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 年度内の予定確認 
（２） 橋梁診断技術者認定講座について 
（３） 専門特修講座について 
（４） 学修到達度確認試験（基礎編）について 
（５） 2022年度全国大会第77回年次学術講演会について 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２２年３月］ 令和４年３月２５日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 2022年度の予定確認 
（２） 橋梁診断技術者認定講座について 
（３） 2022年度全国大会第77回年次学術講演会について 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 
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１．６ 評価体制 

（１）受講者による評価の実施 

リカレント教育プログラムについては，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の最後に受講者アンケートを実施し，

ｅラーニングと講習会について評価を行う。アンケート結果は，開催回毎に集計し，逐次改善を行

う他，年度単位で集計・分析し，次年度の実施計画策定において反映する。 

実務家教員育成研修プログラムについては，１．２．４（５）の・研修プログラムの修了要件に

示すように，実証講座教育実習に対する受講者の評価平均値が到達目標に達していることを，研修

プログラムの修了要件の一つとしている。また，リカレント教育プログラムと同様に，受講者アン

ケートによる評価も実施する。 

 

（２）外部評価等の実施 

本事業における外部評価は，従前から舞鶴高専ｉＭｅｃの活動に係る技術評価や技術資格審査等

を実施している社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において行う。 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（レベル委員会）の構成員は次のとおり。 

 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の構成員 

委員長 ：（国研）土木研究所構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 

副委員長：国土交通省近畿地方整備局道路部道路保全企画官 

委員  ：京都府中丹広域振興局建設部長 

          舞鶴市 建設部長 

         （一財）京都技術サポートセンター 理事長 

         （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会関西支部保全部会保全委員 

         （一社）日本橋梁建設協会 会員 

         （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 会員 

         京都大学大学院 工学研究科 教授 

         舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

         舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 

 

リカレント教育プログラムの開発においては，１．２．３（２）の図 1.4に示すように，開発方

針段階と構築段階において，レベル委員会で技術評価を行う。 

実務家教員育成研修プログラムの開発においては，１．２．４（４）の図 1.5に示すように，開

発方針段階と構築段階において，レベル委員会において技術評価を行う。また，各年度の研修プロ

グラム実施後，まず，リカレント教育推進委員会において内部評価を行い，その後，レベル委員会

において外部評価を行い，これらの結果を反映して改善を行う。 

本事業の当該年度実施内容と次年度実施計画については，各年度末に，レベル委員会において外

部評価を行う。 
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１．７ 申請代表校の学内の実施体制 

校長の諮問組織として「運営委員会」があり，学校の重要案件はこの委員会で審議・決定される。

その委員会メンバーには「地域共同テクノセンター」も参画しており，その内部組織である「社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）」内に，今回新たに「リカレント教育推進委員会（仮称）」

を設置する。リカレント推進委員会での活動内容等については，先に述べた運営委員会にも報告し

助言や助力を受けるなど，学校全体として取り組める体制ができると考える。また，本事業の事務

は，総務課長の指揮により総務課で執り行う。 

なお，ｉＭｅｃにおいては，従前から橋梁を中心とするインフラメンテナンス技術者育成活動を

実施しており，本事業においても，地域におけるニーズ抽出・施策推進において協働する産学官連

携組織「京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会」と連携するとともに，外部の有識者・専門

家等による技術評価及び技術資格認定審査等を行う第三者組織「社会基盤メンテナンス技術レベル

検討委員」を外部評価体制として，本事業を推進する。 

学内の実施体制図を，図 1.7に示す。 

 

 

図1.7 学内の実施体制図 

  

-20-



１．８ 補助事業の実施計画 
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１．９ 補助事業終了後の継続性 

・補助事業終了後の実施体制 

本事業で雇用する特命教員及び事務補佐員については，補助事業期間終了後も継続雇用とし，中

核拠点及び各連携拠点において，リカレント教育プログラムを実施・運営する。 

本事業終了後のリカレント教育事業の継続性確保のため，構築した人材育成システムをバックア

ップする組織（公益法人等）の創設を目指す。中核拠点及び各連携拠点におけるリカレント教育プ

ログラムを実施・運営に係る経費のうち，受講料収入で賄えない経費を補填する等，この組織が後

ろ盾となり，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムの企業・団体からの協賛や，地元の企業・業界団体

等から供託金の寄託を受け，各地域の高専が核となるインフラメンテナンス人材育成事業を推進す

る。  

・教育プログラムの実施計画 

リカレント教育プログラムは，表 1.8の年間実施計画に基づき開催する。 

連携企業や地方自治体の新入社員や若手技術者向けの研修プログラムや，地域の業界団体等が主

催する技術研修等と連携し，恒常的に受講者を受入れることで，受講料収入を確保し，運営費に占

める自己資金の割合を高める努力をする。 

また，リカレント教育プログラムのうち，橋梁点検技術者（技術資格）の取得後，更に上の橋梁

診断技術者（技術資格）の取得を目指す際に受講が必要となる下記の講座群（表1.8の青色網掛け）

について，“橋梁診断技術者育成プログラム”として職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の認定を目

指し，教育訓練給付金や人材開発助成金等を活用した受講促進に努める。 

 

表1.8 リカレント教育プログラム年間実施計画（事業申請時点） 

 

 

・実務家教育育成研修プログラムの実施計画 

実務家教員育成研修プログラムは，研修プログラムの年間スケジュールに基づき，毎年度１回開

催し，リカレント教育プログラムの全国展開に向け，継続的に実務家教員を育成する。 

実務家教員育成研修プログラムは，事業期間中に文部科学省の短時間（60時間以上120時間未満）

で構成される職業実践力育成プログラム（ＢＰ）としての認定を目指し，受講のインセンティブを

高めるとともに，教育訓練給付金や人材開発助成金等の活用により受講者負担を軽減する。 
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第２章 実務家教員育成研修プログラムの開発 

２．１ 開発概要 

（１）開発目的 

“Society5.0”－社会が複雑化・高度化し，情報・知識の利活用しながら生きることが当たり前

の社会－の到来を前に，社会資本としてのインフラは本格的なメンテナンス時代を迎えている。建

設業界には，この社会変革とメンテナンスニーズ増大に対応できる人材を育成し，良質な社会資本

としてのインフラを未来に継承することが求められている。 

この社会的背景・ニーズに対し，「KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構

築」（KOSEN-REIM）では，“地元のインフラは地元で守る”をモットーに，地方の建設技術者の技術

レベル向上を目指し，橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアップ型教育プログラムの開

発・実施，及び，連携 4高専へのリカレント教育地域拠点の設置に取組み，全国の高専への展開を

視野に活動している。 

実務家教員育成研修プログラムは，上記，高専におけるインフラメンテナンス分野のリカレント

教育を担う『実務家教員』を育成することを目的に開発を行うものである。また同時に，所属企業・

団体等における技術継承の一助となり，受講者自身がリカレント教育の場で広く活躍するきっかけ

となることを願っている。 
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（２）開発方針 

実務家教員育成研修プログラムの開発にあたり，KOSEN-REIM で育成する人材像として，『実務家

教員』を次のとおり定義した。 

 上記定義に基づく実務家教員を育成するため，次の方針のもと開発を進めた。 

 熟練の建設技術者が“教える”ために必要な能力の修得をめざす実践的なカリキュラムとする。 

 プログラムを通じて，個々の技術者が培った実務経験や技術力を，次世代に継承可能なコンテ

ンツとして形づくり，伝えていく方法を学ぶことができる。 

 高専が実施するリカレント教育プログラムの講師として，現職とのパラレルキャリアの形成を

可能とする。 

 受講者の所属企業・団体等にとって，社内の人材育成・技術継承に繋がる。 

 受講インセンティブとして文部科学省職業実践力育成プログラム（BP）の認定を受ける。 

 

（３）プログラムの全体構成 

 実務家教員育成研修プログラムは，７講座で構成される。各講座の講座名，講座概要，学修内容，

及び，学修時間を図2.1に示す。学修時間は，合計 90時間，うち，ｅラーニング30時間，講習会

60時間である。 

 

（４）プログラムの特徴 

実務家教員育成研修プログラムでは，高専におけるインフラメンテナンス分野のリカレント教育

を担う実務家教員を育成することから，インフラメンテナンス分野の高度な実務能力と相当の実務

経験を有する者を対象としている。インフラメンテナンスという専門領域に特化したプログラムと

して，教育者として必要な教養に加え，インフラメンテナンス分野の課題・ニーズに即したテーマ・

教材を用いた実習・演習を多く組み込み，教育実習のテーマも専門領域で設定している点に特徴が

ある。インフラメンテナンス分野の専門家であり，かつ，リカレント教育に実績・功績がある教員

が講師となり，専門的見地から実践的な指導を行うこととする。また，専門家による傾聴力・話し

方講座も組み込み，実務家教員としての実践力を強化するプログラムとなっている。 

上記含め，プログラムの特徴を整理すると次の 7点となる。図2.2に具体的な事例を示す 

 ｅラーニングと講習会を組合せたカリキュラム 

 多様なアクティブラーニングを体験・実践 

 専門家による傾聴力・話し方講座と個別カウンセリング 

 インフラメンテナンス分野の課題・ニーズに即したテーマ・教材による実習・演習 

 高専生に対する教育実習 

 受講者同士の学び合い 

 少人数制による丁寧な指導・サポート体制 

【実務家教員とは（KOSEN-REIMの定義）】 

技術士または技術士に相当する資格を有し，インフラメンテナンスに関する高度な実務能力と

相当の実務経験を有する人材であり，かつ，教育者としての教養と資質を兼ね備え，教えるた

めの技術を修得し，リカレント教育プログラムの講師として自らの実務経験と技術力を受講者

に伝えることができる人材。 
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（５）年間スケジュール 

 実務家教員育成研修プログラムは，7月に開講し 2月に終了となる約 8ヵ月間のプログラムとす

る。講習会は，月1～2回（全6回，計9日）とし，土曜日の開催を基本とするが，2日間連続の場

合は土日で開催する。受講者は，各講習会の約3週間前から，事前学修としてのｅラーニングを受

講するとともに，事前課題に取組む。年間スケジュールを図2.3に示す。 

 

（６）修了生への資格認定 

実務家教員育成研修プログラムの全課程修了者には，『専門教士（建設部門）』の称号を付与し，

国立高等専門学校機構がインフラメンテナンス分野のリカレント教育を担う実務家教員として資格

認定するための制度設計を行う。なお，称号で用いた「教士」の由来は武道にある。「教士」は，武

道における称号の第2位であり，この上位の称号に「範士」，下位の称号に「錬士」がある。「教士」

は「錬士」以下を指導する立場にあり，指導に必要な学識，教養及び実力を有していること等がそ

の要件として上げられている。これは，KOSEN-REIMで育成する実務家教員像にも合致することから，

「教士」の上に専門領域を示す「専門」を付し，さらに，「教士」の下に括弧書きで具体的な分野を

明示し，『専門教士（建設部門）』という称号としている。 

 

（７）実務家教員としてのキャリアパス 

実務家教員育成研修プログラムの修了生は，高専が実施するリカレント教育プログラムの講師と

して，現職とのパラレルキャリアの形成を可能とする。また，所属企業での研修講師，建設業界に

おける人材育成・技術継承の担い手として，活躍の場を広げることが可能である。受講後のキャリ

アパスのイメージを図2.4に示す。 

 

図2.1 実務家教員育成研修プログラムの全体構成 
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図2.2 実務家教員育成研修プログラムの特徴（具体的な事例） 
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図2.3 実務家教員育成研修プログラム年間スケジュール（イメージ） 

 

 

 

 
図2.4 受講後のキャリアパス（イメージ） 

 

 

 

２．２ 実証講座 

（１）開催概要 

文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」中核拠点校開発プログラムとして，

インフラメンテナンス分野のリカレント教育と人材育成を担う「実務家教員」を育成する「実務家

教員育成研修プログラム」を開発し，2021年度は，実証講座を開催した。 

2021年度実証講座の開催概要を表 2.1に示す。受講期間は約８ヵ月，土日に全６回，計９日の講

習会を開催した。各講習会では，事前学修としてｅラーニング・事前課題を課した。講習会は，初

回のオンラインを除き対面開催する計画であったが，新型コロナウイルス感染症の拡大状況により，

第４回と第６回講習会を当初の対面からオンラインに，第５回講習会を当初の対面（舞鶴高専）か

ら対面（舞鶴高専外会場）とオンライン併用に，それぞれ変更して実施した。 

 

月
週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

講習会日数 9日 1 1 2 2 2 1

実証講座教育実習

プログラム修了評価

3月

実務家教員の教養講座

実務経験と専門性の
棚卸講座

実践講義力養成講座

リカレント教育体験講座

教育能力養成講座

9月 10月 11月 12月 1月 2月
講座名

4月 5月 6月 7月 8月

実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
式

実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講
式

e-learning

e-learning

e-learning

e-learning

e-learning

講
習
会
①

受
講
者
決
定
・
通
知
／
受
講
案
内

受
講
者
公
募
開
始

講
習
会
③

講
習
会
④

講
習
会
⑤

講
習
会
⑥

講
習
会
②

専
門
教
士（
建
設
部
門
）認
定
証
発
行
／

学
修
履
歴
証
明
発
行

e-learning

認定審査
履修証明

受講者公募

ｅラーニング教材作成
講習会教材・教案作成
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表2.1 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）の開催概要 

 
 

（２）シラバス 

実務家教員育成研修プログラム（2021 年度実証講座）の全体シラバスを 30～32 頁に，ｅラーニ

ング講座のシラバスを33～35頁に示す。 

 

（３）受講者概要 

2021年度実証講座の受講者は，公募の上，書類選考を実施し，15名を選定した。いずれも，豊富

な実務経験と高い実務能力を有する実務家であり，実務上高度な技術資格の保有者であった。この

うち，12名が技術士，1名が一級建築士，4名が博士号取得者であった。受講者リストを表2.2に，

受講者概要を図2.5に示す。 

表2.2 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）受講者リスト 

 

※赤字は新型コロナウイルス感染症の拡大により変更となった箇所 
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図2.5 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）受講者概要 
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強
調

と
文

の
強

調
）

＜
２

部
＞

・
 「

構
成

」
と

「
対

象
」

を
意

識
し

た
伝

え
方

・
 対

象
に

よ
っ

て
言

葉
に

選
び

方
や

足
し

方
，

例
え

な
ど

を
変

え
る

話
し

方
の

訓
練

・
 理

解
を

助
け

る
例

え
の

使
い

方
・

 教
え

る
場

を
作

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

＜
３

部
＞

・
 「

専
門

領
域

」
で

１
部

，
２

部
で

の
学

び
を

取
り

入
れ

る
実

践
演

習
・

 使
っ

て
い

る
言

葉
が

講
義

対
象

者
（

高
専

生
，

新
入

社
員

・
新

任
職

員
，

異
分

野
技

術
者

等
）

に
伝

え
る

の
に

相
応

し
い

か
と

い
う

視
点

で
の

振
り

返
り

・
 『

傾
聴

力
講

座
』

で
の

学
修

内
容

を
加

え
た

『
話

し
方

講
座

』
の

ま
と

め

3.
5

4
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
体
験
講
座

12
10

ｅ
＋

ｉ
Ｍ

ｅ
ｃ

講
習

会
【

基
礎

編
（

橋
梁

点
検

）
】

《
共

通
》

自
ら

が
目

指
す

実
務

家
教

員
像

を
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
す

る
《

共
通

》
高

専
に

お
け

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
的

や
ス

タ
ン

ス
，

教
育

的
配

慮
に

つ
い

て
理

解
す

る
《

共
通

》
ｅ

＋
ｉ

Ｍ
ｅ

ｃ
講

習
会

【
基

礎
編

（
橋

梁
点

検
）

】
の

レ
ベ

ル
設

定
，

学
修

到
達

目
標

，
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
内

容
を

把
握

す
る

《
共

通
》

事
前

学
修

の
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
で

受
講

者
共

通
の

知
識

基
盤

を
形

成
す

る
こ

と
が

，
対

面
講

習
会

の
学

修
効

果
の

向
上

に
繋

が
る

こ
と

を
実

感
す

る
《

共
通

》
受

講
生

の
知

識
・

技
術

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

教
え

方
を

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
，

講
師

と
し

て
指

導
す

る
際

の
ポ

イ
ン

ト
や

留
意

事
項

を
具

体
的

に
認

識
す

る
《

共
通

》
実

践
的

な
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
教

育
に

お
け

る
体

験
型

学
修

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

《
維

持
管

理
計

画
》

維
持

管
理

計
画

立
案

演
習

の
個

別
検

討
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

取
組

む
こ

と
で

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
ね

ら
い

や
効

果
を

納
得

す
る

《
学

修
到

達
度

確
認

試
験

》
学

修
到

達
度

確
認

試
験

の
実

施
方

法
，

合
格

基
準

，
合

格
率

，
及

び
，

合
格

者
へ

の
技

術
資

格
認

定
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
《

学
修

到
達

度
確

認
試

験
》

学
修

到
達

度
確

認
試

験
の

出
題

範
囲

，
出

題
方

法
，

レ
ベ

ル
設

定
に

つ
い

て
理

解
す

る

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
橋

梁
工

学
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

損
傷

と
対

策
・

鋼
構

造
物

の
損

傷
と

対
策

，
共

通
の

損
傷

・
維

持
管

理
計

画
・

現
場

実
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
の

点
検

・
鋼

橋
の

点
検

・
詳

細
調

査
手

法
・

学
修

到
達

度
確

認
試

験
・

修
了

式

11

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
体

験
の

振
り

返
り

実
証

講
座

教
育

実
習

に
向

け
て

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

適
し

た
テ

ー
マ

を
設

定
し

，
教

材
や

実
施

方
法

を
考

案
す

る
手

が
か

り
を

得
る

・
気

付
き

の
共

有
・

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
考

案
1

N
o

授
業
名

各
授
業
の
目
的
（
到
達
目
標
）

・
 事

後
課

題
「

学
修

到
達

度
確

認
試

験
作

問
演

習
」

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
）

・
 第

3回
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
ワ

ー
ド

）
・

 第
3回

評
価

・
検

証
シ

ー
ト

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

エ
ク

セ
ル

）
・

 第
3回

講
習

会
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
（

回
答

方
法

：
M

ic
ro

so
ft

Fo
rm

s）

＜
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＞

（
受

講
時

間
計

：
10

時
間

）
・

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
体

験
講

座
・

橋
梁

点
検

【
導

入
編

】
・

橋
梁

点
検

【
基

礎
編

】

＜
事

前
課

題
＞

①
自

己
Ｐ

Ｒ
シ

ー
ト

の
作

成
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
ワ

ー
ド

）
②

維
持

管
理

計
画

演
習

の
個

別
検

討
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）

＜
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＞

（
受

講
時

間
計

：
0.

5時
間

）
・

実
践

講
義

力
養

成
講

座

＜
事

前
課

題
＞

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
（

回
答

形
式

：
M

ic
ro

so
ftF

or
m

s）
・

個
別

課
題

・
 第

2回
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
ワ

ー
ド

）
・

 第
2回

評
価

・
検

証
シ

ー
ト

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

エ
ク

セ
ル

）
・

 第
2回

講
習

会
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
（

回
答

方
法

：
M

ic
ro

so
ft

Fo
rm

s）

【
講
座
の
目
的
】
講
義
力
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
，
講
師
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
。

【
講
座
の
目
的
】
高
専
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
実
体
験
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
レ
ベ
ル
設
定
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
目
指
す
べ
き
実
務
家
教
員
像
を
具
体
化
す
る
。

【
講
座
の
目
的
】
実
務
経
験
を
言
語
化
し
て
体
系
化
し
，
実
務
家
教
員
と
し
て
専
門
性
を
認
識
す
る
。

＜
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＞

（
受

講
時

間
計

：
6.

5時
間

）
・

KO
SE

N-
RE

IM
・

So
ci

et
y5

.0
と

実
務

家
教

員
・

実
践

と
理

論
の

融
合

・
高

等
教

育
と

成
人

教
育

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
と

倫
理

＜
事

前
課

題
＞

・
実

務
家

教
員

と
し

て
の

自
己

紹
介

の
作

成

・
 事

前
課

題
「

実
務

家
教

員
と

し
て

の
自

己
紹

介
」

【
修

正
版

】
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）
・

 第
1回

ミ
ニ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

ワ
ー

ド
）

・
 第

1回
評

価
・

検
証

シ
ー

ト
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
エ

ク
セ

ル
）

・
 第

1回
講

習
会

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

（
回

答
方

法
：

M
ic

ro
so

ft
Fo

rm
s）

学
修
時
間

6.
5

0.
5 10

事
前
学
修
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
事
前
課
題
）

【
講
座
の
目
的
】
実
務
家
教
員
と
し
て
の
教
養
を
高
め
，
教
育
・
研
究
者
と
し
て
の
資
質
を
養
う
。

各
授
業
の
学
修
・
実
施
内
容

課
題
提
出
物

-30-



実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
21
年
度
実
証
講
座
）
シ
ラ
バ
ス
【
全
体
】

講
習
会

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

N
o

授
業
名

各
授
業
の
目
的
（
到
達
目
標
）

学
修
時
間

事
前
学
修
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
事
前
課
題
）

各
授
業
の
学
修
・
実
施
内
容

課
題
提
出
物

5
教
育
能
力
養
成
講
座

12
4

教
育

能
力

養
成

講
座

導
入

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

講
座

を
振

り
返

っ
て

学
修

設
計

・
実

施
・

評
価

能
力

の
ポ

イ
ン

ト
を

確
認

す
る

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

講
座

の
疑

問
点

や
腑

に
落

ち
な

い
点

を
解

消
す

る

・
各

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

講
座

の
ね

ら
い

・
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
・

ポ
イ

ン
ト

解
説

と
質

疑
・

応
答

1

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
受

講
者

か
ら

意
見

を
引

き
出

す
た

め
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

素
養

を
身

に
つ

け
る

。

・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
は

・
授

業
で

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
特

徴
・

本
当

の
学

び
へ

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
ス

キ
ル

1

授
業

デ
ザ

イ
ン

（
授

業
骨

子
の

作
成

）
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
授

業
骨

子
の

内
容

を
相

互
に

把
握

す
る

。
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
，

事
前

課
題

「
授

業
骨

子
（

１
コ

マ
・

９
０

分
）

」
を

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

す
る

（
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
）

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
り

，
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
授

業
骨

子
の

内
容

を
活

か
し

た
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

骨
子

を
作

成
す

る
全

体
発

表
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
よ

り
，

チ
ー

ム
と

し
て

の
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

骨
子

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
す

る

（
授

業
骨

子
の

作
成

）
・

事
前

課
題

の
意

図
の

説
明

・
教

育
実

習
グ

ル
ー

プ
分

け
の

発
表

と
意

図
の

説
明

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
メ

ン
バ

ー
作

成
授

業
骨

子
の

共
有

・
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

検
討

に
向

け
て

授
業

骨
子

を
修

正
（

講
習

会
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成

）
・

講
習

会
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

骨
子

作
成

と
様

式
の

説
明

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

骨
子

作
成

・
成

果
共

有
：

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
成

果
発

表
と

意
見

交
換

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
・

と
り

ま
と

め

4

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
り

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

手
法

を
用

い
た

参
加

型
・

体
験

型
授

業
を

設
計

し
，

参
加

型
・

体
験

型
授

業
の

骨
子

を
作

成
す

る
ペ

イ
パ

ー
セ

ミ
ナ

ー
（

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
技

法
）

に
よ

る
協

同
学

習
に

よ
り

，
各

チ
ー

ム
の

参
加

型
・

体
験

型
授

業
の

骨
子

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
す

る

・
参

加
型

・
体

験
型

授
業

骨
子

作
成

と
様

式
の

説
明

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
参

加
型

・
体

験
型

授
業

骨
子

案
作

成
・

成
果

共
有

：
ペ

イ
パ

ー
セ

ミ
ナ

ー
（

協
同

学
習

）
・

成
果

共
有

の
評

価
結

果
等

を
所

属
チ

ー
ム

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
参

加
型

・
体

験
型

授
業

骨
子

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

3.
5

教
材

研
究

と
教

材
作

成
授

業
の

目
標

達
成

に
向

け
，

自
ら

の
実

務
経

験
や

実
践

知
を

教
材

化
し

，
授

業
を

構
成

し
て

い
く

イ
メ

ー
ジ

を
掴

む
テ

キ
ス

ト
，

ス
ラ

イ
ド

資
料

（
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
用

，
授

業
用

）
，

配
布

資
料

の
作

成
上

の
留

意
点

を
理

解
し

，
実

際
に

作
成

す
る

教
材

の
イ

メ
ー

ジ
を

掴
む

・
教

材
作

成
上

の
留

意
点

・
教

育
実

習
に

向
け

た
教

材
作

成
ル

ー
ル

説
明

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
教

材
作

成
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

作
成

1

成
績

評
価

い
ろ

い
ろ

な
学

修
到

達
度

確
認

試
験

問
題

を
閲

覧
し

，
選

択
式

問
題

作
成

上
の

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
す

る
参

加
型

・
体

験
型

授
業

の
評

価
シ

ー
ト

案
の

作
成

演
習

に
よ

り
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
具

体
的

な
つ

く
り

方
を

理
解

す
る

・
実

証
講

座
教

育
実

習
で

取
組

む
評

価
・

イ
ケ

て
る

選
択

式
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
に

つ
い

て
考

え
る

・
参

加
型

・
体

験
型

学
習

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

作
成

演
習

1.
5

6
実
証
講
座
教
育
実
習

18
.5

8.
5

中
間

発
表

　
※

チ
ー

ム
毎

に
実

施
実

証
講

座
教

育
実

習
に

向
け

た
進

捗
状

況
と

作
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
確

認
す

る
。

講
習

会
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
内

容
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
設

計
方

法
，

授
業

骨
子

，
教

材
作

成
に

つ
い

て
，

講
師

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

，
質

疑
応

答
を

行
う

。

・
中

間
発

表
　

①
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
全

体
）

骨
子

　
②

参
加

型
・

体
験

型
授

業
骨

子
　

③
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

ス
ラ

イ
ド

・
ノ

ー
ト

）
　

④
授

業
骨

子
（

各
講

義
）

・
ア

ド
バ

イ
ス

・
質

疑
応

答

＜
事

前
課

題
＞

・
中

間
発

表
資

料
の

提
出

・
講

習
会

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
時

点
版

）
・

参
加

型
・

体
験

型
授

業
骨

子
（

時
点

版
）

・
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

ス
ラ

イ
ド

・
ノ

ー
ト

）
（

時
点

版
）

・
授

業
骨

子
（

時
点

版
）

1.
5

前
日

準
備

教
材

，
配

布
資

料
，

講
義

ス
ラ

イ
ド

，
会

場
レ

イ
ア

ウ
ト

，
会

場
設

備
，

使
用

備
品

等
を

確
認

す
る

。
講

習
会

の
学

修
指

導
内

容
・

方
法

等
に

つ
い

て
，

各
チ

ー
ム

で
最

終
確

認
す

る
。

講
習

会
の

運
営

に
際

し
て

の
役

割
分

担
に

つ
い

て
，

事
務

局
と

最
終

調
整

す
る

。

・
教

材
，

配
布

資
料

，
講

義
ス

ラ
イ

ド
，

会
場

レ
イ

ア
ウ

ト
，

会
場

設
備

，
使

用
備

品
等

の
確

認
・

チ
ー

ム
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
・

事
務

局
と

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ

2

教
育

実
習

高
専

生
を

対
象

と
し

た
教

育
実

習
（

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

及
び

各
種

教
材

作
成

含
む

）
に

取
組

み
，

実
務

家
教

員
と

し
て

の
教

育
能

力
（

教
育

設
計

・
指

導
・

評
価

能
力

）
を

向
上

す
る

。
高

専
生

対
象

に
，

実
務

家
教

員
育

成
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
学

ん
だ

知
識

・
技

能
と

自
ら

の
実

務
経

験
・

実
務

能
力

を
活

か
し

た
講

義
・

指
導

を
行

う
。

自
ら

設
計

し
た

講
義

，
及

び
，

所
属

チ
ー

ム
で

設
計

し
た

参
加

型
・

体
験

型
授

業
（

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

の
学

修
効

果
を

検
証

す
る

。
他

者
の

講
義

，
及

び
，

他
チ

ー
ム

の
講

習
会

を
聴

講
し

，
相

互
に

学
び

合
う

こ
と

で
，

教
え

る
技

術
（

教
育

能
力

）
の

向
上

に
繋

げ
る

。

・
教

育
実

習
＜

１
日

目
＞

【
M

Eチ
ー

ム
】

鋼
橋

の
料

理
人

 ～
お

い
し

く
消

化
す

る
た

め
に

～
【

RC
チ

ー
ム

】
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
生

 ～
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

幸
せ

・
不

幸
せ

～
＜

２
日

目
＞

【
PC

チ
ー

ム
】

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(Ｐ

Ｃ
)橋

概
論

【
IM

チ
ー

ム
】

道
路

橋
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
へ

の
招

待
 ～

道
路

橋
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

魅
力

と
実

務
者

へ
の

扉
～

12

学
修

到
達

度
チ

ェ
ッ

ク
テ

ス
ト

受
講

者
（

高
専

生
）

の
学

習
到

達
度

を
確

認
す

る
。

学
修

到
達

度
確

認
テ

ス
ト

の
有

効
性

と
難

易
度

を
確

認
す

る
。

・
学

修
到

達
度

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
①

：
１

日
目

【
M

Eチ
ー

ム
，

RC
チ

ー
ム

】
・

学
修

到
達

度
チ

ェ
ッ

ク
テ

ス
ト

②
：

２
日

目
【

PC
チ

ー
ム

，
IM

チ
ー

ム
】

1

教
育

実
習

の
振

り
返

り
教

育
実

習
を

振
り

返
り

，
講

師
か

ら
講

評
を

行
う

。
チ

ー
ム

毎
に

振
り

返
り

を
行

い
，

各
講

習
会

の
学

修
効

果
や

課
題

を
検

証
す

る
。

教
育

実
習

で
得

た
学

び
を

，
受

講
者

間
で

共
有

す
る

。

<１
日

目
＞

・
講

師
か

ら
の

講
評

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
振

り
返

り
【

M
E，

RC
】

，
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

【
PC

，
IM

】
・

成
果

共
有

<２
日

目
＞

・
講

師
か

ら
の

講
評

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：
振

り
返

り
【

PC
，

IM
】

，
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

【
M

E，
RC

】
・

成
果

共
有

2

・
 事

前
課

題
「

授
業

骨
子

（
1コ

マ
・

90
分

）
」

【
修

正
版

】
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）
・

 事
後

課
題

「
授

業
骨

子
（

1コ
マ

・
45

分
）

」
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）
・

 教
材

作
成

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

エ
ク

セ
ル

）
・

 グ
ル

ー
プ

成
果

品
「

講
習

会
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
骨

子
」

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
）

・
 グ

ル
ー

プ
成

果
品

「
参

加
型

・
体

験
型

授
業

骨
子

」
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）
・

 グ
ル

ー
プ

成
果

品
「

参
加

型
・

体
験

型
授

業
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

」
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）
・

 グ
ル

ー
プ

成
果

品
「

グ
ル

ー
プ

作
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

」
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
エ

ク
セ

ル
）

・
 第

4回
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
ワ

ー
ド

）
・

 第
4回

評
価

・
検

証
シ

ー
ト

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

エ
ク

セ
ル

）
・

 第
4回

講
習

会
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
（

回
答

方
法

：
M

ic
ro

so
ft

Fo
rm

s）

＜
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＞

（
受

講
時

間
計

：
4時

間
）

・
授

業
設

計
と

シ
ラ

バ
ス

・
教

授
法

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

教
材

研
究

と
教

材
作

成
・

成
績

評
価

＜
事

前
課

題
＞

・
授

業
骨

子
の

作
成

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
）

【
講
座
の
目
的
】
実
務
家
教
員
と
し
て
の
教
育
実
践
に
向
け
て
，
教
え
る
た
め
の
技
能
（
学
修
設
計
能
力
，
学
修
指
導
能
力
，
学
修
評
価
能
力
）
を
修
得
す
る
。

＜
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＞

（
受

講
時

間
計

：
8.

5時
間

）
・

実
証

講
座

教
育

実
習

（
目

的
と

進
め

方
）

・
鋼

橋
の

料
理

人
 ～

お
い

し
く

消
化

す
る

た
め

に
～

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
生

 ～
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

幸
せ

・
不

幸
せ

～
・

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(Ｐ

Ｃ
)橋

概
論

・
道

路
橋

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

へ
の

招
待

 ～
道

路
橋

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
魅

力
と

実
務

者
へ

の
扉

～

＜
事

前
課

題
＞

・
教

育
実

習
教

材
の

作
成

・
確

認
（

指
定

の
フ

ァ
イ

ル
形

式
）

　
・

シ
ラ

バ
ス

　
・

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

（
ス

ラ
イ

ド
・

ノ
ー

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
）

　
・

講
習

会
ス

ラ
イ

ド
　

・
講

習
会

テ
キ

ス
ト

　
・

学
修

到
達

度
確

認
テ

ス
ト

　
・

ミ
ニ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

　
・

ア
ン

ケ
ー

ト
　

・
使

用
備

品
・

準
備

物
リ

ス
ト

　
・

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表

8.
5

【
講
座
の
目
的
】
実
証
講
座
の
設
計
・
指
導
・
評
価
を
行
い
，
実
務
家
教
員
と
し
て
の
実
践
を
経
験
す
る
。

・
教

育
実

習
教

材
　

・
シ

ラ
バ

ス
　

・
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

ス
ラ

イ
ド

・
ノ

ー
ト

・
チ

ェ
ッ

ク
テ

ス
ト

）
　

・
講

習
会

ス
ラ

イ
ド

　
・

講
習

会
テ

キ
ス

ト
　

・
学

修
到

達
度

確
認

テ
ス

ト
　

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
　

・
ア

ン
ケ

ー
ト

　
・

使
用

備
品

・
準

備
物

リ
ス

ト
　

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

・
 教

育
実

習
評

価
シ

ー
ト

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

エ
ク

セ
ル

）
・

 教
育

実
習

講
習

会
ア

ン
ケ

ー
ト

（
回

答
方

法
：

M
ic

ro
so

ft
Fo

rm
s）

・
 第

5回
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
ワ

ー
ド

）
・

 第
5回

評
価

・
検

証
シ

ー
ト

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

エ
ク

セ
ル

）
・

 第
5回

講
習

会
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
（

回
答

方
法

：
M

ic
ro

so
ft

Fo
rm

s）

4
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実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
21
年
度
実
証
講
座
）
シ
ラ
バ
ス
【
全
体
】

講
習
会

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

N
o

授
業
名

各
授
業
の
目
的
（
到
達
目
標
）

学
修
時
間

事
前
学
修
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
事
前
課
題
）

各
授
業
の
学
修
・
実
施
内
容

課
題
提
出
物

7
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
評
価

5
0

プ
ロ

グ
ラ

ム
全

体
の

振
り

返
り

実
務

家
教

員
育

成
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
学

ん
で

き
た

こ
と

を
総

括
す

る
。

実
務

家
教

員
と

し
て

成
長

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
を

確
認

す
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

第
1回

～
第

5回
）

の
評

価
結

果
を

確
認

し
，

他
者

(他
の

実
務

家
受

講
者

，
検

証
者

）
の

視
点

か
ら

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
価

値
を

認
識

す
る

。

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体

の
振

り
返

り
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

2

実
務

家
教

員
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
①

事
前

課
題

（
6W

2H
で

考
え

る
実

務
家

教
員

と
し

て
の

行
動

計
画

の
作

成
）

で
整

理
し

た
自

ら
の

考
え

を
，

フ
リ

ー
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
し

て
深

め
る

。
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
分

野
の

実
務

家
教

員
と

し
て

，
ど

ん
な

場
面

で
ど

ん
な

活
躍

・
活

動
を

で
き

る
・

し
た

い
・

す
べ

き
か

，
ど

ん
な

価
値

を
提

供
で

き
る

・
し

た
い

・
す

べ
き

か
を

明
確

化
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
：

実
務

家
教

員
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
～

実
務

家
教

員
は

ど
ん

な
価

値
を

提
供

で
き

る
の

か
～

・
全

体
共

有
・

全
体

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

1.
5

実
務

家
教

員
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
②

高
専

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
位

置
づ

け
や

理
念

を
理

解
す

る
。

高
専

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

に
お

い
て

，
実

務
家

教
員

が
ど

の
よ

う
に

関
わ

り
，

ど
の

よ
う

な
活

躍
が

で
き

る
か

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

す
る

。
・

高
専

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

講
座

（
ｅ

＋
ｉ

Ｍ
ｅ

ｃ
講

習
会

）
の

説
明

・
質

疑
応

答
0.
5

ま
と

め
講

師
・

受
講

者
間

で
，

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
受

講
し

た
感

想
を

共
有

す
る

。
・

講
義

：
受

講
者

と
の

関
係

・
フ

リ
ー

ト
ー

ク
1

各
学
修
時
間
の
合
計
（
時
間
）

60
30

全
学
修
時
間
（
講
習
会
,ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
（
時
間
）

【
実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
要
件
】

次
の
①
～
④
の
修
了
要
件
を
全
て
満
た
す
者
を
修
了
者
と
し
，
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
に
よ
る
『
専
門
教
士
（
建
設
部
門
）
』
に
認
定
す
る
。

①
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
全
て
修
了
し
て
い
る
こ
と

②
全
て
の
講
習
会
（
全
６
回
）
へ
出
席
し
て
い
る
こ
と

③
課
題
提
出
物
を
全
て
提
出
し
て
い
る
こ
と

④
実
証
講
座
教
育
実
習
の
評
価
が
合
格
基
準
に
達
し
て
い
る
こ
と

【
講
座
の
目
的
】
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
振
り
返
り
，
実
務
家
教
員
と
し
て
の
役
割
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
考
え
る
。

0

90

＜
事

前
課

題
＞

・
6W

2H
で

考
え

る
実

務
家

教
員

と
し

て
の

行
動

計
画

の
作

成
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）

・
 事

前
課

題
「

6W
2H

で
考

え
る

実
務

家
教

員
と

し
て

の
行

動
計

画
」

【
更

新
版

】
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

）
・

 第
6回

ミ
ニ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

（
提

出
フ

ァ
イ

ル
形

式
：

ワ
ー

ド
）

・
 第

6回
評

価
・

検
証

シ
ー

ト
（

提
出

フ
ァ

イ
ル

形
式

：
エ

ク
セ

ル
）

・
 第

6回
講

習
会

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

（
回

答
方

法
：

M
ic

ro
so

ft
Fo

rm
s）
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実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
21
年
度
実
証
講
座
）
シ
ラ
バ
ス
【
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
】

学
修
時
間

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

1
実
務
家
教
員
の
教
養
講
座

6.
5

KO
SE

N-
RE

IM
～

KO
SE

N型
産

学
共

同
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
人

材
育

成
シ

ス
テ

ム
の

構
築

～

「
KO

SE
N型

産
学

共
同

イ
ン

フ
ラ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

人
材

育
成

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」

の
取

組
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

1.
KO

SE
N-

RE
IM

事
業

の
概

要
2.

橋
梁

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

3.
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
分

野
の

実
務

家
教

員
育

成

1)
KO

SE
N-

RE
IM

事
業

の
目

的
と

概
要

を
理

解
し

て
い

る
。

2)
ｅ

＋
ｉ

Ｍ
ｅ

ｃ
講

習
会

の
特

徴
と

橋
梁

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

体
系

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

3)
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
分

野
の

実
務

家
教

員
の

定
義

と
実

務
家

教
員

育
成

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

を
理

解
し

て
い

る
。

1

So
ci

et
y5

.0
と

実
務

家
教

員
So

ci
et

y5
.0

の
特

徴
と

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

必
要

性
，

及
び

，
実

務
家

教
員

に
何

が
求

め
ら

れ
る

か
を

理
解

し
，

実
務

家
教

員
と

し
て

の
自

ら
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
。

1.
So

ci
et

y5
.0

2.
実

務
家

教
員

と
は

何
か

3.
実

務
家

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス

1)
So

ci
et

y5
.0

と
は

何
か

を
理

解
し

，
生

涯
学

習
と

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
2)

学
術

教
員

と
実

務
家

教
員

の
違

い
を

理
解

し
，

実
務

家
教

員
に

必
要

と
さ

れ
る

３
つ

の
能

力
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
3)

実
務

家
教

員
の

キ
ャ

リ
ア

の
核

を
認

識
し

，
実

務
家

を
目

指
す

た
め

に
必

要
な

行
動

は
何

か
を

説
明

で
き

る
。

1

実
践

と
理

論
の

融
合

実
践

の
理

論
と

し
て

，
実

務
経

験
を

言
語

化
し

て
共

有
可

能
な

実
践

的
知

識
と

し
，

そ
の

実
践

的
知

識
の

有
用

性
を

示
す

こ
と

の
必

要
性

，
及

び
，

実
践

の
理

論
を

構
築

す
る

過
程

と
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

1.
実

務
家

教
員

に
と

っ
て

の
研

究
能

力
2.

「
実

践
の

理
論

」
と

は
何

か
3.

実
践

の
言

語
化

4.
「

実
践

の
理

論
」

に
向

け
て

1)
実

務
家

教
員

に
と

っ
て

の
研

究
能

力
と

は
何

か
を

説
明

で
き

る
。

2)
「

実
践

の
理

論
」

と
は

何
か

を
知

り
，

暗
黙

知
と

形
式

知
，

実
践

知
と

実
践

的
知

識
の

違
い

を
理

解
し

て
い

る
。

3省
察

の
重

要
性

と
そ

の
方

法
を

理
解

し
，

自
ら

の
実

践
を

言
語

化
す

る
足

掛
か

り
を

得
る

。
4)

自
ら

の
実

務
経

験
か

ら
実

践
の

理
論

を
構

築
し

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

。

1

高
等

教
育

と
成

人
教

育

高
専

の
教

育
課

程
を

担
う

際
に

必
要

な
高

等
教

育
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

理
解

し
，

実
務

家
教

員
と

し
て

の
活

躍
の

幅
を

広
げ

る
と

と
も

に
，

成
人

教
育

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
理

解
し

，
実

務
家

教
員

と
し

て
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

に
お

い
て

社
会

人
に

対
す

る
効

果
的

な
学

習
支

援
と

教
育

の
実

践
を

行
う

。

1.
高

等
教

育
（

高
等

教
育

の
概

要
，

こ
れ

か
ら

の
高

等
教

育
，

実
務

家
教

員
へ

の
期

待
）

2.
成

人
教

育
（

成
人

教
育

の
概

要
，

ノ
ー

ル
ズ

の
ア

ン
ド

ラ
ゴ

ジ
ー

，
成

人
教

育
の

留
意

点
）

1)
日

本
の

高
等

教
育

の
概

要
と

基
礎

知
識

を
理

解
し

，
こ

れ
か

ら
の

高
等

教
育

に
お

け
る

実
務

家
教

員
の

役
割

を
認

識
す

る
。

2)
成

人
教

育
の

概
要

と
基

礎
知

識
，

成
人

の
学

び
の

特
性

を
理

解
し

，
社

会
人

対
象

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

教
え

る
側

に
何

が
求

め
ら

れ
る

か
を

説
明

で
き

る
。

1

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

と
倫

理

実
務

を
行

う
技

術
者

と
し

て
必

要
な

技
術

倫
理

と
技

術
者

倫
理

に
つ

い
て

再
確

認
す

る
と

と
も

に
，

実
務

家
教

員
と

な
っ

て
高

専
で

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
講

師
を

務
め

る
こ

と
を

視
野

に
，

国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

1.
安

全
安

心
社

会
の

た
め

の
技

術
倫

理
コ

ー
ス

（
JS

T 
e-

le
ar

ni
ng

教
材

）
2.

事
例

に
学

ぶ
技

術
者

倫
理

コ
ス

ト
（

JS
T 

e-
le

ar
ni

ng
教

材
）

3.
国

立
高

専
機

構
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

1)
各

倫
理

規
定

・
要

綱
に

共
通

す
る

要
素

で
あ

る
，

①
公

衆
優

先
原

則
，

②
持

続
性

原
則

，
③

有
能

性
原

則
，

④
真

実
性

原
則

，
⑤

誠
実

性
，

正
直

性
原

則
の

意
味

す
る

内
容

を
理

解
し

，
技

術
者

が
果

た
す

べ
き

注
意

義
務

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

2)
具

体
的

な
事

例
に

つ
い

て
，

技
術

者
倫

理
の

観
点

か
ら

解
説

で
き

る
。

3)
国

立
高

専
機

構
に

お
け

る
教

職
員

の
行

動
指

針
の

全
体

像
と

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
す

る
。

2.
5

2
実
務
経
験
と
専
門
性
の
棚
卸
講
座

0.
5

実
務

経
験

と
専

門
性

の
棚

卸
講

座
実

務
経

験
を

言
語

化
す

る
方

法
を

再
確

認
す

る
と

と
も

に
，

事
前

課
題

「
実

務
家

教
員

と
し

て
の

自
己

紹
介

」
ス

ラ
イ

ド
の

作
成

目
的

，
作

成
要

領
，

提
出

方
法

を
理

解
す

る
。

1.
実

務
経

験
を

言
語

化
す

る
（

複
数

）
2.

「
実

務
家

教
員

と
し

て
の

自
己

紹
介

」
の

作
成

（
事

前
課

題
説

明
）

3.
事

前
課

題
の

提
出

1)
実

践
的

知
識

と
は

何
か

，
及

び
，

実
践

を
記

述
す

る
た

め
の

省
察

の
重

要
性

と
そ

の
方

法
（

リ
フ

レ
ク

テ
ィ

ブ
・

サ
イ

ク
ル

）
を

説
明

で
き

る
。

2)
「

実
務

家
教

員
と

し
て

の
自

己
紹

介
」

ス
ラ

イ
ド

の
作

成
目

的
，

説
明

対
象

，
及

び
，

作
成

要
領

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
3)

事
前

課
題

の
提

出
方

法
を

理
解

す
る

。

0.
5

3
実
践
講
義
力
養
成
講
座

0.
5

実
践

講
義

力
養

成
講

座
養

成
講

座
実

践
講

義
力

養
成

講
座

の
目

的
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
事

前
課

題
（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

，
個

別
課

題
）

へ
の

取
り

組
み

方
と

講
師

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
理

解
す

る
。

1.
実

践
講

義
力

養
成

講
座

の
目

的
2.

事
前

課
題

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
・

個
別

課
題

）
の

説
明

3.
講

師
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ

1)
講

習
会

（
対

面
）

の
学

修
目

標
と

そ
れ

に
対

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
（

学
修

内
容

）
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

2)
事

前
課

題
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

と
実

施
方

法
を

理
解

し
て

い
る

。
3-

1)
話

す
こ

と
や

講
義

で
教

え
る

こ
と

に
関

す
る

自
分

自
身

の
経

験
を

振
り

返
り

，
自

覚
し

て
い

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

講
師

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
3-

2)
講

師
か

ら
の

事
前

課
題

と
個

別
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
，

講
習

会
に

向
け

て
効

果
的

に
準

備
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

0.
5

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
名

N
o

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
到
達
目
標

【
講
座
の
目
的
】
実
務
経
験
を
言
語
化
し
て
体
系
化
し
，
実
務
家
教
員
と
し
て
専
門
性
を
認
識
す
る
。

【
講
座
の
目
的
】
講
義
力
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
，
講
師
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
修
項
目

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
修
項
目
毎
の
到
達
目
標

【
講
座
の
目
的
】
実
務
家
教
員
と
し
て
の
教
養
を
高
め
，
教
育
・
研
究
者
と
し
て
の
資
質
を
養
う
。
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実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
21
年
度
実
証
講
座
）
シ
ラ
バ
ス
【
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
】

学
修
時
間

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
名

N
o

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
到
達
目
標

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
修
項
目

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
修
項
目
毎
の
到
達
目
標

4
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
体
験
講
座

10

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
体

験
講

座
（

目
的

・
事

前
課

題
）

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
体

験
講

座
の

目
的

を
確

認
す

る
と

と
も

に
，

事
前

課
題

へ
の

取
り

組
み

方
（

①
自

己
Ｐ

Ｒ
シ

ー
ト

の
作

成
，

②
維

持
管

理
計

画
立

案
演

習
の

個
別

検
討

）
を

理
解

す
る

。

1.
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

体
験

講
座

の
目

的
2.

事
前

課
題

（
①

自
己

Ｐ
Ｒ

シ
ー

ト
の

作
成

，
②

維
持

管
理

計
画

立
案

演
習

の
個

別
検

討
）

の
説

明

1)
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

体
験

講
座

の
目

標
と

講
習

会
で

の
学

修
内

容
を

理
解

し
て

い
る

。
2)

事
前

課
題

①
「

自
己

Ｐ
Ｒ

シ
ー

ト
」

ス
ラ

イ
ド

の
作

成
方

法
を

把
握

し
て

い
る

。
3)

事
前

課
題

②
「

維
持

管
理

計
画

立
案

演
習

の
個

別
検

討
」

に
つ

い
て

，
提

示
情

報
を

も
と

に
推

理
を

進
め

，
個

別
検

討
結

果
を

ス
ラ

イ
ド

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

0.
5

橋
梁

点
検

【
導

入
編

】
橋

梁
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

学
修

に
必

要
な

構
造

力
学

や
橋

梁
工

学
の

初
歩

的
な

知
識

，
及

び
，

専
門

用
語

の
読

み
方

や
意

味
を

修
得

す
る

。
1.

橋
梁

工
学

基
礎

（
そ

の
1）

2.
橋

梁
工

学
基

礎
（

そ
の

2）
1)

～
2)

橋
梁

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
学

修
に

必
要

な
構

造
力

学
や

橋
梁

工
学

の
初

歩
的

な
知

識
，

及
び

，
専

門
用

語
の

読
み

方
や

意
味

を
修

得
す

る
。

1.
5

橋
梁

点
検

【
基

礎
編

】
橋

梁
工

学
に

関
す

る
知

識
，

道
路

構
造

物
の

損
傷

に
関

す
る

知
識

，
及

び
，

一
般

的
な

橋
梁

形
式

の
道

路
橋

の
点

検
業

務
に

必
要

な
知

識
を

修
得

す
る

。

1.
橋

梁
工

学
2.

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

損
傷

3.
鋼

構
造

物
の

損
傷

4.
構

造
物

の
補

修
・

補
強

5.
共

通
の

損
傷

6.
橋

の
点

検
要

領
7.

鋼
橋

の
点

検
8.

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
の

点
検

9.
構

造
物

の
詳

細
調

査

1)
橋

梁
工

学
に

関
す

る
知

識
を

修
得

し
て

い
る

。
2)

～
5)

道
路

構
造

物
の

損
傷

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

6)
～

9)
一

般
的

な
橋

梁
形

式
の

道
路

橋
の

点
検

業
務

に
必

要
な

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

8

5
教
育
能
力
養
成
講
座

4

授
業

設
計

と
シ

ラ
バ

ス
実

務
家

教
員

と
し

て
授

業
科

目
や

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
設

計
し

，
自

ら
担

当
す

る
授

業
科

目
や

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

で
き

る
。

1.
授

業
設

計
2.

シ
ラ

バ
ス

の
書

き
方

1)
授

業
設

計
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
を

修
得

し
，

ま
た

，
授

業
設

計
の

意
義

と
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

で
き

て
い

る
。

2)
シ

ラ
バ

ス
の

各
記

載
項

目
と

そ
れ

ぞ
れ

の
書

き
方

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

1

教
授

法
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ

学
修

内
容

に
適

し
た

教
授

法
を

選
択

し
，

も
っ

と
良

い
授

業
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

効
果

的
に

取
り

入
れ

た
授

業
を

設
計

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

1.
教

授
法

の
基

礎
2.

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

3.
授

業
骨

子
の

作
成

（
事

前
課

題
の

説
明

を
含

む
）

1)
教

授
法

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

修
得

し
て

い
る

。
2)

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
修

得
し

，
技

法
の

種
類

，
実

施
上

の
注

意
点

や
ノ

ウ
ハ

ウ
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

3)
授

業
設

計
時

の
ポ

イ
ン

ト
と

，
事

前
課

題
「

授
業

骨
子

の
作

成
」

の
取

組
み

方
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

1

教
材

研
究

と
教

材
作

成
学

習
者

の
心

を
動

か
す

教
材

を
開

発
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

実
際

の
教

材
作

成
を

円
滑

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
著

作
物

を
適

切
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

1.
教

材
研

究
の

基
礎

2.
教

材
作

成
上

の
留

意
点

3.
学

校
教

育
に

お
け

る
著

作
権

1)
教

材
研

究
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

修
得

し
，

そ
の

理
論

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
2)

高
等

教
育

に
お

け
る

教
材

の
種

類
や

，
実

際
に

授
業

で
使

用
す

る
教

材
を

作
成

す
る

際
の

留
意

点
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

3)
自

著
作

権
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

修
得

し
，

学
校

教
育

に
お

い
て

著
作

物
を

教
材

と
し

て
利

用
す

る
際

の
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。

1

成
績

評
価

自
ら

が
設

計
・

指
導

し
た

授
業

と
事

前
・

事
後

学
修

に
よ

り
，

学
習

者
が

学
習

目
標

に
ど

れ
だ

け
達

成
し

た
か

を
測

定
で

き
る

。
自

ら
が

設
計

し
，

指
導

し
，

成
績

を
評

価
し

た
授

業
を

振
り

返
り

，
次

の
改

善
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

1.
学

生
の

成
績

評
価

2.
授

業
の

振
り

返
り

1)
成

績
評

価
の

目
的

，
方

法
，

及
び

，
実

施
上

の
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
2)

授
業

を
振

り
返

る
意

義
と

そ
の

方
法

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
1

【
講
座
の
目
的
】
高
専
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
実
体
験
し
，
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
レ
ベ
ル
設
定
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
目
指
す
べ
き
実
務
家
教
員
像
を
具
体
化
す
る
。

【
講
座
の
目
的
】
実
務
家
教
員
と
し
て
の
教
育
実
践
に
向
け
て
，
教
え
る
た
め
の
技
能
（
学
修
設
計
能
力
，
学
修
指
導
能
力
，
学
修
評
価
能
力
）
を
修
得
す
る
。
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実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
21
年
度
実
証
講
座
）
シ
ラ
バ
ス
【
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
】

学
修
時
間

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
名

N
o

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
到
達
目
標

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
修
項
目

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
修
項
目
毎
の
到
達
目
標

6
実
証
講
座
教
育
実
習

8.
5

実
証

講
座

教
育

実
習

（
目

的
と

進
め

方
）

実
証

講
座

教
育

実
習

の
目

的
と

当
日

の
進

め
方

を
理

解
す

る
。

1.
実

証
講

座
教

育
実

習
の

目
的

2.
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
講

座
20

21
3.

教
育

実
習

の
進

め
方

と
留

意
点

4.
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

実
践

1)
実

証
講

座
教

育
実

習
の

目
的

と
実

施
項

目
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

2)
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
講

座
20

21
の

趣
旨

と
実

施
概

要
を

理
解

し
て

い
る

。
3)

教
育

実
習

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
，

受
講

者
と

受
講

形
態

と
位

置
づ

け
，

評
価

方
法

，
実

施
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。

4)
参

加
・

体
験

型
授

業
の

実
証

・
検

証
の

進
め

方
と

役
割

を
理

解
し

て
い

る
。

0.
5

鋼
橋

の
料

理
人

 ～
お

い
し

く
消

化
す

る
た

め
に

～
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

基
礎

や
鋼

橋
の

主
な

損
傷

事
例

な
ど

か
ら

維
持

管
理

の
重

要
性

を
理

解
し

，
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

流
れ

を
説

明
で

き
る

。

1.
鋼

橋
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

と
は

2.
床

版
を

知
る

，
見

る
，

測
る

3.
鋼

橋
の

特
殊

な
腐

食
と

診
断

4.
此

花
大

橋
の

床
版

改
築

工
事

1)
鋼

橋
の

主
な

損
傷

と
維

持
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
，

メ
ン

テ
ナ

ス
の

流
れ

を
説

明
で

き
る

。
2)

学
習

者
が

橋
梁

点
検

（
床

版
）

の
着

目
点

を
説

明
で

き
る

。
3)

鋼
橋

の
特

殊
な

腐
食

の
損

傷
部

位
の

事
例

が
理

解
で

き
る

。
4)

世
界

初
の

斜
め

ハ
ン

ガ
ー

自
碇

式
吊

橋
の

拡
幅

が
理

解
で

き
る

。

2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
一

生
 ～

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
幸

せ
・

不
幸

せ
～

老
朽

化
し

た
大

量
の

劣
化

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
を

守
る

た
め

，
良

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

を
建

設
し

，
そ

れ
を

長
持

ち
さ

せ
る

た
め

の
知

識
及

び
技

能
を

学
び

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
長

寿
命

化
に

資
す

る
重

要
ポ

イ
ン

ト
を

理
解

す
る

。

1.
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
基

礎
2.

健
全

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

構
築

3.
劣

化
機

構
と

対
策

4.
早

期
再

劣
化

の
現

状
と

課
題

1)
良

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

作
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
を

理
解

で
き

る
。

2)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

を
建

設
す

る
時

に
発

生
す

る
初

期
欠

陥
を

理
解

で
き

る
。

3)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

に
発

生
す

る
劣

化
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
お

よ
び

対
策

工
法

を
理

解
で

き
る

。
4)

対
策

後
の

早
期

再
劣

化
の

現
状

を
知

り
，

対
応

策
を

提
案

で
き

る
。

2

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(Ｐ

Ｃ
)橋

概
論

橋
と

PC
橋

の
基

本
事

項
，

PC
橋

の
施

工
お

よ
び

求
め

ら
れ

る
性

能
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
，

PC
橋

を
構

成
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
お

よ
び

鋼
材

を
，

観
察

・
計

測
の

観
点

か
ら

理
解

す
る

こ
と

で
，

交
通

イ
ン

フ
ラ

に
欠

か
せ

な
い

橋
梁

形
式

で
あ

る
PC

橋
の

基
礎

知
識

を
理

解
す

る
。

1.
Ｐ

Ｃ
橋

の
歴

史
と

役
割

2.
長

期
耐

久
性

を
持

つ
Ｐ

Ｃ
橋

を
造

る
3.

コ
ン

ク
リ

ー
ト

コ
ア

を
読

み
解

く
4.

計
測

か
ら

み
た

Ｐ
Ｃ

構
造

物

1)
橋

の
歴

史
に

つ
い

て
概

要
が

説
明

で
き

，
PC

橋
の

特
徴

と
構

造
を

解
説

で
き

る
。

2)
PC

橋
の

施
工

の
理

解
し

，
長

期
耐

久
性

確
保

の
要

点
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
3)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
劣

化
と

詳
細

調
査

手
法

を
説

明
で

き
る

。
4)

PC
橋

を
通

し
て

計
測

技
術

の
限

界
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

2

道
路

橋
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
へ

の
招

待
 ～

道
路

橋
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

魅
力

と
実

務
者

へ
の

扉
～

「
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
技

術
者

」
の

基
礎

知
識

を
学

び
，

道
路

橋
の

点
検

・
診

断
の

標
準

的
な

計
画

が
立

案
で

き
る

知
識

と
技

能
を

修
得

す
る

こ
と

で
，

道
路

橋
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
技

術
者

を
目

指
す

動
機

付
け

を
行

う
。

1.
道

路
橋

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
扉

を
開

け
る

2.
道

路
橋

の
点

検
・

維
持

管
理

3.
IC

Tに
よ

る
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

サ
ポ

ー
ト

1)
道

路
橋

の
役

割
を

幅
広

く
理

解
し

，
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

基
礎

的
な

説
明

が
で

き
る

。
2)

道
路

橋
の

定
期

点
検

を
行

う
た

め
の

基
本
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（４）評価・検証 

 実証講座の実施にあたり，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議実務家教員育成研修プログ

ラム開発部会（部会長：（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底成智氏）の所属委員に

より，次の方針に基づき評価・検証を行った。評価・検証担当を表2.3に示す。 

 評価・検証結果は，2022年度本講座に向けたプログラムの改善に活用する。 

 

＜実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）評価・検証方針＞ 

（１）評価・検証の対象 

・構成講座（７講座）の eラーニング，及び，講習会とする。 

（２）評価・検証の方法 

・eラーニングについては，専用 LMS（学びばこ）で体験受講する。 

・講習会については，原則として，大阪市内開催回は対面，舞鶴高専開催回は対面又はオン

ラインで見学・聴講するが，後日，録画による検証も可能とする。 

・いずれも，評価・検証結果を所定様式にまとめて提出する。 

（３）評価・検証の視点 

・必要性（学修項目），有効性（学修効果），効率性（講座運営）とする。 

（４）評価・検証者 

・実務家教員育成研修プログラム開発部会の所属委員とする。 

・評価・検証者の人数は，各開催回につき，産官学から各１名以上とする。 

（５）評価・検証結果 

・評価・検証結果は，実務家教員育成研修プログラム事務局でとりまとめ，実務家教員育成

研修プログラム開発部会で報告する。 

・2022年度本講座に向け，評価・検証結果を踏まえたプログラムの見直しを行う。 

 

表2.3 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）評価・検証担当 

 

部会報告時点

開催回 講座名 開始日 産 官※ 学 開催日 開催場所 検証方法 産 官※ 学

第1回
実務家教員の教養講座
実務経験と専門性の棚卸講座

6月25日 田底成智 増田安弘
宮㟢靖大
樋口直也
阿部孝弘

7月17日 オンライン オンライン 田底成智 増田安弘
宮嵜靖大
阿部孝弘

第2回 実践講義力養成講座 7月9日
先本勉
佐溝純一

増田安弘
玉田和也
毛利聡

7月31日 大阪市内
対面
又は
録画

先本勉
佐溝純一

増田安弘 毛利聡

第3回 リカレント教育体験講座 8月20日 田底成智 増田安弘
宮㟢靖大
阿部孝弘
林和彦

9月11日
9月12日

オンライン オンライン 田底成智 増田安弘
宮㟢靖大
阿部孝弘
林和彦

第4回 教育能力養成講座 10月8日
先本勉
佐溝純一
三好真史

増田安弘

宮㟢靖大
樋口直也
阿部孝弘
林和彦

10月30日
10月31日

大阪市内
対面
又は
録画

先本勉
田底成智
三好真史

増田安弘 林和彦

第5回 実証講座教育実習 12月24日
先本勉
田底成智
佐溝純一

増田安弘

宮㟢靖大
樋口直也
阿部孝弘
林和彦

1月22日
1月23日

舞鶴市内
オンライン

併用
録画

田底成智
佐溝純一

増田安弘

宮㟢靖大
樋口直也
阿部孝弘
林和彦

第6回 プログラム修了評価 ― 2月5日 オンライン オンライン
先本勉
田底成智

増田安弘 宮嵜靖大

実務家教員育成研修プログラム
（2021年度実証講座）

eラーニング 講　　習　　会
評価・検証担当

（太字下線が代表者）
評価・検証担当

（太字下線が代表者）
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（５）実施結果 

 2021年度実証講座は，全ての受講者が全課程を修了した。修了アンケートでは，全員が「受講し

てよかった」と回答した。修了アンケートの結果を図2.6に，講習会（第1回～第6回）の実施状

況を38～46頁に示す。 

 

図2.6 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）修了アンケート結果 
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（６）実務家教員育成研修プログラム評価委員会の設置 

実務家教員育成研修プログラム修了者に対する『専門教士（建設部門）』の認定，及び，文部科学

省職業実践力育成プログラム（BP）の認定に向けて，実務家教員育成研修プログラム評価委員会を

設置する。本委員会は，産官学の有識者等で構成することとし，委員構成を以下に示す。 

 

＜実務家教員育成研修プログラム評価委員会の委員構成＞（敬称略）※打診中・調整中を含む 

委 員 長 中井 俊樹 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 教授 

副委員長 中島 英博 立命館大学教育開発支援機構 教授 

委  員 増田 安弘 国土交通省近畿地方整備局企画部 技術調整管理官 

先本 勉 （一社）近畿建設協会 技術部長 

田底 成智 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 

佐藤 貴哉 独立行政法人国立高等専門学校機構研究推進課 研究総括参事 

玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

   社会基盤メンテナンス教育センター長 

毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 

   社会基盤メンテナンス教育センター 副センター長 

林 和彦 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授 

   社会基盤メンテナンス教育センター長 

 

本委員会は，インフラメンテナンス分野のリカレント教育の担い手となる実務家教員を育成する

『実務家教員育成研修プログラム』の評価，及び，当該プログラム修了者に対する『専門教士（建

設部門）』の認定について，審議・審査等を行うことを目的とし，2022 年度より活動を開始する。

国立高等専門学校機構による『専門教士（建設部門）』認定フローにおける本委員会の位置づけを，

図2.7に示す。 

 

図2.7 国立高等専門学校機構による『専門教士（建設部門）』の認定フロー 
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第３章 リカレント教育拠点の構築 

３．１ 福島工業高等専門学校 

３．１．１ 取組方針 

本年度は，福島REIMの活動を周知および試行を実施し，来年度の講座運営

につなげていくことを目的とした。そのために，試行講座を通し，参加者に

は講座の意義を体験してもらい，本校福島 REIM実施者は講座の課題を整理し

た。本校の特徴である教材設置場所が福島 RTFであることによる課題も整理

できた。また，来年度の講座実施をスムーズに進めるために協議会の設置を

実施した。協議会の設置に関して，講座参加者に体験をパネルディスカッシ

ョン形式で本講座に関して紹介した。本校の所在地である福島県は，ふくし

まMEの活躍が目覚ましく棲み分けについても検討した。本校実施の講座は，

リカレント教育という観点から他分野からの受講が可能である点，少人数で

の実施である点，アカデミアが母体で実施している点が差別可能と考え取り組んでいる。 

 

３．１．２ 実施体制 

2021年度の福島高専の運営体制を表3.1.1に示す。 

 

表3.1.1 2021年度 福島高専運営体制 

配置校 教 員 事務スタッフ 

福島高専 
准 教 授：1名（都市システム工学科併任） 

特命助教：1名（専任教員） 
－ 

 

３．１．３ 教育環境の整備状況 

2021年度の福島高専におけるリカレント教育拠点しての整備状況を表 3.1.2に示す。 

 

表3.1.2 2021年度 福島高専実施環境の整備内容 

対象 整備内容 
整備状況 

福島高専 福島ロボットテストフィールド 

施設 

講義棟 既存講義室等使用 会議室等を利用 

事務室 整備済 － 

実物劣化教材実習フィールド － 整備済 

備品 

事務機器類 既存備品を利用 － 

非破壊検査等機器類 既存備品を利用 － 

現場実習装備類 既存備品を利用 － 

教習用 iPad，MacBook 既存備品を利用 － 

教材 
実物劣化教材 － 整備済 

損傷サンプル 既存サンプルを利用 － 

福島工業高等専門学校 
都市システム工学科 准教授 

江本久雄 
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（１） 講義棟 

本事業では，福島高専内に講義棟の整備を行わず，学内にある既存の講義室を兼用することとし

た。 

また，福島ロボットテストフィールド（以下，福島 RTF）で講義を行う場合には，当該施設にあ

る会議室を利用（レンタル）する。福島 RFTの会議室全景を写真3.1.1に，会議室利用状況を写真

3.1.2に示す。 

 

  

写真3.1.1 会議室全景           写真3.1.2 会議室利用状況 

 

（２） 事務室 

事務室は本校専攻科棟3階の研究室を使用している。本事業に関する打合せ等もこの事務室で行っ

ている。事務室内の様子を写真3.1.3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 実習フィールド（福島RTF） 

福島RTFは，福島イノベーション・コース構想にもとづき，福島県南相馬市に整備された研究開発

拠点である。実物劣化教材は，福島RTF内のインフラ点検・災害対応エリアに設置している。このエ

リアには，ロボットによるインフラ点検と災害対応の実証試験のための試験用橋梁，試験用トンネ

ルが整備されているほか，福島県が撤去されたトラス橋，日本大学がRC床版を展示設置している。 

 福島 RTFの全体図を図 3.1.1，設置した実物劣化教材を写真 3.1.4に示す。図 3.1.1の右下，イ

 
写真3.1.3 事務室 
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ンフラ点検・災害対応エリア内の赤くハッチングした箇所の一部が実習フィールドである。 

 実物劣化教材の拡充は機会がなく，今年度は未実施である。 

 

 
図3.1.1 福島RTF全体図（福島RTF ホームページより） 

 

 
写真3.1.4 実習フィールド 

 

３．１．４ 教育プログラムの実施 

令和3年度，福島高専においては，プログラム試行として，e＋iMec講習会【基礎編（橋梁点検）】

を実施した。 

（１） プログラム試行概要 

1） プログラム名称：e＋iMec講習会【基礎編（橋梁点検）】 

2） e ラーニング期間：2021年8月10日～8月30日（3週間） 

3） 講 習 会 日：2021年8月31～9月1日（2日間） 

4） 講 習 会 会 場：福島ロボットテストフィールド 

5） 受 講 者：8名
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（２） 受講者内訳 

 受講者は前述したとおり8名で，民間企業4名，行政機関4名であった。年齢層としては，20歳

代が 4名，30歳代以上 4名であった。建設分野についての学修経験としては，「ある」と回答した

受講者は4名，「ない」と回答した受講者は 4名であった。さらに，当該分野の実務経験年数は，6

名が3年以下，2名が4～10年であった。 

 受発注者の垣根を越えて受講してもらいたいと思っている開催者側からすると，民間企業と行政

機関の受講者が同数であったことは，とてもよい人数バランスであった。また，若手技術者が多く，

異業種出身者も受講されたことは，本講座の開催意図に適した受講者であった。 

 

（３） 現場実習橋梁 

 現場実習用の橋梁は，福島RTFから南南西に約10kmの位置にある飯崎橋（コンクリート橋）と小

谷橋（コンクリート橋：補修済み），南小高橋（鋼橋）の 3 橋である。写真 3.1.5 に飯崎橋，写真

3.1.6に小高橋，写真3.1.7に南小高橋を示す。また，各橋梁の諸元を表 3.1.3に示す。 

 

   

写真3.1.5 飯崎橋      写真3.1.6 小高橋      写真3.1.7 南小高橋 

 

表3.1.3 現場実習対象橋梁諸元 

 飯崎橋 小高橋 南小高橋 

管理者 南相馬市 南相馬市 福島県 

橋長（ｍ） 28.000 31.715 46.300 

径間数 3径間 4径間 2径間 

全幅員（ｍ） 6.500（中間） 4.050 17.800 

有効幅員（ｍ） 5.500（中間） 3.350 10.000＋7.000 

設計荷重 TL-14 TL-14 B活荷重 

上部工形式 RC3径間単純T桁橋 RC4径間単純T桁橋 鋼 2径間単純合成鈑桁橋 

下部工形式 
橋台2基（その他） 

壁式橋脚2基 

橋台2基（その他） 

壁式橋脚3基 

逆T式橋台2基 

壁式橋脚1基 

基礎形式 杭基礎（形式不明） 杭基礎（形式不明） 杭基礎（鋼管杭） 

交差物件 小高川（2級河川） 同左 同左 

架設年月 昭和39年－月 昭和37年3月 平成8年3月 
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（４） 講習会状況 

 講習会時の状況を，写真3.1.8～3.1.11に示す。 

  

写真3.1.8 受講状況         写真3.1.9 実物劣化教材見学・解説 

 

  
写真3.1.10 現場実習（飯崎橋）       写真3.1.11 現場実習（南小高橋） 

 

（５） 学修到達度確認試験 

 学修到達度確認試験は，舞鶴高専の iMecより提供される出題数 30問，解答時間45分の試験であ

る。 

学修到達度確認試験の結果は，受講生全員が出題範囲別正答数をクリアし，3名が合格，4名が合

格保留，1 名が不合格であった。その不合格者は，建設系以外の出身者で入社 1年目の若手技術者

であったため，実務経験が少なく知識不足によるものと推測できる。 

 合格者3名については，准橋梁点検技術者として登録済みである。 

 合格保留者には，再試験実施日を案内して，再試験受験を促した。 

 

（６） 受講生アンケート結果 

 講習会終了時にアンケート調査を実施し，受講生全員が「講習会を受講して良かった」と回答し

た。実務経験が少ないもしくは建設分野の学修経験がない受講生には「やや難しい」との評価を得

たが，現場で実物をみながら学ぶことができ理解につながったなどの良い評価も得た。これは，受

講生全員が本講習会を受講したことで，受講以前より橋梁点検に関する知識を得てくれたからであ

ると考える。 
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３．２ 長岡工業高等専門学校 

３．２．１ 取組方針 

長岡高専では、KOSEN-REIM事業を推進する組織を「REIM長岡高専」と称

し、令和4年度から開始するインフラメンテナンス講習会の準備を進めて

います。令和3年度は産官学共同の「長岡地域社会基盤メンテナンス教育

推進協議会」を始動させ、地域における社会基盤メンテナンスの課題およ

び人材育成の課題を、地域と共有しています。 

令和3年度は「周知の年」とも言えました。後で述べるように、新潟県

内の団体・研究会へのREIM事業の紹介と実習フィールドの見学会を実施し

たほか、地域協議会会員向けの e+iMec講習会「基礎編（橋梁点検）」を試

行開催しました。試行開催においては、講習会の様子を取材いただき、業

界紙・専門誌4紙の紙面に掲載していただきました。ホームページ、ブロ

グ、Facebookでの情報発信も積極的に行っています。令和 4年度は講習会

受講促進に向けた広報活動にさらに力を入れていきます。 

それと同時に行っているのが、インフラメンテナンスの裾野を広げる活動です。市民講座「イン

フラメンテナンスことはじめ」を高専生向け試行を含め2回開催し、橋のしくみやメンテナンスの

大切さを、実際の橋を歩きながら市民に伝える活動を行いました。高専内の実習フィールドでは、

高専の新入生や中学生に見学してもらい、実物の橋の大きさや断面の様子を実感してもらいました。

これらの活動により、橋などの社会インフラをより身近に感じてもらい、長寿命化への関心を市民

レベルで高めてもらいたいと考えます。 

令和 4 年度は、5 月から始まる「基礎編」の周知・受講促進活動と、「応用編」「コンクリートの

品質管理」の講習組み立てを行います。引き続き REIM事業の認知とインフラメンテナンスの裾野拡

大に取り組み、地元のインフラを地元で守り続けるための活動を進めていきます。 

 

３．２．２ 実施体制 
 長岡高専での実施体制（人員）は、表3.2.1に示すとおりである。 

 

表3.2.1 長岡高専の実施体制 

所 属 役 職 氏 名 

環境都市工学科 教授 井林 康 

准教授 陽田 修 

准教授 宮嵜 靖大 

*助教 白井 一義 

*特命助教 丸山 聡 

総務課 地域連携係 事務補佐員 竹屋 瑞恵 

    *：専任教員  

長岡工業高等専門学校 

環境都市工学科 教授 

REIM長岡高専事業責任者 

井林 康 
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３．２．３ 教育環境の整備状況 

 令和３年度は、実物教材２点を整備した。１点は、香川高専に手配いただいたプレストレストコ

ンクリート（PC）板である（写真3.2.1）。厚さ3cm、スパン180cmで、プレテンション方式である。

PC鋼材の断面が見え、キャンバーがついており、載って跳びはねても大丈夫なことから、PCのしく

みとプロポーションを体感的に理解することができる。 

 もう１点は、塩害を受けたポストテンション方式Ｔ桁である（写真3.2.2）。国道８号青海川橋の

撤去桁であり、国土交通省高田河川国道事務所から提供を受けた。飛来塩分の影響で組み立て筋や

スターラップが腐食しコンクリートの剥離が生じている。PCケーブルやシース、横締め鋼材、間詰

め床版などポストテンション方式の断面の特徴を端的に把握することができ、断面修復や表面被覆

の補修断面も観察することができる。 

 

  

写真3.2.1 プレテンション方式PC板 

 

  

写真3.2.2 塩害を受けたポストテンション方式Ｔ桁 

 

 

３．２．４ 教育プログラムの実施 

１）長岡高専で実施した講習会・見学会 

 令和３年度に長岡高専で実施した講習会・見学会を表3.2.2に示す。学生・生徒向け、市民向け、

専門家・研究会向けと、幅広い対象に向けたアピールと教育活動ができた。 
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表3.2.2 令和３年度に長岡高専で実施した講習会・見学会 

期日 題目・対象 会場 人数 内容 

4月8日 長岡高専新入生学科ガイダンス 実習Ｆ 41 見学 

7月28日 新潟県コンクリートメンテナンス研究会 教室・実習Ｆ 14 講習 

7月29日 市民講座「インフラメンテナンスことはじめ」 

高専生向け試行 

まちなかキャンパ

ス・柿川 

14 講習 

8月23日・24日 e+iMec講習会「基礎編（橋梁点検）」 

地域協議会向け試行 

教室・実習Ｆ 10 講習 

8月26日 新潟CEG研究会 会議室・実習Ｆ 10 紹介・見学 

9月29日 上級学校訪問（中之島中学校） 教室・実習Ｆ 13 紹介・見学 

10月9日 市民講座「インフラメンテナンスことはじめ」 まちなかキャンパ

ス・柿川 

9 講習 

10月21日 新潟県コンクリート診断士会 教室・実習Ｆ 11 紹介・見学 

11月19日 長岡地域社会基盤メンテナンス教育推進協議

会・幹事会 

会議室・実習Ｆ 9 紹介・見学 

実習Ｆ…実習フィールド。人数は主催者を含まず。 

 

２）e+iMec講習会「基礎編（橋梁点検）」地域協議会向け試行 

 e+iMec講習会「基礎編（橋梁点検）」を、地域協議会会員向けに 8月23日、24日の２日間試行開

催した。講習会の状況を写真3.2.3に示す。 

  

  

写真3.2.3 e+iMec講習会「基礎編（橋梁点検）」実施状況 
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 参加者は会員各団体から推薦され、事前の eラーニング受講を修了した10名（行政7名、民間3

名）である。試行開催のため受講料は無料である。講習内容は受講者交流（橋の紹介）、橋梁工学、

コンクリート橋および鋼橋の損傷と対策、維持管理計画、橋梁現場実習（鋼橋、コンクリート橋）

と詳細調査実習、学習到達度確認試験であり、舞鶴高専での講習内容をほぼ踏襲している。メイン

講師には舞鶴高専から玉田教授をお迎えし、後半の橋梁現場実習以降は長岡高専の教員が担当した。

現場実習は長岡高専から 3㎞ほど離れた市道と国道の橋梁とした。実習にあたり、橋梁の点検調書

提供に関して長岡市および国土交通省長岡国道事務所から協力を得た。また、駐車場提供および交

通安全確保に関して長岡市から協力を得た。 

 講習会参加者のアンケート結果を図3.2.1および表3.2.3に示す。満足度は全員が「はい」の評

価であり、講師の評価は「とても分かる」から「分かりづらい」まで分かれた。内容のレベルは「や

や難しい」・ボリュームは「ちょうど良い」が多くなった。自由記述でも満足度が高かったことが読

み取れる。参加者は橋梁点検の実務経験の浅い若手が多かったことから、内容に関してはちょうど

「勉強しがいのある」難易度であったと推察される。なお学習到達度確認試験の合格者（80点以上）

は10名中5名であり、妥当な数字であるが、有料開催に向けては「学修によって合格に達する」こ

とによる満足度を高めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.2.1 受講生アンケート結果（抜粋） 

 

表3.2.3 受講生アンケート自由記述 

 eラーニングを繰り返し受講してから本講座に臨みたかったが、1巡するのがやっとだった。２カ月は事前学

習期間が欲しい。 

 ２日間で覚えることが多く大変だったが、橋梁のことについて多少の知識を増やせることができてよかった。 

 コンクリートは比較的理解しているが、鋼橋についての知識を得ることができてよかった。こういった継続学

修は非常に助かる。 

 初級者に対する配慮がなされていて、レベルを合わせていただきありがたかった。実際の点検調書に基づき、

模擬点検形式があってもよい。要点を明確に伝えてもらえるとわかりやすい。 

 講師の先生方の熱意があり、学習に興味が持ちやすく、講義内容が理解しやすかった。 

 これまで定期点検結果の成果品が提出され、説明を聞いても理解できていない点が多かったが、損傷度の考え

方など多少は分かるようになったと思う。 

 実際の現場で実物を見ながら楽しく参加できた。詳細調査では、一通り調査をやらせていただき、今後の業務

に活用できると感じた。 

 実物の桁や損傷事例を実習を通じて確認できたので、理解も深まりやすく非常に勉強になった。eラーニング

の学習システムも取り組みやすかった。 

 実習フィールドで実物を見ながら学ぶことができたのがよかった。現場の橋梁では、どこに着目すればよいか

が難しかった。eラーニングも含め非常に丁寧に説明していただけた。 

 橋を実際に見にいき、具体的な点検のやり方を学べたことがよかった。 

◆講習会を受講してよかったですか？（満足度）     ◆本講習会講師の評価 
 

◆講習会を通して、内容のレベル・ボリュームはどうでしたか？ 
＜レベル＞                      ＜ボリューム＞ 
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３）市民講座「インフラメンテナンスことはじめ」 

 REIM長岡高専市民講座「インフラメンテナンスことはじめ～橋の端を見てみよう～」を、高専生

向け、一般向けに各１回行った。これは裾野を広げる活動として、市民に橋などの社会インフラを

より身近に感じ、メンテナンスの重要性を理解してもらうための活動の位置づけである。 

 講習会では模型を使った橋のしくみや橋の損傷の説明の後、実際に近所の橋を歩きながら、「簡易

橋梁点検チェックシート」を使って各部位の状況を確認したり、リモートカメラシステムを使って

桁の下を覗いたりしながら、橋の点検を楽しんだ。状況を写真3.2.4に、アンケート結果を表3.2.4

に示す。このようなイベントを継続し、メンテナンスへの市民参加につなげていきたい。 

 

  

  

写真3.2.4 市民講座「インフラメンテナンスことはじめ」実施状況 

 

表3.2.4 受講者アンケート自由記述 

 じっくりいろいろな構造のことを知れて、とても良かったです。 

 橋を長く使うには橋のメンテナンスが大切なことが分かりました。 

 普段気にしていない橋の端々を見たり、構造の説明を受けたり、大変有意義でした。長岡にある橋のことに

も、もっと興味を持って見たいと思いました。 

 橋梁の基本的な構造や現地での説明もあり、わかりやすかったです。 

 今まで疑問にさえ思わなかったことが、解ってとても良かった。どこかの橋に行ったとき、上流とか下流と

か名前など、よく見たいと思う。 

 橋のこともいろいろわかり、久しぶりに長岡の街中を歩いたりして、とても良かったです。橋の下がカメラ

で見れたのはとても良かった。 

 大変わかりやすい言葉でご説明いただき、ありがとうございました。 

 劣化の原因には様々あると思いますが、そういった点も含め、考えていかなければならないと思いました。 

 実際に橋に出向き点検チェックシートの記入は、実技を伴いよかったように思います。 
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３．３ 福井工業高等専門学校 

３．３．１ 取組方針 

昨年度，福井高専では環境都市工学科を担当部署とし，福井県内

の建設技術者のための社会基盤メンテナンス教育への取り組みを遂

行するプロジェクト「福井県社会基盤メンテナンス教育プロジェク

ト」を立ち上げた。このプロジェクトでは， 

1. 福井県内の建設技術者のニーズに応えたリカレント教育を実施

すること。 

2. 舞鶴高専を中核拠点として採択された「文部科学省 持続的な産

学共同人材育成システム構築事業」の「KOSEN 型産学共同イン

フラメンテナンス人材育成システムの構築」事業の連携校とし

て，地域の人材育成システムの構築に協力し，その内容を全国高専に広めること。 

3. 建設技術および都市構造物のメンテナンスの重要性を啓蒙し，若手建設技術者の養成に努める

こと。 

の3つの目標を掲げている。これらの目的を達成することが福井高専の取り組み方針である。なお，

本取り組みは，Fukui Infrastructure Maintenance Education Projectの頭文字をとり，Fimep（フ

ァイメップ）と呼称することにした。 

 

なお，令和3年度には，主に以下の5つに取り組んだ。 

1. 福井県社会基盤メンテナンス推進協議会の発足と会議運営 

・第1回：令和3年5月20日（木） キックオフミーティング 

・第2回：令和3年12月1日（水） 基礎編（橋梁点検）の結果報告等 

・第3回：令和4年3月14日（月） 令和4年度の活動計画等 

2. e+Fimep講習会【基礎編（橋梁点検）】（准橋梁点検技術者認定講座）実証講座の実施 

・第1回：令和3年9月6日（月），7日（火），講師（舞鶴高専：玉田先生，福井高専の教員） 

・第2回：令和3年11月20日（土），21日（日），講師（福井高専の教員） 

3. 令和4年度から福井高専で開催される講座実施に向けた福井県内の劣化教材および部材の収集 

・越前海岸に架かっていた橋梁の地覆（塩害の事例） 

・天神橋（福井市）の鋼製伸縮装置 

・プレストレストコンクリートに用いる部材 

・鋼材の塗装サンプル 

・ワンサイドボルト（使用前・使用後） 

・下司橋や実習フィールドにある教材の 3Dモデルの動画 

4. 福井県道路保全課・コンクリート診断士会と連携した学生向け学習会の実施 

・令和3年11月18日（木）午前：福井大学の学生対象，午後：福井高専の学生対象 

5. 上記プロジェクトの活動内容を紹介する HPやTwitterの更新 

これらの取り組み内容に関する詳細は，2.3.3教育環境の整備状況，2.3.4教育プログラムの実施，

7.3.1地域連携体制の構築状況において述べる。 

 

 
福井工業高等専門学校 

実施責任者 

辻野 和彦 
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３．３．２ 実施体制 

令和3年度におけるリカレント教育に関する実施体制を表3.3.1に示す。令和3年4月より新任

教員として蓑輪圭祐先生（専門：コンクリート構造学）が赴任され，基礎編（橋梁点検）実証講座

の現場実習や詳細調査手法の講師としてリカレント教育に取り組んで頂いた。 

 

表3.3.1 リカレント教育に関する実施体制 

所属（役職） 氏名 専門／役割 

環境都市工学科（教授） 辻野 和彦 

空間情報工学／実施責任者，リカレント教育プログラ

ム開発部会，人材育成・活用システム設計部会，基礎

編講師（橋梁工学） 

環境都市工学科（助教） 樋口 直也 
鋼構造学／実務家教員育成研修プログラム開発部会，

基礎編講師（鋼構造物の損傷と対策） 

環境都市工学科（助教） 蓑輪 圭祐 
コンクリート構造学／基礎編（現場実習，詳細調査手

法） 

環境都市工学科（嘱託教授） 阿部 孝弘 

コンクリート構造学／リカレント教育プログラム開

発部会，実務家教員育成研修プログラム開発部会，基

礎編講師（コンクリート構造物の損傷と対策） 

環境都市工学科（特命助教） 宮川 清剛 

橋梁設計／リカレント教育プログラム開発部会（専門

特修講座：橋梁長寿命化対策），基礎編講師（維持管

理計画，現場実習） 

総務課（課長補佐） 西川 和浩 
事務処理全般，予算管理等 

総務課（総務・地域連携係） 下川 真生 

 

３．３．３ 教育環境の整備状況 

(1)実物劣化教材実習フィールドの整備と部材の収集 

令和元年度，本校の実習フィールドには，大型の実物劣化教材の搬入・設置を行った。令和 4年

度から開催する基礎編（橋梁点検）の実施に向けて，福井県内の劣化教材や構造物を建設する際の

部材収集を行った。表3.3.2には，令和3年度に収集・整備した劣化教材や部材の一覧を示す。ま

た，図3.3.1(A)から(N)には，これらの写真を示す。 

 

表3.3.2 令和3年度に収集した劣化教材や部材 

部材名 橋梁名／架橋場所 保管場所 備考（寄贈者等） 

RC T桁と地覆・高欄 

（鉄筋露出） 
井上橋／おおい町 実習フィールド 福井県 

地覆（塩害の事例） －／越前海岸 実習フィールド 福井県 

鋼製伸縮装置 天神橋／福井市 実習フィールド 福井県 

初期欠陥供試体 － 実習フィールド 設計：樋口教員 

PC部材各種 － 事務室 株式会社日本ピーエス 

塗装サンプル － 事務室 日本ペイント株式会社 

ワンサイドボルト － 事務室 株式会社フセラシ 
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(A) 井上橋の外桁と端横桁（鉄筋露出） (B) 塩害の地覆（越前海岸にかかっていた橋） 

  

(c) 天神橋の伸縮装置 

（今後，半分を補修する予定） 

(D) 初期欠陥教材（豆板，砂筋，空隙， 

コールドジョイント等） 

    

(E) スパイラスシース 

（内径 35･42mm） 

(F) ポリエチレンシース 

（内径 32･70mm） 

(G) PC鋼より線 

（15.2mm） 

(H) エポキシ被覆PC鋼 

より線（17.8mm） 

    

(I) ポストテンション 

定着具 

(J) グリッド筋 

(定着部の補強用鉄筋) 
(K) スペーサー 

（かぶり確保用） 

(L) アンカープレート 

(ポステン用の支圧板) 

  

(M) 鋼材の塗装サンプル (N) ワンサイドボルト 

図3.3.1 令和3年度に収集・整備した劣化教材や部材 
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３．３．４ 教育プログラムの実施 

令和 3年 9月 6日（月），7日（火），舞鶴高専から玉田教員，掛教員に来校頂き，第 1回の基礎

編（橋梁点検）実証講座を実施した。また，令和4年度以降の講座開催を念頭に置いて令和 3年11

月20日（土），21日（日）に福井高専のスタッフのみで第 2回の基礎編（橋梁点検）実証講座を実

施した。受講者の所属を表3.3.3に示す。受講者は，福井県社会基盤メンテナンス推進協議会に所

属する各機関から推薦を頂き，第 1回には11名，第2回には9名が受講した。なお，表中のその他

にはソフトウェア開発業や鳶職，点検業の方が含まれる。 

第1回の講座は，実習フィールドまでのアクセスを考慮し，講義会場を環境都市工学科棟 1階の

構造材料実験室とした。第2回は，専攻科の学生実験として疲労試験機が稼働中であることを考慮

し，同棟3階のデザインアトリエを講義会場とした。なお，リカレント教育の事務室は同棟3階に

ある。会場設営や教材の準備・片付けを考慮すると，次年度以降もデザインアトリエを利用したい。 

第2回の実証講座のプログラムを図3.3.2に示す。第2回は，福井高専の常勤教員 4名と専任教

員1名が座学や実習の分担を行い，無事に講座を終えることができた。また，学習到達度試験後に

は田村校長から「点検維持管理と新設時の品質確保」と題して特別講義を頂いた。受講者には疲労

も見られたが，「発注者，設計業者，施工業者が協力し，良い構造物を作って長寿命化を」という言

葉に真剣に耳を傾ける姿が印象に残った。第1回および第2回の講座の様子を図3.3.3に示す。 

 

表3.3.3 受講者の属性 

 民間企業（施工業） 民間企業(建設コンサルタント業) その他 官公庁 

第1回（9月） 2名 3名 2名 県1名，市町3名 

第2回（11月） 2名 4名 2名 県1名 

 

 

図3.3.2 基礎編（橋梁点検）実証講座のプログラム 
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(A) 第1回 ガイダンスの様子 (B) 第1回 塩害の地覆の説明 

  

(C) 第2回 田村校長の挨拶 (D) 第2回 鯖江大橋の支承等の近接目視 

図3.3.3 基礎編（橋梁点検）実証講座の様子 

 

表3.3.4 到達度試験の結果 

 受講生 合格 合格保留 平均点 正答率が低い分野 

第1回（9月） 11名 5名 4名 77.3点 共通の損傷，鋼橋の点検部分 

第2回（11月） 9名 6名 2名 77.9点 鋼構造物の損傷と対策，鋼橋の点検部分 

 

到達度試験の結果を表3.3.4に示す。第1回は11名の受講者のうち5名が合格，4名が合格保留，

第 2 回は 9 名の受講者のうち，6 名が合格，2 名が合格保留となった。不合格者は，経験年数が 1

年未満の民間企業の方であった。平均点はいずれも同程度であり，正答率が低い分野は，「鋼橋の点

検部分」が共通していた。次年度以降の講座では，「鋼構造物の損傷と対策」や「鋼橋の点検部分」

について，受講者に判り易く時間をかけて講義・実習を実施したい。 

受講生のアンケート結果では，第 1回，第2回ともに全員が講習会を「受講して良かった」と回

答した。また，内容のレベルは，第 1回では7名，第2回では4名が「難しい」・「やや難しい」と

回答した。また，講座における体験型学修の項目で満足度が高い傾向が確認できた。記述式のアン

ケート結果からも，「現場実習や維持管理計画が良かった」，「施工や維持管理，点検の体験談を聞く

ことができ，とても有意義であった」とのコメントがあった。また，「RC 床版橋やボックスカルバ

ートも取り上げて欲しい」とのリクエストもあった。 

本年度の講座ではスタッフ全員が常駐したが，次年度以降の講座では負荷分散を考慮して担当者

を決定したい。また，福井県内の橋梁の写真を使用した講義を展開し，教材の充実にも努めたい。 
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３．４ 舞鶴工業高等専門学校 

３．４．１ 取組方針 

今年度は本事業の中間年度にあたり，本事業で開発する教育プ

ログラムの実証を進め完成させる段階に入る。「リカレント教育プ

ログラム」においては，専門特修講座の開発・実証・本講座の実

施に加えて，“橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアッ

プ型教育プログラム”の最終ステップとなる「e+iMec講習会【橋

梁診断】」の開発・実証を資格（『橋梁診断技術者』）認定と共に進

める。また，「実務家教員育成プログラム」においては，第 1期の

実証講座を開始する。このように，今年度は，多種多様な教育プ

ログラムを本校 iMec で実施することになるため，実証フィール

ド・保有教材の情報提供，e ラーニング作成において開発担当者

との連携を円滑に進めていく。さらに，昨年度からのコロナ禍の

状況も踏まえて，オンラインによる会議や遠隔講義に必要な機材

の導入やノウハウの蓄積も同時に進めていく。特に，遠隔講義に

関しては，ニューノーマル社会におけるメンテナンス教育手法の

確立という側面からも前向きに取り組む。一方，連携高専での専

門特修講座の開催を次年度に予定している中で，今年度は各連携高専においてe+iMec講習会【橋梁

点検（基礎編）】の実施を通して講習会実施・運営のノウハウの共有を行う。 

「人材育成・活用システム」の開発においては，実務家教員育成プログラム修了者の資格（『専門

教士（建設部門）』（仮称））認定制度の創設と活用策の検討を他の本事業採択校（東北大学，名古屋

市立大学，社会情報大学院大学）での事取組例も参考にしながら進める。また，本事業終了後の実

施体制の確立（公益法人等の設立）のために，「人材育成・活用システム設計部会」での議論を定期

的に実施するとともに，先行事例の研究も行う。 

 このように，今年度からは本事業の肝要となる実務家教員の育成が本格的に始まる。教育者の育

成というものは，本校 iMecにとってこれまで未経験の大きな挑戦である。また，実務家教員育成プ

ログラムの受講生は，高い技術力と豊富な経験を備えている建設技術者である事が予想される。そ

のような方々を，持っている能力・経験・想いなどを次世代へ継承することができる実務家教員へ

育成することができるよう全力で取り組む。 

 

３．４．２ 実施体制 

校長の諮問組織として「運営委員会」があり，学校の重要案件はこの委員会で審議・決定される。

その委員会メンバーには「地域共同テクノセンター」も参画しており，その内部組織である「社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）」内に，「リカレント教育推進委員会」を設置した。リ

カレント教育推進委員会での活動内容等については，先に述べた運営委員会にも報告し助言や助力

を受けるなど，学校全体として取り組める体制が構築されている。また，本事業の事務は，総務課

長の指揮により総務課で執り行う。 

なお，ｉＭｅｃにおいては，従前から橋梁を中心とするインフラメンテナンス技術者育成活動を

実施しており，本事業においても，地域におけるニーズ抽出・施策推進において協働する産学官連

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

副センター長 毛利 聡 

-63-



携組織「京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会」と連携するとともに，外部の有識者・専門

家等による技術評価及び技術資格認定審査等を行う第三者組織「社会基盤メンテナンス技術レベル

検討委員会」を外部評価体制として，本事業を推進する。 

学内の実施体制図を，図 3.4.1に示す。 

 

図3.4.1 学内の実施体制図 

 

３．４．３ 教育環境の整備状況 

実物劣化教材実習フィールド全景を写真 3.4.1に示す。 

2021年度は，実習フィールドの教材を上下左右 360度の写真で見学できる，”ｉＭｅｃ360度パ

ノラマビュー”の更新を実施した。 

更新により，高解像度の画像，ビューポイントの増設など，より充実した損傷観察が可能となっ

た。また，連携高専が開催するｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】の損傷探索での活用が可

能となり，遠隔地からでも実物劣化教材の観察を行うなど，幅広い活用が可能となった。 

更新にあたり，構造物点検管理システムｐａｎｏｃａ（株式会社ＩＨＩインフラシステム）の協

力をいただいた。撮影状況を写真3.4.2～3.4.3に示す。 

従来のパノラマビューは，教材説明パネルが閲覧可能であり，更に４Ｇやスマートフォンなど小

さい画面でも快適に閲覧できる点にメリットがある。そのため，利用者の通信環境や閲覧目的に応

じた閲覧ができるよう，更新版と従来版を提供中である。（図3.4.2） 
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写真3.4.1 実習フィールド 全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真3.4.2 撮影状況           写真3.4.3 360度カメラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.4.2 ｉＭｅｃ３６０度パノラマビュー（ｉＭｅｃホームページ） 

URL▷ https://www.maizuru-ct.ac.jp/imec/about_imec.html#imecview 
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３．５ 香川高等専門学校 

３．５．１ 取組方針 

 

 香川高等専門学校では、2020（令和2）年4月1日に社会基盤メンテナンス

教育センター（略称：iMec香川）を設置して、本REIMプロジェクトおよび

リカレント教育拠点の構築・運営、および学生の教育に取り組んでいる。

今年度は地域協議会の発足、橋梁点検基礎編の試行講座の香川高専での開

催、香川高専独自の教材収集や試験体製作、等の香川高専として主体性を

もって新たな取組みを行った年であった。 

 地域協議会は産官学の取組みとしてスタートし、特に香川県内の全市町

の参画を賜った。同じ自治体といっても規模や制約条件が異なればインフ

ラメンテンスに関して抱える課題も様々である。協議会ではメンテナンス

人財教育に関する高専からの一方的な発信とならないように2つの部会を

設置して地域の課題を具体的に検討することとしたのが最大の特徴である。 

 教材収集では、福岡県内および香川県内での橋梁撤去の情報を得て、高専高度化推進経費と学内

予算を組み合わせることで3部材の実習フィールドへの移設を完了することできた。年度予算という

制約の中で完遂できたのは、ひとえに教育に資する社会貢献のためにと関係の皆様のご尽力の賜で

あり、関わった多くの方々に改めて感謝を申し上げる次第である。このように周囲の方々のご協力

のもとで本プロジェクトが成り立っていることを肝に銘じつつ、次年度からの橋梁点検基礎編の運

用、応用編の試行へと繋げていきたい。 

 学内の教育に関しては、実習フィールドの整備や教育コンテンツが拡充してきたのを踏まえ、本

科や専攻科の授業との関わりをより密にすべく深化を図っていきたい。 

 

３．５．２ 実施体制 

 

 昨年と同様の体制で取り組んでおり、REIMプロジェクトへはiMec香川が専任で携わっている。

REIMプロジェクトの専任教員は、香川高専と清水建設株式会社のクロスアポイントメントであり、

専門技術の情報交換を行っている。令和 3年度の香川高専における運営体制を表3.5.1に示す。 

 

  

香川高等専門学校 

社会基盤メンテナンス 

教育センター 

センター長 林 和彦 
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表3.5.1 令和3年度 運営体制 

所属 役職 氏名 

建設環境工学科/ 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授/センター長 林 和彦 

建設環境工学科/ 

社会基盤メンテナンス教育センター 

講師 長谷川 雄基 

建設環境工学科/ 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 松本 将之 

社会基盤メンテナンス教育センター 助教（専任教員）/副センター長 入江 正樹 

社会基盤メンテナンス教育センター 事務補佐員 松山 哲也 

社会基盤メンテナンス教育センター 事務補佐員 筑後 美佳 

 

３．５．３ 教育環境の整備状況 

 

（１） 教材の整備 

 

 関係自治体、企業の協力を得て、新たな実物劣化教材、橋梁関係教材を実習フィールドや講義室

（ゼミ室）等に配置した。追加した教材を表3.5.2に示す。 

 

表3.5.2 追加配置した教材（令和3年度） 

部材等 橋梁名 設置場所 備考（寄贈者等） 

ＰＣ Ｔ桁（ポステン） 麦野跨線橋 実習フィールド 福岡市 

ＲＣ Ｔ桁 七間橋/車道 実習フィールド 香川県 

鈑桁 七間橋/歩道 実習フィールド 香川県 

ＰＣ スラブ桁 － 実習フィールド ＰＣ建協 四国支部 

ＰＣ マクラギ － 実習フィールド 同上 

曲がるＰＣ板 － 材料実験室 同上 

ゴム支承 － 材料実験室 東京ファブリック工業(株) 

塗装断面試験片 － ゼミナール室 川田工業(株) 

 

   

 写真 3.5.1 麦野跨線橋供用時   写真 3.5.2 同 撤去搬出状況      写真 3.5.3 同 設置状況 
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    写真 3.5.4 七間橋供用時      写真 3.5.5 七間橋鈑桁     写真 3.5.6 七間橋ＲＣ桁 

 

   写真 3.5.7 ＰＣマクラギ      写真 3.5.8 ＰＣスラブ桁     写真 3.5.9 ゴム支承 

 

（２）模擬橋台（モックアップ）の製作 

 実習フィールド内に、橋梁下部工の橋台竪壁およびパラペットを模擬したモックアップ教材を製

作中（令和4年3月完成予定）である。配筋の状況や橋座部の詳細な可視化とともに、コンクリート

の品質不具合（かぶり不足、打継ぎ不良、沈降ひび割れなど）の再現も図っている。鉄筋コンクリ

ート構造やインフラメンテナンスに必要となる基礎知識の修得を目的とした教材である。 

 

 

写真 3.5.10 概念図       写真 3.5.11 配筋状況       写真 3.5.12 打設状況 

 

（３）広報活動 

 香川高専社会基盤メンテナンス教育センター（以下、本センター）のＨＰ、Facebook、YouTube、

香川高専ＨＰ広報ページ「トピックス」を通して活動状況を外部に積極的に発信した。また、日本

コンクリート工学会(JCI)四国支部や香川県コンクリート診断士会などの技術情報交換会の場でも

活動状況を伝えた。 

 本センターのＨＰについては、来年度から本センターで実施する講習会の予約機能や香川社会基

盤メンテナンス推進協議会のページを追加するリニューアルを行った。 
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写真 3.5.13 センターＨＰ（新）   写真 3.5.14  同 YouTube     写真 3.5.15 同 Facebook 

 

 

 

 

 

 

 

写真3.5.16 JCI四国支部   写真3.5.17 同 林による説明  写真3.5.18 コン診断士会 
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３．５．４ 教育プログラムの実施 

 

（１）橋梁点検【基礎編】試行講座の開催 

日 時：令和3年8月26日(木)～27日(金) 

場 所：香川高専高松キャンパス建設環境工学科棟、実習フィールド、高松市内の橋梁2個所 

受講者：9名（自治体職員7名・民間コンサルタント会社 2名） 

 

 

 

 

 

 

 

写真3.5.19 参加者            写真3.5.20  室内講義 

 

 

 

 

 

 

 

写真3.5.21 座学      写真3.5.22  屋外実修      写真3.5.23  修了書授与 

 

学修到達度確認試験（准橋梁点検技術者認定試験）：8名受験（1名欠席）） 

 

表3.5.3 試験結果 

合格（80点以上） 合格保留 ※ 不合格（70点未満） 

5名 1名 2名 

※合格保留者1名に対して9月8日に再試験を実施して合格 

 

（２）来年度の実施計画 

 県内の自治体や業界団体などに対して、講習会の開催時期や内容などについてのヒアリングとア

ンケート調査を実施した。その結果を基に、香川高専での来年度の准橋梁点検技術者（基礎編）講

習会を下記のように計画している。平日と休日を取り混ぜた日程を設定した。 

 
基礎編：第1回 令和4年5月19日(木)～20日(金) 
    第2回 令和4年7月22日(金)～23日(土) 
    第3回 令和4年9月8日(木)～9日(金) 
    第4回 令和4年11月19日(土)～20日(日) 
応用編：令和5年2月頃（調整中） 
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第４章 リカレント教育プログラムの開発・実施 

４．１ リカレント教育プログラムの開発概要 

リカレント教育プログラムは，次の９つの講座で構成する。 

 

リカレント教育プログラムの構成講座 ※は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】（橋梁診断技術者認定講座） 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】（橋梁点検技術者認定講座）※ 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】（准橋梁点検技術者認定講座）※ 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【導入編（橋梁点検）】 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座）※ 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座）※ 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座）※ 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座）※ 
・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【コンクリートの品質管理】（専門特修講座） 
 

舞鶴高専ｉＭｅｃの既存教育コンテンツのうち，橋梁点検に関する技術者育成講座（導入編，基

礎編，応用編）とコンクリートの品質管理講座については，原則そのままの形で講座として組み込

み，その他の講座は，リカレント教育プログラムの開発に合わせて再編し，新たな講座として構築

を進めている。 

2021年度は，橋梁診断技術者育成課程である，４つの専門特修講座と橋梁診断技術者認定講座の

開発を進めた。５つの講座の開催結果を表4.1.1，開発概要を，４．１．１～４．１．５に示す。 

 

表4.1.1 リカレント教育プログラムの開催結果 
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講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 

修得を目指す 

知識及び技能 

（到達目標） 

橋梁長寿命化対策に関する専門的かつ実践的な知識及び技能として，以下の修得を目

指す。 

・RC構造物，PC構造物および鋼構造物の劣化現象と主な補修・補強工法の理解 

・与条件に応じたRC構造物，PC構造物および鋼構造物の補修・補強方針の立案 

・劣化を生じやすい桁端部（伸縮装置，支承）および床版（防水層・舗装含む）につ

いての，予防保全を含む長寿命化対策の理解 

受講資格 ・准橋梁点検技術者を取得，又は，取得予定 

・橋梁整備，維持管理に関する実務経験 3年以上，又は，道路管理者（橋梁担当）と

しての実務経験3年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定のｅラーニングコースを受講する。 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の深化と橋梁長寿命化対策に関する技能の習

得のため，体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニング形式を組み入れる。 

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約5時間 

・講習会：2日間（約12.5時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，及び，講習会の全時限に出席しカ

リキュラムを全て修了すること。 

到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チェック

を実施する。ｅラーニングと講習会カリキュラム終了者には，学修履歴証明を発行す

る。 

 

４．１．１ 専門特修講座【橋梁長寿命化対策】 
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講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 

修得を目指す 

知識及び技能 

（到達目標） 

構造物の詳細調査に関する専門的な知識及び技能として，以下の修得を目指す。 

・変状に応じた詳細調査手法の選択と，詳細調査結果に基づく損傷評価や措置 

の必要性の判断に必要な知識 

・鋼構造物の汎用的な非破壊検査について，実施に必要な知識及び技能 

・コンクリート構造物の汎用的な微破壊調査，非破壊調査について，実施に必要 

な知識及び技能 

受講資格 ・准橋梁点検技術者を取得 

・橋梁整備，維持管理に関する実務経験1年以上，又は，道路管理者（橋梁担 

当）としての実務経験1年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定の eラーニングコースを受講する。 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化と詳細調査に関する技能の修

得のため，体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニングの形式で実施する。 

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約6時間 

・講習会：2日間（約14時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，かつ講習会の全時限に出席しカ

リキュラムを全て修了のこと。 

到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チェッ

クを実施する。ｅラーニングと講習会カリキュラムを修了した者には，学修履歴証

明を発行する。 

 

 

４．１．２ 専門特修講座【構造物の詳細調査】 
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講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座） 
※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 
修得を目指す 
知識及び技能 
（到達目標） 

鋼橋およびコンクリート橋の「施工技術と施工管理」に関する専門的な知識と技能と

して，以下の修得を目指す。 
・ 鋼橋の構造，部材の接合方法の理解 
・ 鋼橋の劣化現象，防食（塗装）と溶接の施工技術と施工管理の理解 
・ コンクリート橋（RC，PC構造物）の劣化現象，初期欠陥防止の重要性の理解 
・ コンクリート橋の施工技術と施工管理の理解 
・ 実物劣化教材を用いた劣化原因の究明と対策立案力，基礎知識からの応用力 

受講資格 ・ 准橋梁点検技術者を取得，または取得予定 
・ 橋梁整備，維持管理に関する実務経験3年以上，または道路管理者（橋梁担当） 
としての実務経験3年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定のｅラーニングコースを受講する。 
講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化，および施工技術と施工管理に

関する技能を修得するための体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニング形式で実

施する。 
学修時間 ・ ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間：約9時間 

・ 講習会：2日間（約14時間） 
修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，かつ講習会の全時限に出席しカリ

キュラムを全て修了のこと。 
到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識および技能（到達目標）に対する学修到達度チェッ

クを実施する。ｅラーニングコースと講習会カリキュラムを修了した者には，学修履

歴証明を発行する。 

 

４．１．３ 専門特修講座【施工技術と施工管理】 
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講座名称 ｅ+ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座）  

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている． 

開催日程 ｅラーニング（3週間）＋講習会（2日間）  ／  年間2回程度開催 

修得を目指す 

知識及び技能 

（到達目標） 

建設ＩＣＴに関する基礎知識，および橋梁メンテナンス実務でＩＣＴを活用するた

めに必要な知識と技能として，以下の修得を目指す． 

建設ＩＣＴ（ＡＩ，ＩｏＴ，ＩＣＴ等）に関する基礎知識 

橋梁メンテナンス分野における新技術に関する知識および技能 

データ活用型インフラメンテナンス【インフラメンテナンス 2.0】に対応するため

に必要な知識および技能 

受講資格 准橋梁点検技術者を取得または取得予定 

橋梁整備，維持管理に関する実務経験１年以上，または道路管理者（橋梁担当）と

しての実務経験１年以上 

教育方法 ・講習会の事前学修として，所定のeラーニングコースを受講する． 

・講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化，及び建設ＩＣＴを活用し

た新技術等に関する技能を修得するための体験型学修やグループワーク等のアク

ティブ・ラーニング形式で実施する． 

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約5時間  

・講 習 会 ：2日間（約14時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，かつ講習会の全時限に出席しカ

リキュラムを全て修了のこと． 

到達度評価 講習会の最後に，修得を目指す知識および技能（到達目標）に対する学修到達度チ

ェックを実施する． 

ｅラーニングコースと講習会カリキュラムを修了した者には，学修履歴証明を発行

する． 

 

４．１．４ 専門特修講座【建設ＩＣＴ】 

-75-



講座名称 ｅ+ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】 

開催日程 ｅラーニング（3週間）＋講習会（2日間）  ／  年間１回開催 

修得を目指す 

知識及び技能 

（到達目標） 

橋梁診断技術者としての実践的な知識及び技能として，以下の修得を目指す． 

・技術基準の変遷を踏まえた橋梁構造の知識 

・上記を踏まえた、橋梁部材および橋梁の健全性の診断 

・橋梁の補修・補強設計に関する基礎知識 

・劣化予測とアセットマネジメントの基礎知識 

受講資格 ・橋梁点検技術者の技術資格の認定を受けていること 

・所定の専門特修講座を修了していること 

・橋梁整備，維持管理に関する実務経験３年以上，又は，道路管理者（橋梁担当）

としての実務経験３年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定の eラーニングコースを受講する． 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の深化と，橋梁長寿命化対策に関する実践 

的な技能の修得のため，体験型学修やグループワーク等のアクティブ・ラーニング 

の形式で実施する． 

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約5時間 

・講 習 会 ：2日間（約9.5時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，及び，講習会の全時限に出席し

カリキュラムを全て修了すること． 

到達度評価 講習会の最後に，学修到達度確認試験（橋梁診断技術者認定試験）を実施し、合格

した者を「橋梁診断技術者」として認定． 

ｅラーニングコースと講習会カリキュラムを修了した者には，学修履歴証明を発行

する． 

 

４．１．５ 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】 
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４．２ 実証講座の開催 

４．２．１ 実証講座【橋梁長寿命化対策】（第２回） 

 ・ｅラーニング：2021年5月26日～6月16日（3週間） 

・講 習 会 日 程：2021年6月17日～18日（2日間）＠舞鶴市内 

・受 講 者：計8名※ 

※中丹東土木事務所，日本ミクニヤ(株)，田中シビルテック(株)，(株)ユーズ， 

(有)神輝興産，内外エンジニアリング(株)，ダイチ工業 
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・ｅラーニング：2021年7月19日～8月9日（3週間） 

・講 習 会 日 程：2021年8月10日～11日（2日間）＠ｉＭｅｃ 

・受 講 者：計8名※ 

※与謝野町，日本ミクニヤ(株)，田中シビルテック(株)，(株) キクチコンサル

タント，京福コンサルタント(株) ，(有) 神輝興産，(株) ダイチリペアワーク

ス 

 

 

４．２．２ 実証講座【構造物の詳細調査】（第２回） 
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・ｅラーニング：2021年6月4日～6月25日（3週間） 

・講 習 会 日 程：2021年6月26日～27日（2日間）＠舞鶴市内 

・受 講 者：計7名※ 

※（一財）京都技術サポートセンター，中丹東土木事務所，田中シビルテック(株)， 

(株) キクチコンサルタント，(有) 神輝興産，(株)アズマ 

 

４．２．３ 実証講座【施工技術と施工管理】（第２回） 
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４．２．４ 実証講座【建設ＩＣＴ】（第１回，第２回） 
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４．２．５ 実証講座【橋梁診断】 
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４．３ 検証会 

４．３．１ 【橋梁長寿命化対策】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座②専門特修講座【橋梁長寿命化対策】検証会 

日 時 令和３年６月３０日 １６：００～１７：００ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 
検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

検証担当 近畿建設協会 技術部長  先本 勉 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 丸山 聡 

進行役 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

議事次第 
議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（6/17～18）の検証 

議事４．学修到達度確認試験の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上 
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４．３．２ 【構造物の詳細調査】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座②専門特修講座【構造物の詳細調査】検証会 

日 時 令和３年８月２０日 １３：００～１４：００ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 
検証担当 近畿建設協会 技術部長  先本 勉 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

開発担当 神鋼検査サービス株式会社 

技術サービス本部 技術部 

主任部員 佐々木 昇 

議事次第 
議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（8/10～11）の検証 

議事４．学修到達度確認試験の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

 

以上 
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４．３．３ 【施工技術と施工管理】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座②専門特修講座【施工技術と施工管理】検証会 

日 時 令和３年７月８日 １５：００～１６：００ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林  康 

検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 
検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 
副センター長 

入江 正樹 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

林 和彦 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 長谷川 雄基 

開発担当 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 
進行役 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

議事次第 
議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（11/14～15＠舞鶴高専）の検証 

議事４．学修到達度確認試験の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上 
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４．３．４ 【建設ＩＣＴ】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座①専門特修講座【建設ＩＣＴ】検証会 

日 時 令和３年１０月１５日 １５：４５～１６：４５ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄※1 
検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 
検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

 

開発担当 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 
開発担当 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

※1：ｅ-ラーニングの検証のみ 

議事次第 
議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（9/25～26）の検証 

議事４．学修到達度確認試験の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上 
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（表中敬称略） 

会議名 実証講座②専門特修講座【建設ＩＣＴ】検証会 

日 時 令和４年１月１４日 １０：００～１１：３０ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林  康 

検証担当 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝純一 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

 

開発担当 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 
開発担当 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

専任教員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

専任教員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 丸山 聡 

議事次第 
議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（12/11～12）の検証 

議事４．学修到達度確認試験の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上 
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４．３．５ 【橋梁診断】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座②専門特修講座【橋梁診断】検証会 

日 時 令和３年１２月７日 １６：３０～１８：００ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林  康 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 
検証担当 近畿建設協会 技術部長  先本 勉 

検証担当 橋梁調査会 近畿支部 調査役 酒井 博士 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 丸山 聡 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 助教 入江 正樹 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

議事次第 
議事１．ｅラーニング講座の検証 

議事２．講習会（11/6～7）の検証 

議事３．学修到達度確認試験の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上 
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第５章 産学連携体制 

５．１ ＲＥＩＭ連携企業学連携コンソーシアム規約 
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５．２ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議メンバー 

 

表5.1 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 メンバーリスト 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

連携企業 黒谷 努 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 

連携企業 先本 勉 一般社団法人近畿建設協会 部長 

連携企業 小室 篤史 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 

連携企業 三好 真史 西日本高速道路株式会社 技術研修・開発担当課

長（茨木技術研修セン

ター長） 

連携企業 佐溝 純一 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部

長 

連携企業 田底 成智 一般社団法人建設コンサルタンツ協会

近畿支部 

参与（中央復建コンサ

ルタンツ株式会社） 

連携企業 廣瀬 彰則 一般社団法人建設コンサルタンツ協会

近畿支部 

参与（株式会社エイト

日本技術開発新大阪

Branch） 

連携企業 別木 孝 一般財団法人橋梁調査会 近畿支部 支部長 

連携校 山下 治 福島工業高等専門学校 校長 

連携校 江本  久雄 福島工業高等専門学校 准教授 

連携校 浅野 寛元 福島工業高等専門学校 特命助教 

連携校 原田 信弘 長岡工業高等専門学校 校長 

連携校 井林 康 長岡工業高等専門学校 教授 

連携校 宮㟢 靖大 長岡工業高等専門学校 准教授 

連携校 陽田 修 長岡工業高等専門学校 准教授 

連携校 白井 一義 長岡工業高等専門学校 助教 

連携校 丸山 聡 長岡工業高等専門学校 特命助教 

連携校 田村 隆弘 福井工業高等専門学校 校長 

連携校 辻野 和彦 福井工業高等専門学校 教授 

連携校 樋口 直也 福井工業高等専門学校 助教 

連携校 蓑輪 圭祐 福井工業高等専門学校 助教 

連携校 阿部 孝弘 福井工業高等専門学校 嘱託教授 

連携校 宮川 清剛 福井工業高等専門学校 特命助教 

代表校 内海 康雄 舞鶴工業高等専門学校 校長 

代表校 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター  

教授 

センター長 

代表校 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター  

准教授 

副センター長 
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代表校 嶋田 知子 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 

代表校 掛 園恵 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 

代表校 増永 武夫 舞鶴工業高等専門学校 総務課長 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

代表校 芦田 康弘 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 

連携校 田中 正夫 香川高等専門学校 校長 

連携校 林 和彦 香川高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

連携校 長谷川 雄基 香川高等専門学校 助教 

連携校 入江 正樹 香川高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センタ―長 

協力機関 佐藤 貴哉 独立行政法人国立高等専門学校機構 研究総括参事 

連携校 近藤 智嗣 放送大学学園 理事・副学長 

連携校 中谷 多哉子 放送大学学園 オンライン教育センタ

ー長・教授 

連携校 東海林 壽朗  放送大学学園 企画係長 

協力校 武田 雅敏 国立大学法人長岡技術科学大学 教授，副学長（教務・

高専連携・広報担当） 

協力校 岩崎 英治 国立大学法人長岡技術科学大学 教授 

協力校 宮下 剛 国立大学法人長岡技術科学大学 准教授 

協力機関 増田 安弘 国土交通省近畿地方整備局 技術調整管理地域連携

機関 

地域連携機関 西村 祥一 京都府北部社会基盤メンテナンス推進

協議会 

副会長（京都府中丹広

域振興局建設部長） 

地域連携機関 田中 洋 京都府北部社会基盤メンテナンス推進

協議会 

副会長（舞鶴市建設部

長） 

 ４４名 １４機関  
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５．３ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム部会の設置 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約第６条及び第７条に基づき，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシ

アム合同会議に，リカレント教育プログラム開発部会，及び，実務家教員育成研修プログラム開発

部会，及び, 人材育成・活用システム設計部会を設置した。各部会のメンバーは，コンソーシアム

構成機関からの推薦に基づき，表 5.2のとおりとした。 

 

表5.2 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議に設置した部会及びメンバー 

リカレント教育プログラム開発部会 

カテゴリ 氏名 所属 役職 

連携企業 小室 篤史 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 

連携企業 廣瀬 彰則 一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支

部 

参与 

連携企業 ◎佐溝 純一 西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 

連携企業 三好 真史 西日本高速道路株式会社技術本部 技術環境

部 

技術研修・開発担

当課長 

連携企業 別木 孝 一般財団法人橋梁調査会近畿支部 近畿支部長 

協力機関 増田 安弘 国土交通省近畿地方整備局企画部 技術調整管理地

域連携機関 

連携校 江本 久雄 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 

連携校 ○陽田 修 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 

連携校 辻野 和彦 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 

連携校 阿部 孝弘 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 

代表校 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

代表校 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

連携校 長谷川 雄基 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

協力校 宮下 剛 長岡技術科学大学大学院工学研究科環境社会

基盤工学専攻 

准教授 

連携校 東海林 壽朗 放送大学学園総合戦略企画室 企画係長 

事務局 浅野 寛元 福島工業高等専門学校 都市システム工学科 特命助教 

事務局 白井 一義 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 助教 

事務局 丸山 聡 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 特命助教 

事務局 宮川 清剛 福井工業高等専門学校 環境都市工学科 特命助教 

事務局 嶋田 知子 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 

事務局 掛 園恵 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 

事務局 入江 正樹 香川高等専門学校 建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

◎：部会長 ○：副部会長 

１２機関 ２２名（委員１５名，事務局７名） 
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実務家教員育成研修プログラム開発部会 

カテゴリ 氏名 所属 役職 

連携企業 先本 勉 一般社団法人近畿建設協会技術部 部長 

連携企業 ◎田底 成智 一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支

部（中央復建コンサルタンツ株式会社） 

参与 

連携企業 佐溝 純一 西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 

連携企業 三好 真史 西日本高速道路株式会社技術本部 技術環境

部 

技術研修・開発

担当課長 

協力機関 増田 安弘 国土交通省近畿地方整備局企画部 技術調整管理

地域連携機関 

連携校 江本 久雄 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 

連携校 宮㟢 靖大 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 

連携校 樋口 直也 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 

連携校 阿部 孝弘 福井工業高等専門学校環境都市工学科 名誉教授 

代表校 ○玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

代表校 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

連携校 林 和彦 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

協力校 岩崎 英治 長岡技術科学大学大学院工学研究科環境社会

基盤工学専攻 

教授 

連携校 東海林 壽朗 放送大学学園総合戦略企画室 企画係長 

事務局 浅野 寛元 福島工業高等専門学校 都市システム工学科 特命助教 

事務局 白井 一義 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 助教 

事務局 丸山 聡 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 特命助教 

事務局 宮川 清剛 福井工業高等専門学校 環境都市工学科 特命助教 

事務局 嶋田 知子 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 

事務局 掛 園恵 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 

事務局 入江 正樹 香川高等専門学校 建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

◎：部会長 ○：副部会長 

１１機関 ２１名（委員１４名，事務局７名） 
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人材育成・活用システム設計部会 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

連携企業 ◎黒谷 努 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 

連携企業 田底 成智 一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支

部（中央復建コンサルタンツ株式会社） 

参与 

地域連携機

関 

西村 祥一 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会

（京都府中丹広域振興局） 

"副会長（建設部

長）" 

連携校 江本 久雄 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 

連携校 井林 康 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 

連携校 辻野 和彦 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 

代表校 ○玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

代表校 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

連携校 林 和彦 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

協力機関 佐藤 貴哉 独立行政法人国立高等専門学校機構研究推進

課 

研究総括参事 

事務局 浅野 寛元 福島工業高等専門学校 都市システム工学科 特命助教 

事務局 白井 一義 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 助教 

事務局 丸山 聡 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 特命助教 

事務局 宮川 清剛 福井工業高等専門学校 環境都市工学科 特命助教 

事務局 嶋田 知子 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 

事務局 掛 園恵 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 

事務局 入江 正樹 香川高等専門学校 建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

◎：部会長 ○：副部会長 

９機関 １７名（委員１０名，事務局７名） 
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第６章 会議等の開催 

６．１ リカレント教育推進委員会 

（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第１回） 

日 時 令和３年５月７日（金）10:30～12:00 

場 所 Ｗｅｂ会議（Ｚｏｏｍ） 

出席者（計23名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 
センター長 

玉田 和也 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 
委員 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
顧問 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 
委員 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
委員 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 蓑輪 圭祐  

委員 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 
副センター長 

毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長 増永 武夫 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課総務係 係長 芦田 康弘 
委員 舞鶴工業高等専門学校総務課財務係 係長 南部 佳紀 
顧問 香川高等専門学校 校長 田中 正夫 
委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 
准教授 
センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 長谷川 雄基 

委員 香川高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 
副センター長 

入江 正樹 
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議事次第 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校          校長 内海 康雄 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 

２．議事 

（１）ＫＯＳＥＮ-ＲＥＩＭ事業実施計画・スケジュール 

  ・高専ＲＥＩＭ事業実施計画（５カ年）       …… 資料1-1 

  ・高専ＲＥＩＭ令和３年度ＴＯＤＯ       …… 資料1-2 

  ・連携高専令和３年度実施計画        …… 資料1-3 

（２）リカレント教育プログラムの開発状況 

  ・専門特修講座第２回実証講座        …… 資料2 

  ・開発状況について 

専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況      …… 資料3-1 

橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況     …… 資料3-2 

（３）実務家教員育成研修プログラム実証講座       …… 資料4 

（４）経費執行について         …… 資料5 

 

３．その他（今後の予定等） 

以上 

 

  
写真6.1.1 舞鶴高専 内海校長挨拶      写真6.1.2 舞鶴高専 玉田先生挨拶 

  
写真6.1.3 オンライン参加者           写真6.1.4 会場風景 
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（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第２回） 

日 時 令和3年9月16日14:30～16:00 
場 所 Ｗｅｂ会議（Ｚｏｏｍ） 

出席者（計22名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 
センター長 

玉田 和也 

顧問 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 
委員 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
顧問 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 
委員 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
委員 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 蓑輪 圭祐  

委員 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 
委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 
准教授 
副センター長 

毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長 増永 武夫 
委員 舞鶴工業高等専門学校総務課総務係 係長 芦田 康弘 
委員 舞鶴工業高等専門学校総務課財務係 係長 南部 佳紀 
顧問 香川高等専門学校 校長 田中 正夫 
委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 
准教授 
センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 
副センター長 

入江 正樹 
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１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）文部科学省事業評価（仮中間評価）について      …… 資料1 

（２）連携高専によるプログラム試行について 

  ・福島高専（8/31-9/1）         …… 資料2-1 

  ・長岡高専（8/23-24）         …… 資料2-2 

  ・福井高専（9/6-7）         …… 資料2-3 

  ・香川高専（8/26-27）         …… 資料2-4 

（３）専門特修講座【建設ＩＣＴ】第１回実証講座について     …… 資料3 

（４）橋梁診断技術者資格認定制度について        …… 資料4 

（５）実務家教員育成研修プログラム実証講座について           …… 資料5 

（６）経費執行状況について 

３．その他（今後の予定等） 

以上 

 

     

写真6.1.5 舞鶴高専 内海校長挨拶     写真6.1.6 舞鶴高専 玉田先生挨拶 

 

 

写真6.1.7 オンライン参加者 
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（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第３回） 

日 時 令和４年３月７日（月）１３時３０分～１６時００分 

場 所 舞鶴工業高等専門学校４Ｆ大会議室 及び オンライン  

出席者（28名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

顧問 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 

オブザーバー 福島工業高等専門学校都市システム工学科 教授 齊藤 充弘 

オブザーバー 福島工業高等専門学校都市システム工学科 教授 緑川 猛彦 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 

顧問 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 蓑輪 圭祐 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長 
兼財務係長 

増永 武夫 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務係長 芦田 康弘 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 長谷川 雄基 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

入江 正樹 

オブザーバー 福島工業高等専門学校  熊坂 奈津子 

オブザーバー 舞鶴工業高等専門学校総務課 
地域連携・研究推進係 

 三浦 幸代 

オブザーバー 舞鶴工業高等専門学校総務課財務係  吉田 紘輔 
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議事次第 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）ＫＯＳＥＮ-ＲＥＩＭ事業全体の進捗状況について（報告） 

  ・令和３年度ＴＯＤＯ          …… 資料1 

（２）リカレント教育プログラムの開発状況（報告） 

  ・開発経過について          …… 資料2-1 

  ・橋梁診断技術者資格認定制度について        …… 資料2-2 

  ・令和４年度講習会開催計画（案）        …… 資料2-3 

（３）実務家教員育成研修プログラムの開発状況（報告） 

  ・2021年度実証講座プログラム概要と実施結果   …… 資料3-1 

  ・2022年度募集概要      …… 資料3-2 

  ・専門教士（建設部門）の認定について    …… 資料3-3 

  ・実務家教員の活用      …… 資料3-4 

（４）各高専からの報告（報告） 

  ・リカレント教育実施環境整備，地域連携体制の構築状況 等 

福島工業高等専門学校     …… 資料4-1 

長岡工業高等専門学校     …… 資料4-2 

福井工業高等専門学校     …… 資料4-3 

香川高等専門学校          …… 資料4-4 

（５）技術資格認定について（審議） 

・社会基盤メンテナンス技術資格運営委員会開催要領（改定案） …… 資料5-1 

・【橋梁点検・基礎編】の受講料の改定について   …… 資料5-2 

（６）令和３年度経費執行について（報告） 

・分担金変更額,各高専の経費執行状況と自己収入(自己負担額)     …… 資料6 

（７）令和４年度事業開始日及び補助金交付内定手続きについて（報告） 

  ・令和４年度事業開始日 令和４年４月１日（金） 

  ・令和４年度研究拠点形成費等補助金調書        …… 資料7 

（８）令和４年度事業実施計画（審議） 

・会議・講習会開催計画（案）     …… 資料8 

３．その他（今後の予定等） 

以上 
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写真6.1.8 舞鶴高専 内海校長挨拶     写真6.1.9 舞鶴高専 玉田先生挨拶 

 

 

写真6.1.10 オンライン参加者 

 

  
写真6.1.11 会場風景             写真6.1.12 会場風景 
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６．２ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 

（表中敬称略） 

会議名 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第１回） 

日 時 令和３年６月１１日（金）13:30～15:30 

場 所 メルパルク京都研修室３及びオンライン 

出席者（計10名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
産 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術

研修センター長） 
福冨 章 

産 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一  
産 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

産 一般財団法人橋梁調査会 近畿支部 支部長 別木 孝 
産 国土交通省近畿地方整備局  技術調整管理官 増田 安弘 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 

オンライン出席（計28名） 

産 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 黒谷 努 
産 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
官 京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
副会長（京都府中丹広域振興

局建設部長） 
西村 祥一 

学（連携校） 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
学（連携校） 福島工業高等専門学校 特命助教 江本 久雄 
学（連携校） 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 宮㟢 靖大 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 助教 蓑輪 圭祐 
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役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

学（連携校） 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 准教授 毛利 聡 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 総務課長 増永 武夫 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 芦田 康弘 
学（連携校） 香川高等専門学校 校長 田中 正夫 
学（連携校） 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

学（連携校） 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
学（連携校） 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

学（連携校） 放送大学学園 理事・副学長 近藤 智嗣 
学（連携校） 放送大学学園 オンライン教育センター

長・教授 
中谷 多哉子 

学（連携校） 放送大学学園 企画係長 東海林 壽朗 
学（協力校） 国立大学法人長岡技術科学大学 准教授 宮下 剛 
官 京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
京都府中丹東土木事務所 ※中野 亘 

※オブザーブ参加 
 

１．挨拶 

（１）議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

２．2021年度ＫＯＳＥＮ－ＲＥＩＭ事業実施計画 

３．リカレント教育プログラムの開発 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 

４．実務家教員育成研修プログラム実証講座 

・受講者の公募・選考結果等 

５．各部会からの報告 

・人材育成・活用システム設計部会（令和３年度第１回）報告 

６．意見交換『リカレント教育の支援体制』 

 

以上 
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写真6.2.1 舞鶴高専 内海校長挨拶         写真6.2.2 会場風景 

 

   

写真6.2.3 会場風景             写真6.2.4 会場風景 

 

 

写真6.2.5 オンライン参加者 
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（表中敬称略） 

会議名 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第２回） 

日 時 令和４年３月１１日（金）13:30～15:30 

場 所 オンライン 

出席者（計38名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 黒谷 努 
産 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
産 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
産 西日本高速道路株式会社 技術研修・開発担当課長（茨

木技術研修センター長） 
三好 真史 

産 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 
産 一般社団法人建設コンサルタンツ

協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

産 一般財団法人橋梁調査会 
近畿支部 

支部長 別木 孝 

学（連携校） 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
学（連携校） 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 宮㟢 靖大 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 助教 樋口 直也 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 助教 蓑輪 圭祐 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育副センター長 
毛利 聡 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 総務課長兼財務係長 増永 武夫 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 芦田 康弘 
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学（連携校） 香川高等専門学校 校長 田中 正夫 
学（連携校） 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

学（連携校） 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
学（連携校） 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

学（連携校） 放送大学学園 オンライン教育センター

長・教授 
中谷 多哉子 

学（連携校） 放送大学学園 企画係長 東海林 壽朗 
学（協力校） 国立大学法人長岡技術科学大学 教授，学長補佐（高専連携担

当） 
武田 雅敏 

学（協力校） 国立大学法人長岡技術科学大学 准教授 宮下 剛 
官 国土交通省近畿地方整備局 技術調整管理官 増田 安弘 
官 京都府北部社会基盤メンテナンス

推進協議会 
（京都府中丹東土木事務所） ※中野 亘 

※オブザーブ参加 
議事次第 

 

１．議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 

２．今年度の事業成果 

 （１）2021年度事業実施状況    ……… 資料1 

 （２）連携高専における取組状況        ……… 資料2-1～2-4 

 

３．来年度の事業計画 

（１）KOSEN-REIM事業概要（2022年度版）   …… 資料3 

（２）KOSEN-REIM会議・講習会開催計画（2022年度）  …… 資料4 

 

４．各部会からの報告 

 （１）リカレント教育プログラム開発部会の報告 

・リカレント教育プログラム開発部会（R3.vol.1,vol.2）報告  …… 資料5 

・リカレント教育プログラム開発部会（R3.vol.1議事概要）  …… 資料6 

・リカレント教育プログラム開発部会（R3.vol.2議事概要）  …… 資料7 

 （２）実務家教員育成研修プログラム開発部会の報告 

・実務家教員育成研修プログラム開発部会（R3.vol.1,vol.2）報告 …… 資料8 

・実務家教員育成研修プログラム開発部会（R3.vol.1議事概要） …… 資料9 

・実務家教員育成研修プログラム開発部会（R3.vol.2議事概要） …… 資料10 

 

 

-127-



 （３）人材育成・活用システム設計部会の報告 

・人材育成・活用システム設計部会（R3.vol.2）報告   …… 資料11 

・人材育成・活用システム設計部会（R3.vol.2議事概要）  …… 資料12 

 

５．意見交換『コンテンツの魅力や価値の伝え方』 

・意見交換のポイント      …… 資料13 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 

 

  
写真6.2.6 舞鶴高専 内海校長挨拶        写真6.2.7 会場風景 

 

 
写真6.2.8 オンライン参加者 
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６．３ リカレント教育プログラム開発部会 

（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育プログラム開発部会（第１回） 

日 時 日時：令和３年７月９日（金）10:30～12:00 

場 所 オンライン（Zoom ミーティング） 

出席者（計8名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

オンライン出席者（計15名） 

産 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 ◎佐溝 純一 
産 一般財団法人橋梁調査会近畿支部 近畿支部長 別木 孝 
産 国土交通省近畿地方整備局企画部  技術調整管理官 増田 安弘 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 〇陽田 修 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

学（協力校） 長岡技術科学大学 准教授 宮下 剛 
学（連携校） 放送大学学園 企画係長 東海林壽朗 
事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
事務局 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
事務局 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
事務局 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
事務局 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

◎：部会長 〇：副部会長 
議事次第 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶  西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 様 

３．リカレント教育プログラムの検証について（報告） 

４．リカレント教育プログラムの開発について（審議） 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 

・橋梁診断技術者認定試験の出題・評価方針（案） 

５．リカレント教育プログラム開催計画について（審議） 

６．まとめ 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

 以上 
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写真6.3.1 舞鶴高専 玉田先生挨拶         写真6.3.2 佐溝部会長挨拶 

 

 

写真6.3.3 オンライン参加者  
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（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育プログラム開発部会（第２回） 

日 時 令和3年12月17日（金）10:00～11:30 

場 所 オンライン（Zoomミーティング） 

オンライン出席者（計15名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
産 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 ◎佐溝 純一 
産 一般財団法人橋梁調査会近畿支部 近畿支部長 別木 孝 
産 国土交通省近畿地方整備局企画部  技術調整管理官 増田 安弘 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 ○陽田 修 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター副センター

長 

毛利 聡 

学（連携校） 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
学（協力校） 国立大学法人長岡技術科学大学 准教授 宮下 剛 
学（連携校） 放送大学学園 企画係長 東海林 壽朗 
事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
事務局 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
事務局 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
事務局 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
事務局 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

◎：部会長 〇：副部会長 
議事次第 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶  西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 様 

３．リカレント教育プログラムの検証について（報告） 

・専門特修講座【建設ICT】実証講座の概要    …… 資料1 

・専門特修講座【建設ICT】実証講座の検証結果   …… 資料2 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】実証講座の概要   …… 資料3 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】実証講座の検証結果  …… 資料4 
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４．技術資格『橋梁診断技術者』の新規創設について（報告） 

・橋梁診断技術者認定制度について     …… 資料5 

・橋梁診断技術者認定試験の概要     …… 資料6 

５．リカレント教育プログラムの各地域への展開について（審議） 

・専門特修講座【建設ICT】体験型学修（実用化新技術）  …… 資料7 

６．まとめ 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 

 

 

 

 

 
写真6.3.4 舞鶴高専 玉田先生挨拶       写真6.3.5 佐溝部会長挨拶 

 

 

写真6.3.6 オンライン参加者 
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６．４ 実務家教員育成研修プログラム開発部会 

（表中敬称略） 

会議名 実務家教員育成研修プログラム開発部会（第１回） 

日 時 日時：令和３年６月２５日（金）10:30～12:00 

場 所 場所：オンライン（Zoomミーティング） 

出席者（計17名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
産 一般社団法人建設コンサルタンツ

協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） ◎田底 成智 

産 西日本高速道路株式会社 構造担当部長 佐溝 純一 
産 西日本高速道路株式会社 

技術環境部  
技術研修・開発担当課長

     
三好 真史 

産 国土交通省近畿地方整備局企画部  技術調整管理官 増田 安弘 
学（連携校） 福島工業高等専門学校 准教授 江本 久雄 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 宮嵜 靖大 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
○玉田 和也 

学（連携校） 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
事務局 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
事務局 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
事務局 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
事務局 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

議事次第 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶  （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様 

３．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）開催概要（報告） 

・受講者の構成        …… 資料1 

・受講案内（第１回のご案内）      …… 資料2 

・受講の手引き_Ver.1.0 ※別添省略     …… 資料3 

・「実務家教員としての自己紹介」の作成     …… 資料4 
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４．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）の評価・検証（審議） 

・評価・検証について       …… 資料5 

５．まとめ 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 

 

 

  
写真6.4.1 舞鶴高専 玉田先生挨拶        写真6.4.2 田底部会長挨拶 

 

 

 

写真6.4.3 オンライン参加者 

 

 
写真6.4.4 会場風景 
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（表中敬称略） 

会議名 実務家教員育成研修プログラム開発部会（第２回） 

日 時 令和４年２月２８日（月）１３時３０分～１５時 

場 所 オンライン（Zoom ミーティング） 

出席者（計14名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
産 一般社団法人建設コンサルタンツ

協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） ◎田底 成智 

産 西日本高速道路株式会社 構造担当部長 佐溝 純一 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 准教授 宮嵜 靖大 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 助教 樋口 直也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
○玉田 和也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育副センター長 
毛利 聡 

学（連携校） 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

学（連携校） 放送大学学園 企画係長 東海林 壽朗 
事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
事務局 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
事務局 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

議事次第 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶  （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様 

３．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）について（報告） 

・シラバス        …… 資料1 

・プログラム概要と実施結果      …… 資料2 

・評価・検証結果       …… 資料3 

 

４．実務家教員育成研修プログラム 2022について（審議） 

・2022年度受講者募集概要      …… 資料4 

・受講者募集要項（案）       …… 資料5 

５．『専門教士（建設部門）』の称号認定について（審議） 

・認定フロー（案）       …… 資料6 
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・実務家教員育成研修プログラム評価委員会開催要項（案）       …… 資料7 

６．まとめ 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

 

以上 

 

  

写真6.4.5 舞鶴高専 玉田先生挨拶        写真6.4.6 田底部会長挨拶 

 

 

写真6.4.7 オンライン参加者 
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６．５ 人材育成・活用システム設計部会 

（表中敬称略） 

会議名 人材育成・活用システム設計部会（令和３年度第１回） 

日 時 日時：令和３年６月４日（金）10:30～12:00 

場 所 場所：オンライン（Zoomミーティング） 

出席者（15名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 近畿建設協会 理事・技師長 ◎黒谷 努 
産 一般社団法人建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

官 京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会 
副会長（京都府中丹広域振興局

建設部長） 
西村 祥一 

学（連携校） 福島工業高等専門学校 准教授 江本 久雄 
学（連携校） 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 
〇玉田 和也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
毛利 聡 

事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
事務局 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
事務局 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
事務局 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐 掛 園恵 
事務局 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長 
入江 正樹 

◎：部会長 ○：副部会長 
議事次第 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶   一般社団法人近畿建設協会 理事 黒谷 努 様 

３．新組織の設立に向けて（審議） 

・前回（令和２年度第１回）議事録     …… 資料1 

・新組織の設立に向けた検討（たたき台）    …… 資料2 

・事業スキーム（たたき台）     …… 資料3 

４．まとめ 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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写真6.5.1 舞鶴高専 玉田先生挨拶       写真6.5.2 黒谷部会長挨拶 

 

 

写真6.5.3 オンライン参加者 

 

 
写真6.5.4 会場風景 
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（表中敬称略） 

会議名 人材育成・活用システム設計部会（令和３年度第２回） 

日 時 日時：令和４年３月１日（火）10:30～12:00 

場 所 場所：オンライン（Zoomミーティング） 

出席者（13名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

産 近畿建設協会 理事・技師長 ◎黒谷 努 
産 一般社団法人建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

官 京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会 
副会長（京都府中丹広域振興局

建設部長） 
西村 祥一 

学（連携校） 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 
学（連携校） 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 
〇玉田 和也 

学（代表校） 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
毛利 聡 

学（連携校） 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センターセンター長 
林 和彦 

学（協力機関） 独立行政法人国立高等専門学

校機構 
研究総括参事 佐藤 貴哉 

事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
事務局 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
事務局 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐 掛 園恵 
◎：部会長 ○：副部会長 
議事次第 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶   一般社団法人近畿建設協会 理事 黒谷 努 様 

３．リカレント教育事業の継続性確保に向けて（審議） 

・リカレント教育事業の継続性確保に向けて                …… 資料1 

４．まとめ 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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写真6.5.5 舞鶴高専 玉田先生挨拶       写真6.5.6 黒谷部会長挨拶 

 

 

 

写真6.5.7 オンライン参加者 
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６．６ ｉＭｅｃフォーラム２０２１ 

（表中敬称略） 

会議名 ｉＭｅｃフォーラム２０２１ 

日 時 令和３年１２月２４日（金）１３：３０～１７：００ 

場 所 キャンパスプラザ京都 第１講義室 

出席者（18名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

基調講演 長岡技術科学大学 名誉教授 丸山 久一 

パネリスト 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 

パネリスト 国土交通省近畿地方整備局道路部  道路保全企画官 大坪 裕 

パネリスト 大日コンサルタント株式会社大阪支社 技術部部長 牧野 徹 

挨拶 舞鶴工業高等専門学校  校長 内海 康雄 

まとめ 京都府建設交通部道路建設課 課長 堀本 恒秀 

主催・ 

パネリスト 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

主催 
舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

主催・ 

活動報告 

舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 

主催 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 

主催 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 大田 誠 

主催 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 岩木 友香 

主催 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 飯谷 佳代 

連携校 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 

共催 京都府・道路建設課 課長補佐 杉谷 和弘 

共催 京都府・道路建設課 主査 寺岡 毅 

共催 京都府・道路建設課 副主査 常塚 将樹 

共催 京都府・道路建設課 技師 奥本 龍馬 

その他 対面参加者39名，オンライン参加者165名 

1．開会あいさつ 

  内海 康雄  舞鶴工業高等専門学校 校長 

2．基調講演 

  『インフラの維持管理～課題と展望～』 

         丸山 久一 氏 長岡技術科学大学 名誉教授 
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3．社会基盤メンテナンス教育センター活動報告 

  嶋田 知子  舞鶴工業高等専門学校 社会基盤メンテナンス教育センター 特命准教授 

4．パネルディスカッション 

  『インフラの維持管理に係る成功・失敗事例の共有・分析・活用』 

［話題/パネリスト］ 

         田村 隆弘 氏 福井工業高等専門学校 校長 

         大坪 裕 氏  国土交通省近畿地方整備局道路部 道路保全企画官 

         牧野 徹 氏  大日コンサルタント株式会社大阪支社 技術部部長 

［基調講演/パネリスト］ 

         丸山 久一 氏 長岡技術科学大学 名誉教授 

［コーディネーター］ 

         玉田 和也  舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター長 

5．まとめ 

         堀本 恒秀 氏 京都府建設交通部道路建設課 課長 

                                        以上 

 

 

     

  写真6.6.1 舞鶴高専 内海校長挨拶     写真6.6.2 丸山 久一 氏による基調講演 

 

     

  写真6.6.3 舞鶴高専ｉＭｅｃ活動報告     写真6.6.4 大坪 裕 氏による話題提供 
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写真6.6.5 福井高専 田村校長による話題提供    写真6.6.6 牧野 徹 氏による話題提供 

 

     

  写真6.6.7 パネルディスカッション      写真6.6.8 堀本 恒秀 氏によるまとめ 

 

 

 

 ★参加者のアンケート結果 

 

図6.6.1 ｉＭｅｃフォーラム２０２１       図6.6.2 ｉＭｅｃフォーラム２０２０に 

を知ったきっかけ                 参加しようと思った理由 
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図6.6.3 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の   図6.6.4 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の 

各プログラムについての感想         各プログラムについての感想 

① 基調講演                ② 活動報告 

      
図6.6.5 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の    図6.6.6 回答者情報 ① 年齢 

各プログラムについての感想 

③ パネルディスカッション 

    

図6.6.7 回答者情報 ② 所属       図6.6.8 回答者情報 ③ 勤務地 

 

図6.6.9 開催方法 
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図6.6.10 ｉＭｅｃフォーラム２０２１ ポスター 
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６．７ 大学改革を担う実務家教員フェア２０２２ 

（表中敬称略） 

会議名 大学改革を担う実務家教員フェア２０２２ 

日 時 2022 年2 月19 日（土） 13:30 ～ 14:30  

場 所 Zoom によるオンライン開催 

出席者 
舞鶴工業高等専門学校 教授 玉田 和也，特命准教授 嶋田 知子 

長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 

≪プログラム≫ 

「実務家教員育成プログラム」受講のススメ 

 

実務家教員を目指す社会人を対象に、2019 年度に文部科学省事業に採択され、 

実務家教員育成プログラムの開発や提供を進めてきた全国4 つの拠点の取り組みや 

これまでの成果を紹介します。 

 

＜KOSEN-REIM関係分のみ表示＞ 

KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築 

実務家教員育成研修プログラム 

地方の建設技術者の技術レベル向上を目指し、高専におけ 

るインフラメンテナンス分野のリカレント教育を担う人材 

を育成します。 

 

提供校： 

舞鶴工業高等専門学校・福島工業高等専門学校 

長岡工業高等専門学校・福井工業高等専門学校・香川高等専門学校・放送大学 

以上 

 

 

図6.7.1 実務家教員育成研修プログラム       図6.7.2 実務家教員育成研修プログラム 

  コーディネーター                   実証講座受講生 

嶋田 知子特命准教授の発表              白井 一義氏の発表 
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第７章 地域連携体制の構築 

７．１ 福島工業高等専門学校 

７．１．１ 地域連携体制の構築状況 

（１）地域連携体制の構築 

１）構築概要 

福島県は南北方向に延びる山脈や山地によって，県西部に位置する「会津」，県中央部に位置する

「中通り」，県東部に位置する「浜通り」の 3地域に分けられる。まずは地域を限定し，福島高専の

ある「浜通り」における地域連携体制を構築することにして，「浜通り地域社会基盤メンテナンス教

育推進協議会（以下，浜通り協議会）」を令和 3年度に設置した。 

浜通り協議会は，福島県浜通りを中心とする地域において，社会基盤メンテナンスに関わる産官

学が協力のもと，当該分野の人材育成を推進していくための諸課題等を協議することを目的として

いる。建設コンサルタント等の民間団体は，当面の間，浜通り協議会外での協力をお願いしている。 

 

 ２）協議会構成 

 浜通りを中心とした活動とするため，浜通りにある4市町（いわき市，南相馬市，広野町，楢葉町）

に加え，アドバイザーとして国土交通省東北地方整備局と福島県いわき建設事務所を浜通り協議会

の構成メンバーとした。浜通り協議会の委員を表7.1.1に示す。 

 

表7.1.1 浜通り協議会 委員 

協議会役名 所  属 職 名 

会 長 福島工業高等専門学校 校 長 

副会長 福島工業高等専門学校 都市システム工学科 教 授 

委員（行政機関） いわき市 土木部長 

委員（行政機関） 広野町 建設課長 

委員（行政機関） 楢葉町 建設課長 

委員（行政機関） 南相馬市 維持担当課長 

委員（教育機関） 福島工業高等専門学校 都市システム工学科 准教授 

アドバイザー 国土交通省 東北地方整備局 磐城国道事務所 副所長 

アドバイザー 福島県いわき建設事務所 企画調査課長 

 

 ３）協議会要領（案） 

 浜通り協議会の要領（案）を図 7.1.1に示す。 

 

（２）継続連携 

 令和2年8月に締結した「福島ロボットテストフィールドを活用した社会基盤メンテナンスに関

する研究開発及び人材育成並び福島イノベーション・コースト構想の推進に関する連携協定」は，

令和4年3月現在継続中である。 
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図7.1.1 浜通り協議会要領（案） 

 

７．１．２ 今後の活動方針 

次年度は，浜通り協議会を年に 3回程度実施し，講習会参加の協力依頼や地域に根ざした人材育

成の活動を行う計画である 
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７．２ 長岡工業高等専門学校 

７．２．１ 地域連携体制の構築状況 

 長岡高専では、長岡市を中心とする地域において、社会基盤メンテナンスに関わる産官学が協力

し、当該分野の人材育成を推進していくための諸問題を協議するための機関として、「長岡地域社

会基盤メンテナンス教育推進協議会」を令和３年５月に発足した。表7.2.1に委員名簿を示す。 

 

表7.2.1 長岡地域社会基盤メンテナンス教育推進協議会 委員 

種別 所属 役職 備考 

委員(学術) 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 教授 会長 

 同 准教授  

 同 准教授  

委員(行政) 新潟県 長岡地域振興局 地域整備部 部長 副会長 

長岡市 土木部 部長 副会長 

見附市 建設課 課長  

小千谷市 建設課 課長  

出雲崎町 建設課 課長  

委員(民間) (一社)新潟県建設業協会 長岡支部 支部長  

(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 技術部会長  

アドバイザー 国土交通省 北陸地方整備局 企画部 環境調整官  

長岡技術科学大学 原子力システム安全工

学専攻 

教授  

 

 今年度の協議会開催実績を表7.2.2に示す。総会、幹事会を各１回開催した。総会においては会則

を審議・決定した後、事前に各参加者に配布・回収したアンケートに関して意見交換を行った。幹

事会においては、REIM長岡高専の活動中間報告と、e+iMec講習会試行開催の振り返りを行った。写

真7.2.1、写真7.2.2に総会と幹事会の状況、表7.2.3に総会におけるアンケートの設問と回答傾向を

示す。 

 

表7.2.2 令和３年度地域協議会開催実績 

種別 期日 会場 議事内容 

総会 5月25日 オンライン 

（Zoom） 

会長・副会長選出 

趣旨説明・会則審議 

KOSEN-REIM事業および進捗紹介 

社会基盤メンテナンスに関するアンケート・意見交換 

e+iMec講習会試行講座の案内 

幹事会 11月19日 長岡高専会議室・実習

フィールド 

REIM長岡高専令和3年度活動中間報告 

e+iMec講習会試行開催の振り返り 

令和4年度活動計画 

実習フィールド見学 

-151-



 

写真7.2.1 地域協議会総会（Zoom開催） 

 

  

写真7.2.2 地域協議会幹事会 

 

表7.2.3 社会基盤メンテナンスに関するアンケートの回答傾向 

設問 回答傾向 

１．所属組織における地域の社会基盤メンテナンスの課

題および取り組み 

財源不足、人材不足、それらを補うICT活用の取り組み。

住民との合意形成の課題。 

２．社会基盤メンテナンスに関する人材育成における課

題および取り組み 

レベルに応じた教育機会が必要。また各機関で研修等の

実施例。 

３．高専のリカレント教育に対する期待や要望 対象者別・目的別の講習、また基礎部分の充実を希望。 

４．有料講習に対する障害、アイデア、要望 有料なりのメリットの提示が必要。会員の受講費軽減の

要望も。 

５．市民啓蒙活動の例、要望 土木に親しむ内容の実施例や、インフラメンテナンスの

必要性を訴える内容の要望。 

 

 

７．２．２ 今後の活動方針 

 令和４年度についても、春の総会、秋の幹事会を計画している。REIM講習会の受講促進、e+iMec

講習会「応用編（橋梁点検）」および「コンクリートの品質管理」の実施と評価、人材育成の課題共

有、資格取得や有資格者の活用促進、市民講座の展開などについて、活発な議論を交わしていきた

い。 
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７．３ 福井工業高等専門学校 

７．３．１ 地域連携体制の構築状況 

地域連携体制として福井県社会基盤メンテナンス推進協議会を立ち上げた。組織図を図 7.3.1に

示す。令和 3年度は，第 1回協議会を令和 3年 5月 20日（木），第 2回協議会を令和 3年 12月 1

日（水）に実施した。また，第3回の協議会は，令和4年3月14日（月）に計画している。各協議

会の議事等を以下に示す。 

 

(1) 令和3年度第1回福井県社会基盤メンテナンス推進協議会について 

令和3年5月20日（木）15:00

から 17:00，福井高専環境都市工

学科棟3階デザインアトリエを会

場として，第1回の協議会を開催

した。会議の冒頭，各委員には実

習フィールドを見学して頂いた。

委員の実習フィールドの見学や協

議会の様子を図7.3.2に示す。協

議会の会長には，福井高専田村校

長に就いて頂くことが了承され，

議長として会議を進行頂いた。 

議事は，(1)FIMEP 及び推進協議会の概要，(2)文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム

構築事業」における『KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』の概要，

(3)令和3年度FIMEPの活動内容（基礎編（橋梁点検）の実証講座，舞鶴高専が実施する実務家教員

養成講座），(4)文部科学省「人材育成システム構築事業」と FIMEPの今後の活動についてである。 

FIMEP の目的や協議会の概要を説明し賛同を頂いた。令和 3 年度に実施する基礎編（橋梁点検）

実証講座に関する説明を行った後，各委員に受講者の募集協力の依頼したところ，快諾頂いた。ま

た，実務家教員養成講座の概要と受講生の募集について説明を行った。協議会は，朝日新聞，福井

新聞，日刊県民福井からの取材も受け，新聞記事として報道された。 

 

  

(A)実習フィールドの説明 (B)協議会の様子（会長：田村校長） 

図7.3.2 令和3年度第1回福井県社会基盤メンテナンス推進協議会の様子 

 
図7.3.1 福井県社会基盤メンテナンス推進協議会の組織図 
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(2) 令和3年度第2回福井県社会基盤メンテナンス推進協議会について 

令和3年12月1日（水）14:00から16:00，福井高専環境都市工学科棟 3階デザインアトリエを

会場として，第2回の協議会を開催した。 

議事は，(1)令和3年度の事業（e＋FIMEP講習会 基礎編（橋梁点検）,FIMEPの活動内容）,(2）

教材の提供（塩害の地覆，鋼製伸縮装置，PCの材料，鋼橋の塗装サンプル，ワンサイドボルト等），

(3)令和4年度以降の計画（開催講座，FIMEP活動内容）である。 

委員からは，福井県道路メンテナンス会議の中で国土交通省から「自前で橋梁点検を実施する自

治体もあるが，知識を持った技術者が点検しているか？」との意見があり，福井高専の講座を紹介

したとの報告があった。また，新入社員の中には文系出身の社員もいるため基礎編の呼び水となる

講座を企画すれば，基礎編の受講者増にもつながるのではないか？」との意見を頂いた。講座のテ

キストに福井県内の橋梁の写真を使用したいと説明したところ，福井県が活用しているクラウド型

管理システム（SIMPL）の利用許可を得ることができた。 

(4)令和3年度第3回福井県社会基盤メンテナンス推進協議会について 

次年度の計画を委員に報告し，各講座の受講生の確保につなげるため，令和4年3月14日14:00

から16:00の予定で第3回の協議会を計画している。(1)令和4年度の事業（講座内容，講座スケジ

ュール，受講料，受講人数，講座申込方法，協議会の予定），(2)SIMPLの写真提供について報告す

る予定である。 

 

７．３．２ 今後の活動方針 

令和4年度以降も福井県社会基盤メンテナンス教育プロジェクトの 3つの目標を達成することを

活動方針とする。次年度も福井県社会基盤メンテナンス推進協議会において，福井県内の建設技術

者のニーズを確認しながら，講座を実施して行きたい。また，若手建設技術者の養成では，次年度

も福井県道路保全課，コンクリート診断士会と連携し学生向け講習会実施に協力する。 

前述の協議会においては，官公庁，民間企業ともに平日の講座開催を希望されているため，これ

に対応する。令和4年度は，基礎編（橋梁点検）の講座を2回（6月，8月の平日（定期試験時））

実施する計画を立てている。当初の予定では，連携校は 5回の講座を実施することになっていたが，

福井県内の技術者の数を考慮すると年間 2回の講座が妥当であると考えている。令和4年度の基礎

編への参加希望者数を確認しながら，令和 5年度以降の講座の回数を決定したい。 

応用編（橋梁点検）の実証講座は 1回（9月の平日（夏季休業中）），専門特修講座（建設 ICT）の

講座は1回（2月の平日（定期試験時））の計画を立てている。また，協議会で意見を頂いた基礎編

の呼び水となる講座（文系出身者のための講座）を 5月に計画する。 

基礎編（橋梁点検）については，令和 3年度，本校のスタッフのみで実施できたため，次年度以

降の講座開催に自信を持つことができた。応用編（橋梁点検）の実証講座については，福井県から

は実務家教員養成講座を受講した方がいないため，令和4年度は舞鶴高専から講師を派遣頂くこと

になると考えている。福井県内で橋梁点検調書を書くことができる技術者に実証講座の現場実習等

を見学頂き，令和5年度以降の応用編（橋梁点検）を開催できるよう準備したい。また，専門特修

講座（建設 ICT）については，スタッフの役割分担や外部講師の手配を計画しなければならない。

具体的には，BIM／CIMについては福井県内のソフトウェア会社等に協力を依頼する予定である。 
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７．４ 舞鶴工業高等専門学校 

７．４．１ 地域連携体制の構築状況 

 京都府北部に所在する産官学の関係機関で構成し，地域ニーズ等の調査，橋梁メンテナンス技術

者育成カリキュラムの開発における実証・検証への参加，及び，本事業成果の普及・活用等を行う

ことを目的として，平成２７年度に「京都府北部橋梁メンテナンス推進協議会」を設置した。 

 別紙に本協議会 開催要領を示す。 

 

７．４．２ 会議等の開催 

会議名 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和３年度第１回） 

日 時 令和3年6月25日（金）13:30～16:00 

場 所 舞鶴高専本館２階 中会議室 

議事 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．2021年度実施計画について（報告） 

３．リカレント教育プログラムの開発について（報告） 

４．橋梁メンテナンスに関する技術資格制度について（周知） 

５．実務家教員育成研修プログラム実証講座について（報告） 

６．フリートークvol.3「各自治体での橋梁修繕工事の実施例と問題・課題点について」 

７．その他（今後の予定）                                                        以上 

会議名 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和３年度第２回） 

日 時 令和4年3月22日（火）13:30～16:00 

場 所 舞鶴高専本館４階 大会議室 

議事 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．リカレント教育プログラム（ｅ＋ｉＭｅｃ講習会）について（報告） 

３．橋梁メンテナンスに関する技術資格認定について（周知） 

４．実務家教員育成研修プログラムについて（報告） 

５．フリートークvol.4「メンテナンス実施事例と土木初心者用教育コンテンツについて」 

６．その他（今後の予定）                                                        以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真7.4.1 会場の様子           写真7.4.2 意見交換の様子  
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別紙 

 

京都府北部橋梁メンテナンス推進協議会 開催要領 

 

１． 設置目的 

 舞鶴工業高等専門学校では，文部科学省の平成２７年度「成長分野等における中核的専門人材養成

等の戦略的推進」事業として，京都府北部地域におけるアクティブ・ラーニングを基軸とした橋梁メ

ンテナンス技術者育成カリキュラムの開発に取組む。本事業では，橋梁メンテナンスに係る京都府北

部地域固有の課題・ニーズに対応するため，産官学連携による橋梁メンテナンス推進体制を構築し，

オーダーメード型教育プログラムの開発を行う。 

本協議会は，京都府北部に所在する産官学の関係機関で構成し，地域ニーズ等の調査，橋梁メンテナ

ンス技術者育成カリキュラムの開発における実証・検証への参加，及び，本事業成果の普及・活用等

を行うことを目的とする。 

 

２．協議会等の構成 

 京都府北部橋梁メンテナンス推進協議会（以下「協議会」という。）を，以下の委員により構成す

る。 

  会  長  玉田 和也  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

  副会長(行政機関) 京都府中丹広域振興局 建設部長 

  副会長(行政機関) 舞鶴市 建設部長 

  行政機関  京都府丹後広域振興局 建設部長 

         綾部市 建設部長 

         福知山市 建設部長 

         宮津市 建設部長 

         京丹後市 建設部長 

         伊根町 地域整備課長 

         与謝野町 建設課長 

  業界団体   （一社）京都府測量設計業協会 

  宮津建設業協会 

（以上，敬称略） 

３．協議事項 

（１）京都府北部地域における学び直しニーズ等の調査 

（２）橋梁メンテナンス技術者育成カリキュラムの開発における実証・検証 

（３）本事業成果の普及・活用 

４．庶務 

  協議会の庶務は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターにおいて処理する。 

５．その他 

  この要領に定めるほか，必要な事項については，協議会において定める。 
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７．５ 香川高等専門学校 

７．５．１ 地域連携体制の構築状況 

 産官学が連携して，地域における橋梁メンテナンスの現状共有および課題解決を推進することを

目的に「香川社会基盤メンテナンス推進協議会」を2021（令和3）年7月30日に設立した。 

 設立に際しては、県内の8市9町の全自治体及び民間協会に直接訪問（一部オンライン）して意見

交換を行った。設立総会において、下記役員の選出および本協議会の活動内容に関して討議が行わ

れた。その結果、具体的活動として会員へアンケート調査を行い幹事会、部会等で活動を進めてい

くこととした。 

1）協議会の概要 

① 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 特徴・目的 

(1) 産学官が揃った組織  ：オール香川の構成 

(2) 地域人材の育成    ：地元での講習会により地元の人材を育成 

(3) 地域の実務課題の解決 ：本音で語る場を提供して個々の課題を解決 

２） 協議会役員 

① 会 長：林 和彦    香川高専社会基盤メンテナンス教育センター センター長 

② 副会長：岡﨑 慎一郎  香川大学創造工学部築都市環境コース 准教授  

③ 副会長：石原 弘之   国土交通省四国地方整備局道路部 道路保全企画官  

④ 副会長：中村 勇夫   香川県土木部道路課 課長補佐  

３） 協議会活動 

① 9月24日 第2回幹事会開催 

 ・総会の結果に基づき、2件の部会と1件の調査を決定 

② 2月3日 第3回幹事会開催 

   ・2件の部会の主査および副査を決定。委員は会員を主に募集することを決定。 

図7.5.1 組織図 
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４） 総会の様子 

出席者数39名, 

 

写真7.5.1 会議の様子 

 

写真7.5.2 実習フィールド見学 

 

７．５．２ 今後の活動方針 

１）部会活動の推進 

2021年度末から2022年度にかけて、下記3件の活動（部会、調査）を推進する。 

① 【部会】健全性診断判定部会 

・主査：林准教授（香川高専、本協議会会長）、副主査：美濃課長補佐（高松市道路整備局道路整備

課） 

・委員：主に会員から募集  

・内容：現状の橋梁点検の判定段階で健全性診断に関して判定に悩む場合がある際の疑問や問題点

を議論して適正な判定方法を探る。  

② 【部会】新技術点検部会 

・主査：岡﨑准教授（香川大学）、副主査：松本課長（復建調査設計／建設コンサルタンツ協会）  

・委員：主に会員から募集 

・内容：点検における新技術の利活用に関して、国県に比べて市町が管理する橋梁は小規模なため

提案された技術がマッチングしない場合がある。自治体職員の直営点検等、点検業務自体

にどういった課題があり、それを技術や仕組みで解決する方法について検討する。 

③ 【調査】橋梁点検に関する県内外の各種講習会の整理や技術者教育のあるべき姿 

・部会とはせず、香川高専社会基盤メンテナンス教育センターが中心となり、協議会メンバーへヒ

アリングしながらとりまとめを行う。 
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第８章 外部評価 

８．１ 外部評価委員会 

本取組に対する令和３年度の外部評価を，社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において

実施した。社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の委員構成を表8.1に示す。 

表8.1 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会委員構成 

 氏 名（敬称略） 所属・役職等 

委 員 長 石田 雅博 
（国研）土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 
橋梁構造研究グループ 上席研究員 

副委員長 大坪 裕 国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路保全企画官 
委 員 西村 祥一 京都府中丹広域振興局 建設部長 
委 員 田中 洋 舞鶴市 建設部長 
委 員 大石 耕造 （一財）京都技術サポートセンター 理事長 
委 員 三田 健大 株式会社安部日鋼工業 大阪支店 技術工務部 次長 
委 員 永岡 弘 株式会社ＩＨＩインフラ建設 技術部 
委 員 丹羽 信弘 中央復建コンサルタンツ株式会社 構造系部門 技師長 
委 員 高橋 良和 京都大学大学院 工学研究科 教授 
委 員 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 
委 員 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 准教授 
 

８．２ 外部評価の実施 

 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において，本取組に対する令和３年度の事業評価，

技術審査を表8.2のとおり実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，メール会議，及び，

対面オンライン併用により実施した。 

表8.2 事業評価，技術審査（令和３年度）の実施概要 

会議名 開催日程 開催方法 評価項目 

第１回 令和3年6月29日 
対面及び 
オンライン 

技術資格認定審査について 
リカレント教育プログラムの修了評価について 

第２回 令和3年10月8日 オンライン 
技術資格認定審査について 
橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】について 
橋梁診断技術者資格認定制度について 

第３回 令和3年11月16日 オンライン 
技術資格認定審査について 
橋梁診断技術者認定試験再試験について 

第５回 令和4年3月23日 オンライン 
技術資格認定審査について 
令和3年度事業評価 
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第９章 広報活動・学会発表 

９．１ ホームページの作成 

   

   

-160-



 
 
 

９．２ パンフレットの作成 

（１）事業紹介パンフレット 
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（２）リカレント教育プログラムパンフレット 
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（３）実務家教員育成研修プログラムパンフレット 
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９．３ 発表論文 

 

次ページ以降に今年度の KOSEN-REIM事業に関する論文を示す。 

項目は以下のとおりである。 

 

① インハウスAI エンジニア育成のための教材開発～土木・建築分野に向けて～ 

吉村 智貴、玉田 和也 

 

② 社会基盤を支えるメンテナンス技術者養成による地方創生に向けた教育コンテンツの開発 

  毛利 聡、掛 園恵、嶋田 知子、玉田 和也 

 

③ 橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラムの開発 

その１．専門特修講座【施工技術と施工管理】 

入江 正樹、林 和彦、長谷川 雄基、浅野 寛元、玉田 和也 

 

④ 橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラムの開発 

その２．専門特修講座【橋梁長寿命化対策】  

白井 一義、丸山 聡、宮川 清剛、陽田 修、玉田 和也 
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９．４ 新聞掲載 

（１）2021年 8月 18日 文教速報に香川高専の地域連携の取組の記事が掲載 

 

（２）2021年 8月 23日 建設工業新聞に長岡高専のリカレント教育の取組の記事が 

掲載 
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（３）2021年 8月 23日 文教ニュースに香川高専の地域連携の取組の記事が掲載 

 

（４）2021年 8月 24日 建設通信新聞に長岡高専のリカレント教育の取組の記事が 

掲載 
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（５）2022年 3月 24日 道路構造物ジャーナルネットに長岡高専のリカレント教育 

の取組の記事が掲載 
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（６）2021年 9月 4日 建設速報に長岡高専のリカレント教育の取組の記事が掲載 

 

（７）2021年 9月 10日 文教速報に 香川高専 基礎編プログラム試行の記事が掲載 
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（８）2021年 9月 11日 橋梁新聞に長岡高専のリカレント教育の取組の記事が掲載 
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（９）2021年 10月 20日 文教速報に 福島高専 基礎編プログラム試行の記事が掲載 

 
 

 

（１０）2021年 11月 8日 朝日新聞に KOSEN-REIMの取組記事が掲載 
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（１１）2021 年 12 月 13 日 文教ニュースに福井高専 基礎編プログラム試行の記事

が掲載 

 

（１２）2021年 12月 15日 文教速報に福井高専のリカレント教育の取組記事が掲載 
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（１３）2022年 2月 15日 橋梁通信に舞鶴高専のリカレント教育の取組記事が掲載 
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９．５ 雑誌掲載 

（１）2021年 7月号 基礎工に舞鶴高専のリカレント教育の取組記事が掲載 
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（２）2021年 8月号 先端教育に KOSEN-REIMの取組記事が掲載 
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（３）2021年 10月号 土木技術資料に KOSEN-REIMの取組記事が掲載 
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（４）2022年 2月 14日号 日経コンストラクションに 

舞鶴高専のインフラメンテナンス取組記事が掲載 
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参考資料１ 

リカレント教育推進委員会議事録 

 

リカレント教育推進委員会（令和３年度第１回）議事録 

日時：令和３年５月７日（金）10:30～12:00 

場所：Ｗｅｂ会議（Ｚｏｏｍ） 

（文中敬称略） 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 厳しい社会情勢の中，事業３年度目のスタート。連携高専では本格的に教育拠点としての活動

が始まる。２０２１年度に認定制度を申請する，実務家教員育成研修プログラムの実証講座に

よる専門教士の育成，認定申請に向けた審査会の設置も進めていく。 

 ３年度目を迎え，自立運営に向けた取組も進める。連携体制を強め，進めていきたい。 

事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 ５年計画の３年目。２０１９年は立上，２０２０年度は教育コンテンツの開発及び実証講座を

行った。今年度は実証の年，専門特修講座の開催，連携高専での基礎編の実証講座を実施する。 

 本事業のメインとなる実務家教員の育成もスタートする。皆さまには年間計画を共有している

が，会議，実証の為の講習会など多く予定している。各校，学校をあげて連携していくことが

大切。情報と現状の認識を共有することで，着実に成果を挙げていく。 

  福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 

 福井高専は阿部先生，辻野先生を中心に，学内の準備をしっかり進めている。福井高専のオリ

ジナリティを出すため，福井県の関係者を巻き込んで，事業終了後も継続できるように取り組

んでいる。５月に地域連携協議会も立ち上げる。 

  香川高等専門学校 校長 田中 正夫 

 香川高専は林先生，入江先生を中心に，地元のインフラ関係者と連携して，活動を地元に根付

かせていきたいと考えている。 

 

２．議事 

（１）ＫＯＳＥＮ-ＲＥＩＭ事業実施計画・スケジュール 

  ・高専ＲＥＩＭ事業実施計画（５カ年）      …… 資料1-1 

  ・高専ＲＥＩＭ令和３年度ＴＯＤＯ      …… 資料1-2 

 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム 新規連携企業 

⇒国土交通省近畿地方整備局企画部，橋梁調査会近畿支部 

 

  ・連携高専令和３年度実施計画       …… 資料1-3 

 連携高専でのプログラム試行について，準備，段取りを進める。コロナ禍のため，講習会開催
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の最終判断には，その時点の社会的状況をみる必要がある。 

 福島高専の取組が少し遅れている。連携高専にも相談しながら進めていただきたい。 

 （事務局より）プログラム試行（基礎編）の運営マニュアルを作成次第共有する。 

 

（２）リカレント教育プログラムの開発状況 

  ・専門特修講座第２回実証講座       …… 資料2 

  ・開発状況について 

専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況     …… 資料3-1 

 新技術を受講者に体験していただく内容。新技術を恐れずに，触れて知ることから，Society5.0

に対応できる技術者育成を目標にしている。体験型学修の内容はアップデートをしていく。 

 

橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況     …… 資料3-2 

 橋梁診断は，位置付けとしては最上位の講座である。応用編まででかなりのレベルを実施して

いるため，学修内容の位置付けが難しい面もある。必要に応じて応用編から内容を移すことも

あっても良いと考える。全ての分野を網羅したような知識を整理できる内容にしていきたい。 

 最上位講座，集大成ということで，横並びとして他大学で実施している ME 等と比較したとき

に，高専REIMの特徴はあるのか？同じものを網羅しているのか。＋αがあるのか。 

⇒認定資格が取れる（例えばコンクリート診断士等の）資格と比べると，同等の“知識量”を

つけることは難しいと考える。主眼は，診断およびマネジメントができるようになること。 

⇒ME は一定の技術レベルにある技術者の学び直し，REIM は土木外からの入職者など初級者か

らのステップアップ，橋梁メンテナンスに特化しているところが一番の違いと考える。 

 診断士の場合は，資格を取ってもペーパードライバーで活用できていないことも事実。学びの

アウトプット（実務での活用）ができる点で，自信を持って紹介していける。 

 知識量の担保について：橋梁点検技術者育成課程に上乗せするイメージで，専門特修講座の４

講座＋診断編を全て含めて知識量を担保する考え。コンクリート診断士の講座で教えている内

容のうち，点検・診断に関わるのは部分的であり，国土交通省登録資格もこの部分で認定され

ている。診断の実務を想定した実践的講座とし，申請に向けては，星取で整理していく。 

 

（３）実務家教員育成研修プログラム実証講座       …… 資料4 

 育成する実務家教員の専門性を鑑みて，鋼橋の技術者にも応募を打診している。 

 5/17申込〆切，5月下旬受講者決定。 

 

（４）経費執行について        …… 資料5 

 執行状況調査を年度内に数回実施する予定である。 

 

３．その他（今後の予定等） 

 社会情勢により予定の変更調整が多くなることが見込まれる。 

 

以上 
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リカレント教育推進委員会（令和 3年度第 2回） 議事録 

日時：令和3年9月16日14:30～16:00 
場所：Web会議（Zoom）       

（文中敬称略） 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 各高専でのプログラムの執行状況，実務家教員養成研修プログラム，文科省の事業評価（仮の

中間評価）について報告とそれぞれに対する意見をいただきたい。 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 新型コロナで厳しい社会情勢の中，本事業は概ね計画通り進行していることに感謝する。 

 4高専で基礎編の講習会を行った。それぞれで良い準備をしてもらい，良いスタートが切れた。 

２．議事 

（１）文部科学省事業評価（仮中間評価）について      …… 資料1 

 新型コロナ感染症の状況を踏まえ，本年度は「中間評価」に準じた「仮中間評価」が実施され

る。 

 書面評価（書類提出〆切：10/15）とオンライン面接評価（12/7）で行われる。 

 面接評価出席者は 5 名。舞鶴高専 玉田，毛利，嶋田，総務担当，連携高専から 1名を調整予

定。 

（２）連携高専によるプログラム試行について 

  ・福島高専（8/31-9/1）         …… 資料2-1 

  ・長岡高専（8/23-24）         …… 資料2-2 

  ・福井高専（9/6-7）         …… 資料2-3 

  ・香川高専（8/26-27）         …… 資料2-4 

 連携高専事業責任者より開催報告（配布資料，議事メモ参照）。 

（３）専門特修講座【建設ＩＣＴ】第１回実証講座について        …… 資料3 

 第１回実証講座（ｅラーニング 9/3～，対面講習会9/25～26）を開催する。 

（４）橋梁診断技術者資格認定制度について         …… 資料4 

 第１回実証講座（ｅラーニング 10/15～，対面講習会11/6～7）を開催する。 

 外部検証（社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会）は，10/8および11/16を予定。 

（５）実務家教員育成研修プログラム実証講座について           …… 資料5 

 全６回，７講座のうち，現在までに３回まで終了した。 

 受講生１５名，検証担当の先生方がオンラインを併用しながら参加できている。 

（６）経費執行状況について 

 上半期の執行状況，下半期の執行予定の調査を行う。詳細は後日メールにて連絡予定。 

３．その他（今後の予定等） 

 議事次第参照 

 

以上 
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リカレント教育推進委員会（令和 3年度第 3回） 議事録 

日時：令和4年3月7日（月）13:30～16:00 

場所：Web会議（Zoom） 

（文中敬称略） 

１．はじめに 

委員長あいさつ 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 ⇒リカレント教育プログラムの開発，実務家教員育成研修プログラムの開発などそれぞ 

れの進捗状況を報告いただく。来年度予算や来年度に向けての相談ができればと思う。 

事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 ⇒本事業は5カ年計画の3年目である。今年度および来年度予算，また来年度に向けての体制等

について闊達な意見交換をお願いする。 

２．議事 

（１）ＫＯＳＥＮ-ＲＥＩＭ事業全体の進捗状況について（報告） 

・令和３年度ＴＯＤＯ     …… 資料1 

 ⇒資料1の説明（黒文字は終了，赤文字は進捗中・繰り越し） 

 ⇒事業全体の進捗は，概ね順調に進行している。 

（２）リカレント教育プログラムの開発状況（報告） 

・開発経過について     …… 資料2-1 

 ⇒4 つの専門特修講座【橋梁超寿命化対策】，【構造物の詳細調査】，【施工技術と施工管理】，【建

設 ICT】の開発と最上位講座である e＋iMec講習会【橋梁診断】の合計 5つ講座の開発を行っ

た 

 ⇒4つの専門特修講座は令和 2年度から 3年度にかけて合計 2回の実証講座，橋梁診断について

は今年度秋に実証講座を 1回行った。 

 ⇒令和 4 年度は，4 つの専門特修講座と橋梁診断講座を全て本講座として有料の講座として開催

する。 

・橋梁診断技術者資格認定制度について   …… 資料2-2 

 ⇒新たに技術資格「橋梁診断技術者」を創設した。 

 ⇒登録有効期間は4年とし，登録更新を実施する。 

 ⇒技術資格新設に伴い橋梁メンテナンス技術レベル認定基準を改定し，橋梁診断技術者資格認定

制度実施要綱を新規制定した。 

 ⇒「橋梁診断技術者（鋼橋,コンクリート橋）」が国土交通省登録資格として認められた。 

・令和４年度講習会開催計画（案）    …… 資料2-3 

 ⇒3月1日時点の講習会開催予定の説明 

 ⇒最新ファイルは，随時共有する。 

 ⇒8 月中旬に，高専生対象に基礎編を開催予定である。連携高専の学生にも参加していただきた

い。 

 ⇒「導入編」については，現時点で，積極的な宣伝・活用には至っていない。 

（３）実務家教員育成研修プログラムの開発状況（報告） 
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・2021 年度実証講座プログラム概要と実施結果   …… 資料3-1 

 ⇒受講１期生は技術的に優秀な方が多く，基礎編の講師に適した人材であった。 

 ⇒来年度は，一度，舞鶴高専での講習を体験してもらい，各高専からの要請を受け実務家教員を

派遣予定である。 

 ≪受講者等の感想≫ 

  ・業務の棚卸しや，普段あまり直接意識しないところができて，結果，振り返れば良い時間に

なったと思う。 

  ・他の受講生の方と技術的な話や，話し方，学生の質問の振り方など，勉強になるところが非

常に多くあった。 

  ・交通の時間と費用が，遠方からだとネックになる。 

  ・教え方のメカニズムを踏まえて学ぶことができて，とても参考になった。 

・2022 年度募集概要     …… 資料3-2 

 ⇒来年度の定員は12名。日程は決定。 

⇒受講料は試算段階ではあるが 135,000円程度を予定している。 

 ⇒教育実習の講義時間はあまり延ばせないので，アクティブラーニングでの指導に注力したい。 

 ⇒応募の働きかけをお願いする。 

・専門教士（建設部門）の認定について   …… 資料3-3 

 ⇒実務家教員育成研修プログラム評価委員会を新規立ち上げる。 

 ⇒委員の構成は概ね決まっており，打診および調整中である。 

・実務家教員の活用 …… 資料3-4 

 ⇒KOSEN-REIM事務局は登録された実務家教員と各高専からの派遣要請よりマッチングを行う。 

（４）各高専からの報告（報告） 

・リカレント教育実施環境整備，地域連携体制の構築状況 等 

福島工業高等専門学校    …… 資料4-1 

長岡工業高等専門学校    …… 資料4-2 

福井工業高等専門学校    …… 資料4-3 

香川高等専門学校  …… 資料4-4 

 ⇒4高専で地域連携体制の構築，長岡，福井，香川は，実物劣化教材の拡充整備を行った。 

 ⇒福島高専は，事業責任者が交代する。 

 ⇒高専機構と土木研究所は協定を結んでおり，各高専においてもこの協定を活用している旨，PR

をしていただきたい。 

（５）技術資格認定について（審議） 

・社会基盤メンテナンス技術資格運営委員会開催要領（改定案）  …… 資料5-1 

 ⇒2022年からは各高専で基礎編と応用編を開催することから，技術資格認定講座が本格的に実施

することとなる。 

 ⇒社会基盤メンテナンス技術資格運営委員会については，舞鶴高専と高専機構という形から拡大

し，連携高専も加わった 5高専および機構本部という形に再編する。 

 ⇒各高専事業責任者の先生にこの運営委員会に加わっていただきたい旨の提案があった。 

  （福島高専 齊藤先生，長岡高専 井林先生，福井高専 辻野先生，香川高専 林先生） 

 ⇒運営委員会は，年間4～5回開催しており，基本オンライン開催で実施する予定である。 
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・【基礎編（橋梁点検）】の受講料の改定について   …… 資料5-2 

 ⇒消費税率の見直し，人件費の改定，実績に基づく実物劣化モデルの維持・更新費などにより，

受講料の見直し検討を実施した。（講習会受講料34,000円，eラーニング受講料10,000円，計

44,000円） 

 ⇒来年度の受講料改定については，事業責任者間で調整を行い決定する。 

（６）令和３年度経費執行について（報告） 

・分担金変更額,各高専の経費執行状況と自己収入(自己負担額)  …… 資料6 

 ⇒令和3年度分担金について，年度末まで適切な経費執行をお願いする。 

 ⇒支出計画に大幅な変更が生じた場合には調整をするので連絡頂きたい。 

（７）令和４年度事業開始日及び補助金交付内定手続きについて（報告） 

・令和４年度事業開始日 令和４年４月１日（金） 

・令和４年度研究拠点形成費等補助金調書    …… 資料7 

 ⇒来年度予算は直接経費，間接経費を合わせて40,869千円。 

 ⇒eラーニングシステム使用料は，高専 REIM共通経費として舞鶴高専で計上している。 

 ⇒各高専にて目的を同じとする経費については，各高専の直接経費に計上した。 

 ⇒各高専，配分した予算を執行するまでに猶予があるので，予算調整については継続議論とする。 

（８）令和４年度事業実施計画（審議） 

・会議・講習会開催計画（案）    …… 資料8 

 ⇒会議関係は，主にオンラインを中心に開催予定である。 

 ⇒会議と委員会の開催月は大凡の予定であり，事業全体とそれぞれの委員長，部会長のとの日程

調整が終わり次第，会議・委員会の開催日を案内する。 

 ⇒来年度は，舞鶴高専・連携高専共に，多くの講習会を開催する予定である。 

 ⇒応用編実証講座の開催予定の長岡，福井，香川の3高専については，実証講座の受講生，つま

り基礎編の合格者の確保をにらんだ年度前半の基礎編受講促進をお願いする 

３．その他（今後の予定等） 
以上 
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参考資料２ 

REIM産学連携コンソーシアム合同会議 議事録 

 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和３年度第１回）議事録 
 

日時：令和２年６月１９日（金）15:00～17:00 

場所：キャンパスプラザ京都 第３会議室   

 

（文中敬称略） 

１．挨拶 

（１）議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 

２．2021年度ＫＯＳＥＮ－ＲＥＩＭ事業実施計画 

✓資料2-1～2-4を参照  

 

３．リカレント教育プログラムの開発 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況 

✓9月，12月に実証講座を開催する予定である。  

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 

✓診断編は、技術資格の認定試験問題の作成も重要である。 

✓合同会議でもアイデアを出して協働していく。 

 

４．実務家教員育成研修プログラム実証講座 

・受講者の公募・選考結果等 

✓資料4を参照 

✓18名の応募があり，書類選考の結果 15名を受講生に選出した。 

✓全ての受講生が，技術士や高い専門性を示す技術資格を保有している。 

✓既に大学・高専で非常勤講師を経験している方もあり，教える技術を勉強したいという声が多

くある。 

 

５．各部会からの報告 

・人材育成・活用システム設計部会（令和３年度第１回）報告 

✓部会議事録を参照 

✓一般財団法人化に対して大きな反対意見はない。法人化に向けて取組を進める。 

 

６．意見交換『リカレント教育の支援体制』 

 高専は 15 歳の学生を育てるとともに、リカレント教育を進めていく。本事業は 4年目以降，

徐々に自立を促される。建設 ICTなどの新技術の活用とともに地道な教育も必要。この事業を
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継続するため財団法人化を目指す。学生への波及効果も必要。先生方のお考えを。産官の皆様

からは資金面のアイデアをいただければ。（玉田委員） 

 本校の体制もまだまだ。資金面は気になる。ME新潟は受講料無料だが継続性が問題。内容のア

ップデートにどのくらいの力をかけるかも気になる。（井林委員） 

 現役学生へのリカレント教育コンテンツの適用については？（玉田委員） 

 学生の教育に使えたら効果が高いと思う。（井林委員） 

 十分なボリュームがあり、専攻科生向けの維持管理の授業で生かしていきたい。フィールドに

出て橋をみると理解が深まる。（江本委員） 

 新設法人にはeラーニングのブラッシュアップ、ID発行、リカレント教育の内容の追加・更新

などの役割を期待する。また，コンテンツをいかに地方公共団体や建設業界などに広げること

や，現在育成している実務家教員が高専教育やリカレント教育で技術伝承することに介在する

ことを考えている。（玉田委員） 

 研修によって知識を高めること、社会人にとってはそのインセンティブが重要。学生向けには，

現場教育の教材としてフィールドのマッチングができるといい。（増田委員） 

 技術事務所の研修などは、地方自治体にもオープンだが、そこでカバーしきれないところを狙

いたい。（玉田委員） 

 国交省の研修は、橋梁メンテナンス初級が中心。この研修では，診断に必要なノウハウでなく、

全国共通の教材によりメンテナンスの知識を教える。１週間となると市町村の職員は制約条件

が多く参加しにくく，特に小規模な自治体は人員の都合もあり参加が厳しいことから，小規模

なロットの研修は有効である。（増田委員） 

 実務家教員の申込状況のよさ、リカレント教育の大切さ、タイミングが良い。高専のネットワ

ークを使って広まるとよい。（原田委員） 

 直近の課題として、e ラーニングシステムの保守・管理に費用が掛かっており，これを関係機

関でどのように負担するか，がある。（玉田委員） 

 放送大学ではデータサイエンス教育に力を入れている。ほかにも使えそうな教材があり、

KOSEN-REIMでも活用してほしい。費用はかかるが、人をかけて 1から作るほどのお金はかから

ない。北海道大学では放送大学の教材を使っている事例もある。技術士の制度改革で、CPD に

よる制度更新、技術士のリカレント教育にも目を向けていただけるとよい。（中谷委員） 

 現在、専門特修講座【建設 ICT】の開発で、e ラーニングコンテンツの提供を行っている。そ

の他、オンライン講座を提供しており、映像コンテンツなどでもお役に立てる。（東海林委員） 

 データサイエンスは進歩が速いが、コンテンツ更新の頻度についてのお考えは。（玉田委員） 

 最先端は進んでいるが、基礎の統計学や匿名化処理、リテラシーについては比較的長期間有効

な学修内容と考えている。10年までは難しいが 4～5年はもつ。その次のレベルも同様。変わ

っていく部分は最新の研究の中で切り開いていく部分であるが、放送大学では数年のスパンを

想定して作っている。機械学習をどのように橋梁メンテナンスに生かしていくか、学生も興味

を持つと思う。（中谷委員） 

 【建設 ICT】の eラーニングコンテンツの基礎的なところは社内の新人教育などでも活用でき

のではないかと期待している。（福冨委員） 

 最先端の技術のベースとなるものをきちっと理解しておかなければならない。点検にかかわっ

ている行政や点検業者が，点検に最低限必要な知識のレベルとしてベースをきちっと修得でき
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るコンテンツにしておけば活用が図れる。（佐溝委員） 

 eラーニングは子育て中の女性も活用できる。診断というような細かな配慮は女性の方が得意。

育児休業中・子育て中や，再就職を考えている女性技術者の方向けに eラーニングを作ってほ

しい。リカレント教育で優秀な診断技術者を養成する過程で，ＡＩとして貴重な判断が溜まっ

ていくことから，外部とも連携し，ＡＩの共同研究をやっていくべき。（田底委員） 

 実務家教員の応募者があるか心配していたが、年齢構成を見ると、３０代、４０代の方々も多

く応募されており、将来があるなというのが私の感想。（先本委員） 

 将来に向けてどうやって自立していくか、財団を設立するとかの話まできた。先のことも考え

ながら、事業を進めていきたい。（内海委員長） 

 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和３年度第２回）議事録 
 

日時： 令和３年３月１１日 13:30～15:30 

場所： オンライン（Zoomミーティング） 

（文中敬称略） 

 
１．議長挨拶 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 議長途中退席予定のため、以後の議事進行を玉田委員に委託した。 
 
２．今年度の事業成果 

（１）2021 年度事業実施状況 ……… 資料1 

 事務局より今年度事業状況の説明があった。 
（２）連携高専における取組状況 ……… 資料2-1～2-4 

 連携4高専より今年度の取り組み（教育拠点の整備、地域連携体制の構築）の説明があった。 
 
３．来年度の事業計画 

（１）KOSEN-REIM 事業概要（2022 年度版） …… 資料3 

（２）KOSEN-REIM 会議・講習会開催計画（2022 年度） …… 資料4 

 （１）（２）について事務局より説明があった。 
 
４．各部会からの報告 

（１）リカレント教育プログラム開発部会の報告 

 リカレント教育プログラム開発部会（R3.vol.1,vol.2）報告 …… 資料5 

 リカレント教育プログラム開発部会（R3.vol.1 議事概要） …… 資料6 

 リカレント教育プログラム開発部会（R3.vol.2 議事概要） …… 資料7 

 資料6、資料7に基づいて事務局より議事概要の説明があり、佐溝部会長より部会での審議結

果が報告された。 
 
（２）実務家教員育成研修プログラム開発部会の報告 

 実務家教員育成研修プログラム開発部会（R3.vol.1,vol.2）報告 …… 資料8 

 実務家教員育成研修プログラム開発部会（R3.vol.1 議事概要） …… 資料9 

 実務家教員育成研修プログラム開発部会（R3.vol.2 議事概要） …… 資料10 

 資料 9、資料 10 に基づいて事務局より議事概要の説明があり、田底部会長より部会での審議

結果が報告された。 
 
（３）人材育成・活用システム設計部会の報告 

 人材育成・活用システム設計部会（R3.vol.2）報告 …… 資料11 

 人材育成・活用システム設計部会（R3.vol.2 議事概要） …… 資料12 

 資料 12 に基づいて事務局より議事概要の説明があり、黒谷部会長より部会での審議結果が報

告された。 

-208-



５．意見交換『コンテンツの魅力や価値の伝え方』 

 意見交換のポイント …… 資料13 

 玉田委員をコーディネータとして、主旨説明および意見交換を行った。各委員からは以下のよ

うな意見や事例の紹介があった。 
 動画などマスに示す広報と、専門の人に届く広報の、両方を意識する必要性。 
 NEXCO では、工事通行止めなどに対する事業の必要性・メリットの訴求などの事業広報を、

プロジェクトを組んで実施。 
 建コン協は若い人向けに「13歳のハローワーク」や、Youtuberとのコラボ。 
 近畿建設協会では自治体支援を目的に、ハンドブックを作成しニーズに沿った講師派遣。 
 橋梁調査会では土木の日のイベントや出前講座を行い、子どもや親御さんに好評。 
 高専では地域雑誌やYoutube、中学校訪問などの活動。 
 最後にまとめとして、REIMで届けるべき土木の社会人にどう届けるかについて、玉田委員よ

り意見募集があった。 
 
６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

 
以上 

-209-



参考資料３ 

リカレント教育プログラム開発部会 議事録 

 

リカレント教育プログラム開発部会（第 1回）議事録 

日時：令和３年７月９日（金）10:30～12:00 

場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶  西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 様 

３．リカレント教育プログラムの検証について（報告） 

 オンラインと対面を効果的に組み合わせたコンテンツとして，引き続き実証講座での検証お

よび改良を進めていく方向で良い。 

４．リカレント教育プログラムの開発について（審議） 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況 

 若手技術者が建設ICTを学ぶことは重要である。 

 ICT技術の発展に伴うコンテンツの更新は，今後の課題である。 

 AIの理解を確認する際，試験問題で何を問うかは検討が必要である。 

 当該講座で学ぶ最新技術を実務にどのように活用するかについては，ディスカッションを通

じて学んでいただきたい。 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発状況 

 診断から措置までに時間がかかることを想定し，判定結果の根拠となる内容は，調書に理路

整然と記述し伝える必要があるため，調書作成も重要である。 

 橋梁診断技術者が，診断結果として，“なぜその判定なのか”を道路管理者へ説明するプレゼ

ンテーション力は重要であることから，学修到達度確認試験においても，プレゼンテーショ

ンは重要な評価項目である。 

 健全性の判定や診断結果は，地域や点検・診断担当技術者の主観によるバラつきがあり“平

準化”の課題であるため，何を基準に評価するかは検討が必要である。 

・橋梁診断技術者認定試験の出題・評価方針（案） 

 学修到達度確認試験の合格水準 80 点を設定する場合，ププレゼンテーションや記述式問題等

を適切かつ効果的に活用し，評価すること。 

５．リカレント教育プログラム開催計画について（審議） 

 今後も新型コロナウイルス感染防止に最大限配慮し，開催の方向で進める。 

 開催結果はHP等で公表する。 

６．まとめ 

 佐溝部会長より部会報告を行う。 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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リカレント教育プログラム開発部会（第２回）議事録 

 

日時：令和３年１２月１７日（金）10:00～11:30 

場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶  西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 様 

 

３．リカレント教育プログラムの検証について（報告） 

 オンラインと対面を効果的に組み合わせたコンテンツとして，引き続き実証講座での検証お

よび改良を進めていく方向で良い。 

 

４．技術資格『橋梁診断技術者』の新規創設について（報告） 

・橋梁診断技術者認定制度について 

 若手技術者が建設ICTを学ぶことは重要である。 

 ICT技術の発展に伴うコンテンツの更新は，今後の課題である。 

 AIの理解を確認する際，試験問題で何を問うかは検討が必要である。 

 当該講座で学ぶ最新技術を実務にどのように活用するかについては，ディスカッションを通

じて学んでいただきたい。 

・橋梁診断技術者認定試験の概要 

 診断から措置までに時間がかかることを想定し，判定結果の根拠となる内容は，調書に理路

整然と記述し伝える必要があるため，調書作成も重要である。 

 橋梁診断技術者が，診断結果として，“なぜその判定なのか”を道路管理者へ説明するプレゼ

ンテーション力は重要であることから，学修到達度確認試験においても，プレゼンテーショ

ンは重要な評価項目である。 

 健全性の判定や診断結果は，地域や点検・診断担当技術者の主観によるバラつきがあり“平

準化”の課題であるため，何を基準に評価するかは検討が必要である。 

 

５．リカレント教育プログラムの各地域への展開について（審議） 

 今後も新型コロナウイルス感染防止に最大限配慮し，開催の方向で進める。 

 開催結果はHP等で公表する。 

 

６．まとめ 

 佐溝部会長より部会報告を行う。 

 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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参考資料４ 

実務家教員育成プログラム開発部会 議事録 

実務家教員育成プログラム開発部会（第 1回） 議事録 

 

日時：令和３年６月２５日（金）10:30～12:00 

場所：オンライン（Zoomミーティング） 

 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶   （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様 

 

３．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）開催概要（報告） 

 高度な実務経験や専門的知識を有する方から多数の応募があり，選考の結果，定員１０名の

ところ，受講者１５名で実証講座を開催することとした。 

 欠席時のフォロー体制含め，８ヵ月の長期プログラムへの配慮がなされている。 

 部会委員には，可能な限りｅラーニングや講習会を体験いただき，評価・検証の観点でご指

導をいただく。 

 eラーニングは，部会委員に IDをお知らせして内容確認いただく方向で検討する。 

 プログラムで使用する教科書（２冊）の部会委員への配布は事務局で検討する。 

 プロパーの高専教員が，実務を身に着けて実務家教員を目指すことも有効だが，本事業では，

実務家が教える技術を修得する方向で取組む。 

 

４．実務家教員育成研修プログラムの受講者の推薦について（審議） 

 本部会では，プログラム全体構成やプログラム内容について産官学の立場から大所高所の視

点で評価・検証を行うとともに，講習会のオペレーション等も評価する。 

 各講座（eラーニング，講習会）の評価・検証は，部会委員が分担して実施する。 

 各講座に一人，評価・検証の責任者を設定する。 

 分担講座について，部会委員を対象に希望等アンケート調査を行い，その結果をもとに部会

長と相談の上で決定する。 

 講習会のWEB配信や，オンラインによる評価・検証について検討する。 

 ｅラーニング講座のアンケート項目のうち，ボリュームに関する問いの選択肢“どちらとも

いえない”を“ちょうどよい”に修正する。 

 評価の視点（必要性，有効性，効率性）と，アンケートや評価・検証の項目の紐づけを明確

にする。 

 部会委員の他，学生，講師，受講者間など，多様な視点で評価・検証を行う。 

 プログラム修了者の合否判定や認定審査は，別途専門の審査委員会で行う。 
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 プログラムの提出課題等の内容に受講者の個人情報が含まれるため，受講者への連絡メール

アドレスを分ける等，個人情報管理やセキュリティ対策を実施している。 

 個人情報等の取り扱いについては、受講者向けに明文化を図ることとする。 

 

５．まとめ 

 合同会議において，田底部会長より審議結果を報告する。 

 次回の合同会議が年明けとなるため，中間報告も検討する。 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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実務家教員育成プログラム開発部会（第２回） 議事録 

 

日時：令和4年2月28日（月）13:30～15:00 

場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶  （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様 

 

３．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）について（報告） 

・シラバス        …… 資料1 

・プログラム概要と実施結果      …… 資料2 

・評価・検証結果       …… 資料3 

 コロナ禍で一部の講座が対面からオンラインに変更されたが，関係者と受講者の協力で充実

したものとなった。 

 インフラメンテナンスに特化したことで，他大学の実務家のプログラムより方針が明確で分

かりやすい内容であった。 

 教育実習では学んだ教育スキルが講習会の成果として表れていた。 

 受講者の負荷が高いとの意見もあったが，内容のレベルは高く，受講者や評価委員の評価は

高かった。 

４．実務家教員育成研修プログラム 2022について（審議） 

・2022年度受講者募集概要      …… 資料4 

・受講者募集要項（案）       …… 資料5 

 2022年度の受講者募集内容について確認，了承した。 

 

５．『専門教士（建設部門）』の称号認定について（審議） 

・認定フロー（案）       …… 資料6 

・実務家教員育成研修プログラム評価委員会開催要項（案）     …… 資料7 

 評価委員会には教育学の専門家が入ること，2021年度の認定審査は，4月下旬から5月上旬

に実施することを確認し，了承した。 

 資格の活用方法について検討していくことを確認した。 

 認定の更新については，修了者がともに学び合う機会や学べる場などの仕組みづくりを検討

していくことを確認した。 

 

６．まとめ 

 田底部会長より取りまとめを行い，議論の内容を合同会議で報告する。 

 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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参考資料５ 

人材育成・活用システム設計部会議事録 
 

人材育成・活用システム設計部会（令和３年度第１回） 

議 事 録 

 

日時：令和３年６月４日（金）10:30～12:00 

場所：オンライン（Zoomミーティング） 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶  一般社団法人近畿建設協会理事・技師長     黒谷 努 

 

３．新組織の設立にむけて（審議） 

位置づけ・体制等について 

 REIM産学連携コンソーシアムの発展的組織として，官を巻き込んだ産学官による財団法人の

設置を推進していく。 

 広域を所管する地方公共団体の職員は，人事異動で継続的に参加できなくなる場合があり，

官の関与の仕方について解決が必要な問題もある。 

 当該財団の機能維持に必要な経費，事業運営費，収入見込み等の資金繰り含め事業内容を具

体的に検討し，実体がしっかりした組織とする。 

 当該財団は舞鶴高専内に置く方向で検討するが，国有財産の中に設置することについて国立

高専機構本部との調整が必要である。 

 連携高専を増やすのと並行して，各高専所在地の地域づくり協会等へ寄附を呼び掛ける。 

 個人・企業による個別の寄附の受け皿として，クラウドファンディングも検討する。 

 連携高専は，将来的に社会基盤メンテナンス教育センターを設立する方向で勧めるのが望ま

しい。 

 

高専への支援について 

 当該財団においてｅラーニング（システム・コンテンツ）を管理し，連携高専の講習会対応

や学生向けコンテンツの提供を行う。 

 学生向けコンテンツの提供は高専機構全体のメリットとなる部分である。 

 全国展開として，北海道と九州の高専でも社会基盤メンテナンス教育センターを立上げたい

ところであり，必要に応じて伴走支援を実施する。 

 

技術支援について 

 当該財団の技術支援は，各高専から人的資源の面で協力を得て実施する。 
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 全国の高専インフラ・教員を活用し，既存の公益事業等でカバーされていない技術支援，特

に，小規模な自治体を対象とした技術支援を行いたい。 

 自治体支援は各協会でも実施しているが，橋梁維持管理については自治体から相談を受けて

も専門技術者が少なく対応しきれていないため，寄附者として当該財団に寄附し，その見返

りとして高専の教員が技術支援を行うことならば筋が通る。 

 各地域づくり協会等の関与の仕方については，各高専から個別アプローチして意向を伺う必

要がある。 

 当該財団による専門家派遣のメニュー（被災橋梁の臨時調査，自治体職員研修，調査団派遣

等）を明らかにしていきたい。 

 建設業協会は構成員や考え方には地域特性がある。人を育てる取組は担い手不足問題に有効

だが，リカレント教育のニーズや規模は地域による。 

 小中学生を対象とした啓発・啓蒙活動や工業高校への支援等，建設業の担い手確保に繋がる

事業は，多方面から賛同を得る上で有効である。 

 

４．まとめ 

 黒谷部会長より取りまとめを行い，議論の内容を合同部会で報告する。 

 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

 

以上 
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人材育成・活用システム設計部会（令和３年度第２回） 

議 事 録 

日時：令和４年３月１日（火）10:30～12:00 

場所：オンライン（Zoomミーティング） 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶   一般社団法人近畿建設協会 理事 黒谷 努 様 

３．リカレント教育事業の継続性確保に向けて（審議） 

・リカレント教育事業の継続性確保に向けて …… 資料1 

 非土木出身者に対する教育として，高専のリカレント教育は実践的であり，そこを対象とし

て新組織の活動領域を広げていけるのでは。

 新組織の形態について，地方公共団体の契約先としては株式会社より公益財団法人，さらに

は高専機構であるほうが社会的信用の点で説明しやすい。

 高専機構として 1事業を対象とした法人を作るのは困難であるが，1高専が財団法人を作っ

た例もあり，5高専共同で作ることに対しては相談して進めていけるとの認識。

 土木外からの転向者への教育はブルーオーシャン（未開拓の分野）であり，中学卒業生への

教育実績を持つ高専の大きな特色となりうる，そこに力を入れるべき。

 大阪大学の災害科学研究所を例として，将来的に高専機構全体で土木に限らず寄付の受け皿

となって研究者を支援する組織としたい。

 高専機構で来年度クラウドファンディングの支援を行う用意があること，高専 EXPO への参

加，防災科研との連携の提案。

 インフラテクコンの協賛企業は高専とインフラに興味があり，提携先として相性がいい。

 海外向けの技術者教育へのeラーニング活用，メンテナンスの失敗事例の共有などの事業案。 

４．まとめ 

 黒谷部会長より取りまとめを行い，議論の内容を合同会議で報告する。

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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謝辞 

本事業の実施にあたり，多くの方々から多大なご助力を賜りました。 

ここに記し，心より御礼申し上げます。 

リカレント教育拠点整備にあたり，（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会四

国支部にはＰＣ板を，川田工業（株）には塗装断面試験片を，東京ファブリック工業（株）

にはゴム支承を，５高専へ提供いただきました。また，（株）ＩＨＩインフラシステムには，

“ｉＭｅｃ360 度パノラマビュー”の更新にご協力をいただきました。その他，連携高専

の実習フィールドに，多くの方々から貴重な実物劣化教材を提供いただきました。 

リカレント教育プログラム開発にあたり，国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事

務所，舞鶴高専玉田研究室 吉村智貴氏，長岡高専井林康教授，(有)神輝興産，(株)ＩＨ

Ｉインフラシステム，(株)キナンには，教材作成，及び，実用化新技術実習に多大なご協

力をいただきました。放送大学学園には，専門特修講座【建設ＩＣＴ】のｅラーニング講

座開発にあたり，『数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）講座』の教育コン

テンツを提供いただきました。 

学校法人先端教育機構社会情報大学院大学には，実務家教員育成研修プログラムのｅラ

ーニング講座開発にあたり，『実務家教員養成課程』の教育コンテンツを提供いただくとと

もに，川山竜二先生らによる監修等をいただきました。（一社）近畿建設協会と（株）総進

建設工業には，実証講座の会場を提供いただきました。 

（一社）近畿建設協会，西日本高速道路株式会社，（一社）建設コンサルタンツ協会近畿

支部，(一社) 橋梁調査会近畿支部，国土交通省近畿地方整備局企画部には，連携企業とし

てＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムへ参画し，委員を派遣いただきました。 

（独）国立高等専門学校機構には協力機関として，放送大学学園には連携大学として，

長岡技術科学大学には協力大学として，参画いただきました。また，地域連携として京都

府北部社会基盤メンテナンス推進協議会に参画いただきました。 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会には，本年度の外部評価をいただきました。 

インフラメンテナンスの重要性に加えて，それを担う技術者の育成に対する危機感を共

有してくださった多くの方々のご助力に支えられてＲＥＩＭ事業は成り立っております。

コロナ禍にあった今年度は特にその感がありました。主旨に賛同して応援して下さいまし

た全ての方に深謝いたします。 

最後に，本事業を支えた舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターはじ

め，福島工業高等専門学校，長岡工業高等専門学校，福井工業高等専門学校，香川高等専

門学校の教職員，及び，スタッフと，それを支えられたご家族のみなさまに，心より感謝

申し上げます。 

令和４年 3月吉日 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

玉 田 和 也 
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